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フル トリアホール (案)

今般の残留基準の検討については、関連企業から 「国外で使用される農薬等に係る残留

基準の設定及び改正に関する指針について」に基づく残留基準の設定要請がなされたこと

に伴い、食‖[中の農薬等のポジティプリス ト制度導人時に新たに設定された基準値 (いわ

ゆる暫定基準)の 見直しを含め、食品安全委員会において食品健康影響評価がなされたこ

とを略まえ、農薬 ・動物用医薬品部会において審議を行い、以下の報告を取 りまとめるも

のである。

1 概 要

(1)品 目名 :フ ル トリアホール [F]utriafol(ISO)]

(2)用 途 :殺菌剤

トリアゾール系殺菌剤である。病原菌類の主要な構成成分であるエルゴステロール

の生合成において C]4位脱メチル化をβR告することにより殺菌効果を示すものと考え

られている。

(3)化 学名 :

(■9-2,4′ ―dirluor。―α―(1//1,2,4-triazol-1-ylmethyl)henzhydryl alcOh01

(lUPAC)

。一(2-fluorOpllenyl)―α―(4-fluorophcnyl)-1カに1,2,4-triazole-1-ethan01  (CAS)

(4)構 造式及び物性

2 適 用の範囲及び使用方法

本剤は、国内では農薬帯録がなされていない。

海外での適用の範囲及び使用方法は以下のとお り。

また、果実、豆等に係る残留基準の設定についてインポー トトレランス中請がされて

いる。

海外での使用方法

分子式

分子量

水溶解度

分配係数

CloH]`F2N00

301 3

95 mg/L(20℃ 、純水)

l ogloPow=23(20℃ )

(1)125%フ ル トリアホール水和剤 (EU)

作物名 適用病害虫
1回あたり

の使用量

本剤の

使用

回数

栽培期間中の

総使用量

(有効成分量)

使用時期
使用

方法

りんご
黒星病

うどんこ病
30 g ai/ha 3 回 90g ai/ha 収穫21日前まで 散布

ぶどう
黒腐病

うどんこ病
75 g a1/11a 2 回 150g a1/ha 収穫21日前まで 散布

小麦

うどんこ病

葉枯病

ごま葉倍病

さび病

雲形病

なまぐさ阜穂病

黒穂病等

125 g n1/ha 2 回 250g a1/ha 散布

難

根朽病

輪紋病

黒斑病

117 5 g ai/ha 2回 235g ai/ha 収穫28日 前まで 散布

ai :act ive insredrent  (A t / : f f ih )

(2)25%フ ル トリアホール水和剤 (EU)

作物名 適用病害虫
1回あたり

の使用量

本剤の

使用

回数

栽培期間中の

総使用量

(有効成分量)

使用時期
使用

方法

トマ ト 輪紋病 187 5 g a1/ha 3 口 56 25g a1/ha 収穫 1日前まで 散布

C--l' > うどんこ病 187 5 g ai/ha 3 回 562 5g ai/ha 収穫 3日 前まで 散布

メロン うどんこ病 312 5 g ai/ha 2 回 625g ai/ha 収穫 10日前まで 散布

-1-
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(3)125%フ ル トリアホール水和剤 (EU以外の海外)

作物名 適用病害虫
1回あたり

の使用量

本剤の

使用

回数

栽培期間中の

総使用量

(有効成分量)

使用時期
用

法

使

方

りんご

(米国)

黒星病

うどんこ病
48 g ai/11a 6 回 288 g a1/ha

収穫 14日前

まで
散布

ぶどう

(米国)

黒腐病

うどんこ病
g 7 回 896 g a1/ha

収穫 14日前

まで
散布

バナナ

(中ヽ 米)‐
斑葉病 g a i / 6 a 8 回 1000 g ai/ha

収獲当日

まで
散布

大豆

(ブラジル)
さび病 R ai/ l1a 2 回 250 g a1/ha

収穫 28日前

まで
散布

大●

(米国)

紫斑病

斑点病

褐紋病

61 25+122 5

g  a 1 / h a
2+1回 245 g a1/ha

収穫 21日前

まで
散布

落花生

(米国)

病

病

病

斑

び

渋

褐

さ

黒

128 g at/ha 5 回 640 g a1/ha
収穫 7日前

まで
散 布

おうとう

すもも

(米国)

灰星病

うどんこ病

サクランボ斑点病

128 g ai/11a 4 回 512 g a1/ha
j l e穫7日前

まで
散布

コービー

(プラジツい
さびツ丙

6875(1:壊処理)

+250(茎葉処理)

g a1/ha

1+2回 1187 5g a1/ha
収穫 30日 計,

まで
散布

3 作 物残留試験結果

(1)分 析の概要

① 分析対象の化合物
・フル トリアホール

② 分析法の概要

試料からアセ トニ トリル ・水(7:3)混液で抽出し、 トルエンに分配後、シリカゲ

ルカラム及びグラファイ トカーボン・剛2積層カラムで精製し、ガスクロマ トグラフ・

質量分析計 (CC―MS)で 定量する。

または、試料からメタノール ・水混液を加えて超音波処理で抽出し、遠心分離し

た後、液体クロマ トグラフ・タンデム型質量分析計(LC―MS/MS)で定量する。

定量限界 :001～ 0 05 ppm

(2)作 物残留試験結果

海外で実施された作物残留試験の結果の概要については別紙 1-1～1-5を参照。

4 畜 産物への推定残留量

(1)動 物飼養試験 (家畜残留試験)

①乳牛における残留試験

乳牛に対して、フル トリアホールが飼料中濃度として0、05、 15及 び5 0 ppm相当

を含有するゼラチンカプセルを29日間にわたり摂食させ、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓

に含まれるフル トリアホール含量を測定した。 (定量限界 :0 01 ppm)また、平しにつ

いては、最終投与の3、7、10、14、17、21、24及び28日 後に搾乳し、フル トリアホ
ール含量を測定した (定量限界 :0 01 ppm)。結果については表1を参照。

表 1 手 L4・の組織中の最大残留量 (ppm)

0 5 ppm投 与群 1 5 ppm投 与群 5 0 ppm投 与群

筋内

脂肪 く0 01 く0 01

肝臓 0 10

腎臓 〈0 01

乳 (平均)

― 1分析せず

上記の結果に関連 して豪州では,L牛における MTDB注)は 2 ppmと 評価 している。

注)最 大理論的飼料由来負荷 (陥ximum ThOolctical Dictaly Burden:MTDB)i飼料として用いられ

る全ての飼料品日に残留基準まで残留していると仮定した場合に、飼料の摂取によって畜産動物が暴

露されうる最大量.飼 料中残留濃度として表示される。

(4)250g/Lフ ル トリアホール水和剤 (豪州)

作物名 適用病害虫
1回あたり

の使用量
枷
御
幽

栽培期間中の

総ll用量

(有効成分量)

使用時期
使用

方法

本剤の

総使用回数

人麦

うどんこ病

大麦雲形病

50-200

g ai/ha
1 回

100-200

g ai/1]a

収穫 8 0日

前まで 土壌

混和

2回

(ただし、

土壊混和は

1回以内、

散 fliは1回

以内)

大麦網斑病
150-200

g ai/ha
1 回

収穫 110日

前まで

うどんこ病
62 5-125

g ai/ha
1 回

収穫 49 日

前まで
散布

-3- -4-
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②産卵鶏における残留試験

産卵鶏に対して、フルトリアホールが飼料中濃度として0、05、 15及び5 0ppm相

当を含有するゼラチンカプセルを29日間にわたり摂食させ、筋内、脂肪、肝臓及び腎

臓に含まれるフルトリアホール合量を測定した。(定量限界 10 01 ppm)また、卵に

ついては、最終投与の3、7、10、14、17、21、24及び28日後に採卵し、フル トリア

ホール含量を測定した (定量限界 :0 01 ppm)。結果については表2を参照。

表 2,産 卵鶏の組織中の最大残留量 (ppm)

0 5 ppln投与群 1 5 ppm投 与群 5 0 ppm投 与群

筋肉 く001

脂肪 0 07

肝臓 0 10

卵 (平均)

―1分析せず

上記の結果に関連 して、豪州では産卵鶏の MTDBを0 02 ppmと評価 している。

(2)推 定残留量

乳牛及び産卵鶏について、M↑D3と 各試験における投与量から、畜産物中の推定残

留量 (最大値)を 算出した。結果については表 3及び 4を 参照。

表 4 畜 産物中の推定残留量 ;産卵鶏 (ppm)

筋内 脂肪 肝臓

産卵鶏 く0 01 く0 01

5  ADI″)言平i[

食品安全基本法 (平成 15年法律第 48号)第 24条第 1暉第 1号の規定に基づき、食

‖:安全委員会あて意見を求めたフル トリアホールに係る食品健康影響評価について、以

ドのとおり評価されている。

無毒性量 :1 05mg/kg体重/day(発がん性は認められなかった。)

(動物種)   ラ ット

(投与方法)  混 餌

(試験の種類) 慢 性毒性/発 がん性併合試験

(期間) 2年 間

安全係数 :100

ADI:0 01 ng/kg体重/dav

6 諸 外国における状況

20H年 にJMPRにおける毒性評価が行われADIが設定されている。国際基準については

バナナやコーヒー豆に設定されている。

米国、カナダ、欧州連合 (EU)、オース トラリア及びニュージーラン ドについて調査

した結果、米国においてりんご、ぶ どう等に、EUにおいてバナナ、 トマ ト等に、オース

トラリアにおいて大麦等に基準値が設定されている。

7 基 準値案

(1)残 留の規制対象

フル トリアホールとする。

なお、食品安全委員会による食品健康影響評価においても、農産物及び畜産物中の

暴露評価対象物質としてフル トリアホール (親化合物のみ)を 設定している。

(2)基 準値案

別紙 2の とお りである。

(3)暴 露評価

各食品について基準値案の上限までフル トリアホールが残留していると仮定した

場合、国民栄養調査結果に基づき試算される、1日当たり摂取する農薬の量 (理論最

大1日摂取量(TVIDl))のADlに対する比は、以下のとお りである。詳細な暴露評価は別

紙3参照。

なお、本暴露評価は、各食品分類において、加工 ・調理による残留農薬の増減が全

くないとの仮定の下に行った。

TMDIノ//ADI (%) れ '

国民平均

幼小児 (1～6歳 )

妊婦

高齢者 (65歳以上)

注)TMDI試算は、基準値案X各 食品の平均摂取量の総和として計算している。

表 3 畜 産物中の推定残留量 ;牛 (ppm)

-5- -6-



フル トリアホール海外作物残留試験一覧表 (EU)

晨作物
■l l曖

ヽ中条件 最大残日量
産・

(pp●)
:フル トリアホールl洵 型 使 用 二  使 用 方法 経過 口な

燎『

29～ 868'i/hn欧 布 L288542B

口場1:002(3回 23口)

回場B:002

田iC,002

□場Di0 00(JⅢ  28日)

■嬌じ:001

□場F(001

l l c :  . 0  0 l

□■1 005

2503/L SC 29～358●1/ho散 布

口場1 0 0 1

□場B l o  o l

□蝙C1001

口壊Dメ 0 0 1

団場3  0 0 2

口月F 0 0 2

□i C  0  0 1

E B I  { 0  0 t
□場IIく O01

□場」,001

25081L 5C 30～ 318=i/ha贖 布 a.23曰 E I A  r 0  0 l

29ヽ,0■`iアha散 布 曰 口場A,002

ブ ドウ
(果実)

Zsosll 5C 72 ' -ah  a  t / l )a 2 ●し2835日

口場A1001

口場B

囲■C

□■,:005

口場こ:004

田場F 00,

□場C O 03

口嘔H : O 0 2

250s/L  5C 72～88=alれ旧 ` 2■日

□用A:003

田』3 007

田i C i ( 0 0 1

□l e D  1  0  0 2

回場E1002

回■F 004

□■0

□iH

口場11(001

口場」:く001

'4～77=■iノh, □■A1005

250g/L SC 71-75i 3i/ 8 21日 □場A:003

りヽ■(■粒) 125g/1 SC

t25s.r /h^

2

D*A ;  0 .02

120～125g ai/ha コ場A;004

35,42日 □場A(001

コ=A:〈 0003

124‐1253 ti/hi ¬■A:002

120=ai′ha コ'A:001

124～125■oi/h● □場A:002

120～126=■i′卜● □場A:〈 001

円IA:002

1253●1/1● □=A:く 001

124～125■̀ iハ● 口場A,004

□=A:001

124～ [30g=iハ ● 田場A:001

田= A : 0 0 2

125～126881/h● □=A:010

124ヽ127彙̀ i/卜● 口場A:(001

農作"
麟

□場薇

拭薇条件 最大残留■
4' ( p l●

)
Iフル トリアホール1剤型 使用 二 ■ 月方法 回数 連遇 口薇

いい

お■′L∫` ′″～′″Я o1/ho
ユ

371421ロ 日lBA1 0 16(31" 14日 )(1)

′″～′″`,1/h● 3 . ? 1 4 2 1日 口■Ai0 24(3回 ,7日)(1)

ん′ん エ ′″～′″=oi/ha □■A:014(3口 3口,(1)
2 5 =′t , 口場1:015(3同 .3日 )(|)

(果実)

250■/L SC ′′コヽ ′′̀■oi/ha

2

■71421曰

□場A:O ll(1)

250■/L SC o1/ha 田場A:015(1)

260g′t SC ′″～″′83i/ha □疇A 026(1)

250gハ SC l | . r : 0  3 2
250=/L SC

ュ7曰

□●A:019

250■/L SC 口'A1021

250g′■ SC 188-191,■ 1/h● ロヨA1027

181^190=■ i/ha 口燿A1036

メロン］
′θ′～Z,81i′ hn 7 . 1 4 , 2 1 日

田 場A 1 0 0 6 ( 1 )

口りB,005(|)

□場C 004(1)

田=D1005((1)

菜■ l17～1388●iア`` 2

′′ロ 口場A:000(り

8日 口,3,004

口iCi0 08

口場,1015

口』C:005(1)

口場F1013(り

昴場G1013(り

□場H:003

35ロ l | . I  :  o .  07

口場J:031

田場X:015

厠うし 003

注1)最大,日 ■ :当筐晨薬の中"の範囲内で最も多■に用い う つヽ晨“使用から収薇までの期日を■嘔とした場合のr議'口 "摯
(いわゆる最大使用条件下の作物"留ス験)を■なの日●で■■し そ れぞl■のDt中から得られた″図■.(,■ :V威 !1年8月7日

付 1残留晨薬=●設定における晏●r●Iの"薔 化に"う な兒具甲1)
i中  最 大使用4作 下の作物残留“摯条件に ア ンダーラインを付しているが 屋 崎的に測定されたデータがある場合において

収横までの期間が■短の■合にのみ0人 "口 ■が■られるとは限らないため 最 大使用条件以外で最大残留量が得られた場合は そ
の使用口歌及び趣過日■について く )内 に屁● した.

こ2)(1):これらの作物量口"験 は 中 "の適用贅日内でメ曖が行われ ていない。/rお 適 用鮨目内ではない“歌条件を斜ltで示し
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晨作物 疎聯
試験条件 最大残留■

・°
(ppm)

【フルトリアホール1剤型 使用ユ 使 用方法 回 歌 経過口な

幌ｍ
125g/L SC

47～51g ai/ha

11日

田場A:006

m場 8 008

田場C:006

口場D:010

1 4 , 2 1 , 2 8 日 口場E:004

‐４

一

罰場F:004

硼場G 006

口4H 010

□場1 005

田場J : 0 1 2

14 21 28Fl 口,K 008(6口 ,21日)

L日

田場“10 0 3

園場N : 0 0 5

田場0 : 0 1 0

1421,28日 口場P:013(6同 ,21日)

14ロ 口爛2 : 0 1 2

142128曰 田場E1004

:4.21● 日 固場1:00?(5同 .21日)

■ ,2128曰 田場P:016(5回 21日)

49(1～3回目)～9θ(4～6回目)

g ai/!la
J日 □場G:011(1)と"

日場0: 0 1 9 ( 1 )48.48,49,%鶉 "g aiんa ‐４

一

“口
125′ L SC

1288 ai′Ъa

14,21.23日 口場A: 0 4 5 ( 7回 . 2 1日)

11ロ

■場B 1 0 3 9

口場C 0 3 4

□場D 1 0 2 1

口場E:021

馴
螂

口

□

田場H:027

田り]:030

□場J10411421,28日

」 ロ

田場K:089

厠場L : 0 6 1

田場“:0 0 0

′“g ai/ha 14日 口場C: 0 4 5 ( | )

大豆
(種7 )

125g′L SC

61 25,122 5g ai/ha 固場A:005

61 25g ai/ha
回場B:005(1)

回駆 :002(“)

6125■122 5g a1/ha 2■1 口嬌A:004

6125+122 5g ai/1la 21日 田場A:006

6125+122 5g ai/ha 型 □場A:019

6125+122 5g ai/ha 2■1 口場A:020

3

6125■122 5g ni/ha a 場

場

田

田

0 01

0 0 2 ( 1 )
61 25g ai/ha

′ 口場Cメ 001(1)

(,■ 1 2)

フル トリアホール海外作物残留試験一覧表 (米国)

rLl)最 大茂留■ :当瞑晨薬の申請の範囲内で最も多■に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短 とした場合の作物残留試
験 (いわゆる最大使用条件下の作物残留試験)を 複数の日場で実施 し、それぞれの試験から得られた残●■。 (参考 :平成11年8
月7日付 「残留晨薬墓申設定における暴““価の精密イヒに係る意見具申1)

衰中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付 しているが、経時的に測定されたデータがある場合にIIdい
て、収模までの期lllが最短の場合にのみ最大残留■が得られるとは限 らないため、最大使用条件以外で最大残留ユが得られた場合
は、その使用回戦及び経過 日数について ( )内 に記載 した。

注2)(“):こ れ らの作物残留試験は、申請の適用籠囲内で試験が行われていない。なお、適用範囲内ではない試験条件を斜体で示
した。

注3)今 回、新たに提出された作物残留試験成績に網を付けて
勇 b警

る`。

農作物
試験

働場漱

試験条件 最大残留量
産・

(pp■)

【フル トリアホール】剤 型 使用量 使 用方法 回 数 経過日数

大豆
(種子)

125g/L SC

6125■22 5g ai/ha

聾

２‐

一
固場A : 0 1 3

6t  25+122 5e  a i /hn ａ
一

□場A【く001

6125'122588i/ha

日場A  0 0 3

２‐

一
口場A : 0 0 2

２‐

一
□場A:005

′θ曰 回場A: 0 0 6 (‖)

21日 田場A:002

田場A:003

3 22日

口場A: 0 0 7

61 25g ai/ha
ヨ 圃場D 0 0 8 ( 1 )

0 0 6 ( 1 )田場C

61 25+122 5g ai/ha

23ロ 田場A: 0 0 8

22ロ 日場A:009

′0日 田場A : 0 3 1 ( 1 )

2L28日 口場A 008(3日 .23日)

428日 l l ^ i o  o 9 ( 3 f 4 , 2 8 E )

21曰
田場ハ10 0 7

θθ,2fr′′′g ai/ha 田■B 030(1)

落花生

(電子)
1 0 1258ん SC

128g a■/ha

|

田■A: 0 0 :

□場B:く001

口●C:004

用'D:004

7日

8 . 1 4 , 2 1 2 8 日

□場E10 0 4

口場P10 0 4 ( 5回 8日)

□檄,:003

馴
枷

□

日

0 02

δ日
口場J1 0 0 2 ( " )

610s ai^.. 口場J:019(D

口l■X:く001

123g a1/11a 8.14.2128日 口場し:Q 0 9 ( 5同 . 2 1日)

□場“:α 02
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フル トリアホール海外作物残留試験一覧表 (プラジル)

晨イ1物 旺』
試験条件 最大41vi汗 )(ppm)

〔フルトリアオ、―ル]剤 型 使用■ 使 用方法 同 数 nil日殷

豆

子

大

種 125g/L SC

1258 81/ha 鎮 曰 □堀A:く005

口場D:016(|)は
2)′′θg ai/1“ ２８

一

125g ai/ha
笙 目 醐

一叫

くo o5

0 16(|)

2
126F ai/ha

２８

一

０
一
〇

場

場

■

■

(種子)
125R/L SC

687 5+250「 8i/ha ”〓
Ｗ

025m.45ロ □■A:く005

日場B[006(3回 ,30日)(“)Jθ″■爾 g ai/ha 30.45日

2
687 5+250g ai/ha ∞ ロ 田嘔A:く005

口場B く005(")″″+`″ g a1/ha

687 5+250g ai/ha 2 mロ 田場A iく0 0 6

口4 3  く0 0 S ( | )′′′J+6θθg ai/ha
6875+250g ai/ha 2 "ロ m t t A  Iく00 5

回場Bメ 00 S (り′」′J+fクθg ai/ha

く,Ml-3)

書:皇塁杢装量奄繕F:裏雀肇島誌書L花[襟9恩受買蕎F+ヽ
力騨檄窃l騒l職彗世鵠 聯冊 1畿`

表中 最 大使用条件下の作物残留試験条件に ア ンダー ライ ンを付 しているが 絆 時的に測定されたデータがま,る場 合において 収

露嵩霞貫撃埋省:ξ [増 倉
!:1み

F^l量 言t[Pれ
るとは陳 らないため 最 大使用条件以外で最大残留量が得 られた場合は そ の使

注2)(1)こ れ らの作物残留試験は、中請の適用範囲内で試験が行われていない`を お 適 用範囲内 ではない●散条件を斜体で示 し
た.

rL)最 大残留二 :当族晨薬の申調の範囲内で最 1)多■に用い か つ最終使用から収績までの期間を最短 とした場合の作勒残留拭
験 (いわゆる最大使用条件下の作物残留試験)を 複数の回場で実施 し、それぞれの試験から得られた残留鳳  (参 考 i平成 10年
8月7日付 「波留農薬基r設 定における暴″評価の精密化に係る意見具申J)

表中 最 大使用条件下の作物残留試験条件 に ア ンダーラインを付 しているが 経 時的に測定されたデータがル,る場合にお い
て 収 種までの期間が最短の場合にのみ最大残留量が得られるとは限らないため 最 大使用条件以外で最大残留量7j・得らオした場
合は そ の使用回数及び経過 口数について ( )内 に記載 した。

フル トリアホール海外作物残留試験一覧表 (中南米)

(ル'1-4)

農作物
ド験
回場数

試験条件 最大残留量。 (ppm)
:フルトリアホール】剤型 使用二 使 用方法 回数 経過 日致

バナナ
(果実無袋) 125g/L“ 121～130g ai/ha 8

0日

o , 3 , 6 , 7 . 1 0 日

0曰

□場A i 0  1 0

回場B : 0 0 9

口場C : 0 1 7

日場D  0 1 7

圃場E  0 0 8

Q,3.5710日 回場F : 0 1 4

回場C : 0 0 7

口場H  0 0 7

口場1  0 1 0

回場J  0 0 1

回場K002

ロロ1昴し 0 0 2

パナナ

(果実有袋) 12 125g/L SC l 2 l - 1 3 0 8  a  i / ' h a

回場A

回場B 0 05

g 3 5 , 7 , l o 日

0日

o 3 5 , 7 , l o 日

圃場C 005

口場D0 0 2

田場E  0 0 2

田場「 0 0 2 ( 8口 , 5口)

□螂 て0 0 1

田場H 0 0 1

田場1 0 0 4

田場J く00 1

日場К 〈001

田場L〈 0 0 1

- 1 1 - -12-



農作物
メい
■場鷲

試験条件 最大残留量
沖° ("0

1フルトリアホール:剤型 使用ユ 使 用方法 回 数 経過 目致

大 麦 2
2 5 0 3 / L

フロアプル

211088i力la土 壇混和
+12588i/hB散 布

イ̀′ 口場A:く0 0 1 ( | )。 )

田場Bメ 001

θω 8 8i/ha土壌混和
+125 8 Bi/ha散 布

200 g Biハat壌 混和

1 + 1 回
イ5β 口獅 じ:く0 0 1 ( 1 )

口場D:く 001(1)

1[コ 1 5 0 日

1 5 0 曰

回場E:く0 0 1

回場F :く0 0 1 ( I )θω gBi/na土 壌混和 1回

く,j晨1-5)
農薬名      フ ル トリアホール (男り自氏2)

フル トリアホール海外作物残留試験一覧表 (豪州)

注1)最 大残留i
試験 (いわゆる

移
協

用い 力'つ最終使用から収種までの期間を最短とした場合の作物残留
,日場で実施し そ れぞれの試験から得られた残留量。 (,オ :平成10

年0月7日

表中、

平価の喘塩化に係る意見具申1)
こ、アンダーラインを付 している。

注2)("):こ れ らの作物残留試験は、
を斜体で示 した。

申"の 範囲内で試験が行われていない。なお 適 用範囲内で実施されていない試験条件

食島名 韓案̈ 帥晰̈
録
無

重
有

参,こ 軍E

作物残留試験成艘等鵬紳
¨

知襲̈
米(玄米をいう。)

小豪
大,
ライ麦
とうもろこし
そ|ゴ
その他の収類

大豆
らつかせい

EU
オーストラフア

:(0003‐01∝n・16XEU,1
:くO Olい・6Xま州)1

アメリカ
Eι′

:く001001(lX『23X米国)】
〔く001-O19(1)(■18X口,)】

トマト
ピーマン

その他の野菜

lo 16(|)-0 2,{({h.{)GrJ)l
lo,Ir-o 36(n=8)0i!)l

雌̈
¨̈
め

∝
一幅

ネクタリン
らんず(アプリコット蟹it,。)
ヽ も(プルーンを含む。)
おうとう(チェリーを含む。)

アメリカ
アメリカ
7メリカ
アメリカ

:米国すもも おうと,●黒:
!米国+1,も おうとう0熙 :

10193‐0 30un・3X栞口):

:002371252(n■8X*口 )1

ポどう

バナナ IT E U

:001つ 17い・12無 袋)
く001005(■・12■●X中南米)1

晏■ ね IT :003● 31(n・12鸞U)1

コー ビー豆

その他のスパイス

その他のハープ

牛の筋内
藤の筋内

その他の陸接哺乳額に属する動物の筋肉

牛の脂肪
隊の脂肪
その他の陸接哺乳類に属“ 動物の脂肪

牛の肝臓
豚の肝朧
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝朦

¨

“

“

オース)ラ,ア
オスレフア
オーストラリア

“:(001
(牛の饉内●照)
(■の3■●鳳)

咄
咄
咄
．̈
¨
¨

咄
咄
咄
一̈
¨
“
¨
晰
¨
¨
¨
¨

*-^tlrf
t-^tilf

"_*-.^!i,!!*-^firf
*-7 l'\f

I t-^lir7

i t-^tir7
i *-^ti\7
i t-^lit7
i i-zritt
i *-zlit)f
I t-^l1t)f

担:く001

(■のL助 ●暉)

(牛の■●`層 )

籠 014

(牛の肝口●層)

(牛のIFn■層)

(■の肝●●照)
(牛の「●●用)
(牛の肝●●照)

牛の腎ロ

隊の腎朦

その他 の隆棲哺乳類に属する動物の腎鳳

牛の食用部分
隊の食用部分
その他の陸棲哺乳燿に属する動物の食用部分

(牛の肛n● 照)

(牛の肝●●m

(牛の肝●●m)

t:く001JL 十ストラリア

●の筋肉
その他の家きんの筋肉

005

0 0 5
オーストラリア
オーストラリア

拍 : く0 0 1

(自の筋肉́ 用)

たく00:
(日の11肪●用)

日の1日肪
その他の家きんの脂肪

オーメトラリア
オーストラ,ア

躊の肝臓
その他の家きんの肝‖

オーヌトラリア
オーストラリア

薇 く01

〈●のlT口●照)

籠の■峰
そのILの家きんの■ロ

オーストラリア
オーストラリア

オーストラリア
オーストラリア

¨

［

一
¨

¨

の

の

・
の

の

■

●

０

疇
場の金用部分
その他の家きんの食用部分

4の卵
その他の東きルの卵

オーストラリア
オーストラリア

籠 (001

(●の,「●la)

ヒうがらし(乾燥させたもの) 1 0

平成17年11月29日厚生労働省告示第499号において新しく設定した■●値については、綱をつけて示した
ホ基準(暫定基準以外の基準)を見直す基準饉案についてlt、太枠線で□んで示した。
0)これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていなι、
「作物残留試験j襴に「推Jの記載のあ ものは、推定残留■であることを示している。
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食品名 晦輌
国民平均
TMDl

幼 小児

(1～6歳 )
TMni

婦
Ｄｌ

妊
ＴＨ

高齢者
(6 5歳以上)

量ヽ 05 5■1 1 _ _ J l
1 2 1    0

Q 1 7 1     1 1ゴ
0 1      0 7本ス_

一ユ
一

大

一
2241  13 ２̈‐ 235

らつかせい
下亨下

・~~~ ~・ .・== ●̈●一一=・.・・・=・
一α
〓
α

0 1 :    0 1
7  3 :      5  1

0 0 1     0

7 4 1     5

1

0 3

__J=lt____2_9
1 0 6 :   1 0 9

::::::I:算::::::::::1::
9 0 1     1 0 7

日本なし :II:II:::III:3
0 031     0 03

: : : : I : [ : ] I : : : I I [ : 3
0 031       0 03西洋 な し 0 3

0 3
0 3

2

001 0 0

びわ

I′′う:シ::::::::::::::::::::::::::::::::
:D:I[III:|:01
0 2 1    0 2 1

II:iO:,::II:::::|:0
0 2 ,     0 2

婁壼11多Zニラを去鼻「ギ'1‐一―――
2 021 021 0

041 281 0

おラと_ラ`ス■_り=二含●。) 0 2 021 0

ぶどう ¨
４

一
３

一一■

一一０

一
Ｃ

一３

一
８

〓
７

チ
ユ

８

一５

一
■

一
■

一
α

一
＆

一　

一
　

一一　

〓
　

〓
２

=●‐:●Lユ==‐=....1・'
2 6 1     5 3

1 6 1     1 1

0 3 :     0 3

3 0 3 1     2 8 8

バナナ
なアね

~~~~~~~~一 ―一…… 0 3

0 2

コー ヒー 豆

難 哺I輌′:閃藍::::::::::::::::::::::::=
0 2

0 5
塑性哺ユ墨2『L重 0 05 711 7  1

象禽の内類 0 05 10: 「“ 1 0

象会 のIII類 2 0 1

7 i   l 1 2  4

ADI比 (%) 29 G: 27 3 25 5

(男嗜れ(3)

フル トリアホール推定摂取量 (単 位 :μg/人 /day)

高齢者については畜産物の摂取量データがないため、妊婦については家さんの卵類の摂取量データ
がないため、国民平均の摂取量を参考とした。
TMDI:理論最大1日摂取量 (Theoretical Maximum Daily lntake)
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答中(案)

フルトリアホール

食品名

表
麦

小
大

大豆

らっかせい

t-7l.

りんご
日本なし
西洋なし
マルメロ
びわ

0 3
0 0
0 3
0 0
0 0

ネクタリン
あんず(アプリコットを含む。)
すもも(プルーンを含む。)
おうとう(チェリーを含む。)

ぶどう 1

バナナ

なたね

一ュ

牛の筋肉
啄の筋肉
その他の陸棲哺乳類に属する動物

こつの筋肉

牛の丹旨肪
豚の脂肪

その他 の陸榛 哺乳類 に属する動物の脂肪

∝
∝

∝

牛の「Fn
豚の肝臓
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝ロ

牛の腎臓
隊の腎臓
その他の隆棲哺乳類に属する動物の腎臓

牛の食用部分
む)

隊の食用部分
その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分

乳

aaffi6
tDIED*.Z Le') oE46
麟の脂肪
その他の家さんの脂肪

日の肝臓
その他の家きんの肝臓

害の腎朧
その他の家きんの腎臓

■の食用部分
その他の家きんの食用部分

目の卵
その他の家きんの卵

どうがらし(乾燥させたもの)

注1)「その他の陸棲哺乳類に属する
動物Jとは、陸棲哺乳類に属する動物
のうち、牛及び豚以外のものをいう。

注2)「食用部分Jとは、食用に供され
る部分のうち、筋肉 脂肪、肝出及び
腎鵬以外の部分をいう。

注31「その他の家さんJとは、家きんの
うち、鶏以外のものをいう。
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2005年  11月
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2010年  4月
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2011年  5月

2012年  1月

2012年   1月

2012年  1月

2012年  2月

2012年  3月

29 日

5日

1 6日

22 日

11 日

1 3日

1 9日

1 9日

2 7  日

1日

残留農薬基準告示 (参照 1)

インポー トトレランス設定の要請 (果実、豆等)

厚生労働大臣から残留基準設定に係る食品健康影響評価に

ついて要請 (厚生労働省発食安 0416第 2号 )、 関係書類

の接受 (参照 3～56)

第 329回食品安全委員会 (要請事項説明)

第6回農薬専門調査会評価第二部会

第 79回農薬専門調査会幹事会

第 415回食品安全委員会 (報告)

から2月 17日 まで 国 民からの御意見 ・情報の募集

農薬専門調査会座長から食品安全委員会委員長へ報告

第 421回食品安全委員会 (報告)

(同日付け厚生労働大臣へ通知)

I肛

く食贔安全晏員会晏員名簿>

(2011年 1月 6日 まで)  (2011年 1月 7日 から)
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廣瀬雅雄         廣 瀬雅雄

村田容常         村 田容常
・:200年 7月 9口から     ':2011年 1月 13日から

く食晶安全量員会農萬尊円口査会専門委員名簿>

・別紙 1:

・別紙 2:

・別紙 3,
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作物残留試験成績 … …… … ……… (2010年 4月 1日から)

納屋聖人 (座長)

林  真 (座長代理)
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小澤正吾

川合是彰

桑形麻樹子・★・

り||口博明

小林裕子

三枝順三

西川秋佳

布柴達男

根岸友恵
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義澤克彦

吉田 縁

若栗 忍
★:2011年3月 1日まで
'':2011年3月 1口から
会'■:2011年 6月 23日から

要 詢

トリアゾール系殺菌剤 「フル トリアホールJ(CAS No 76674・21・0)は 、ポジティ

プリスト制度導入に伴 う暫定基準が設定されている。今回、インポー トトレランス設

定の要請に係る資料を用いて食品健康影響評価を実施した。

評価に用いた試験成績は、動物体内運命 (ラット)、 植物体内運命 (大麦、小麦、

なたね、てんさい及びりんご)、亜急性毒性 (ラット及びイヌ)、慢性毒性 (イヌ)、

慢性毒性/発がん性併合 (ラント)、 発がん性 (ラット及びマウス)、 2世 代繁殖 (ラ

ット)、 発生毒性 (ラット及びウサギ)、 遺伝毒性等の試験成績である。

各種毒性試験結果から、フル トリアホール投与による影響は、主に体重(増カロ抑制)、

肝臓 (ラット及びマウス肝細胞脂肪化及び小葉中心性肝細胞肥人、イヌ肝ヘモジデリ

ン沈着等)及 び血液 (貧血)に 認められた。

発がん性、繁殖能に対する影響及び遺伝毒性は認められなかつた。

ラットを用いた発生毒性試験において母体毒性の認められる用量で胎児に骨格異

常の増加が認められたが、ウサギでは発生毒性は認められなかったことから、催奇形

性はないと考えられた。

各試験で得られた無毒性量のうち最小値は、ラットを用いた 2年 間慢性毒性ノ発が

ん性併合試験の 1 05mgノkg体 コ 日であつたことから、これを根拠として、安全係数

100で除した001 mg/kg体 」 日を一日摂取許容量 (ADI)と 設定した。



E.諄 薔対彙農薬の構晏

1.用 迪

殺菌剤

2.有 効成分の一般名

Tll名:フル トリアホール

英名 :nutnafol(ISO名 )

3.化 学名

IUPAC

和名 :“0‐2,4'ジフルオロα‐(1〃1,2,4トリアノール‐1‐イルメチル)ベ ン

ズヒドリルアルコール

英名 :(29・2,4'・difluOrO‐α・(Hり1,2,4 triazol l‐yl●lethyl)benzl■ydryl alcohol

CAS(No76674・ 21■)

和名 :α‐(2‐フルオロフェニル)‐o(4フ ルオロフェニル)‐1″1,2,4‐トリアゾール
‐1エ タノール

英名:α‐(2・■uoroIIlhenyD・α・(4・■uorophenp‐1″1,2,4,tnazole l ethanol

4.分 子式

C16H13F2N30

5.分 子量
3013

6.構 造式

7.開 発の経●

フル トリアホールは、トリアゾール系殺菌剤で病原菌類の主要な構成成分である

エルゴステロールの生合成において C14位 脱メチル化を阻害することにより殺菌

効果を示す。本剤は英国 ICI社によって開発され、50カ国以上で登録されており、

ポジティプリス ト市1度導入に伴 う暫定基準値が設定されている。

今回、Cheminova A/Sよリインポー トトレランス設定の要請 (果実、豆等)が

なされている。

E.安 全性に係る試験の概要

各種運命試験〔Ⅱ l～4]は、フル トリアホールの分子内第 3級 炭素を 14cで標識

したもの (以下 「Icar‐14c]フル トリアホール」という。)、 ト リアゾール環の3位

と5位 の炭素を MCで 標識 したもの (以下 「LH MC】フル トリアホール」という。)

を用いて実施された。放射能濃度及び代訪1物濃度は、特に断りがない場合はフル ト

リアホールに換算した。代謝物ノ分解物略称及び検査値等略称は別紙 1及 び 2に 示

されている。

1.動 物体内運命試験 (ラット)

(1)吸 収

① 血 中菫庄推移

SDラ ット( 群 雌雄各 4匹 )に Lar‐HC]フル トリアホールを5 mg/kg体 重 (以

下[l]に おいて 「低用量」という。)又 は250 mg■g体 重 (以下[1]に おいて 「高

用量」という。)を それぞれ反復経口又は単回経口投与し、血中濃度IL移につい

て検討された。

吸収された放射能の大部分は尿及び糞中に速やかにljF泄(投与後 168時 間で

965～ 987%TAR)さ れ、尿中には 61～68%TAR排 泄された。尿中に排泄され

た放射能濃度の推移から、雌雄の尿中への最大排泄時間は 24～48時 間であり、

雄では298%TARで 、雌では341%TARで あった。組織吸収率は高用量単回投

与 163時 間後の組織中残留放射能より1%TAR未 満であり、尿中lJF泄量は、その

まま血漿中の放射能濃度を反llAしていると考えられた。従つて、投与後 24～48

時間にCnexに達し、72時 間までにT12に到達すると考えられた。 (参照 4)

② 吸 収率

胆汁中りF泄試験[1(4)③ ]で得られた尿及び糞中俳泄率から吸収率it 78 3～

971%と 推定された。 (参照 5)

(2)分 布

① オートラジオグラフィー (低用量単回経口投与)
Wistar系 (Alpk:APSD)ラ ット (分布試験 :一群雌雄各 5匹 、オー トラジオ

グラフィー試験 :雌雄各 1匹)に 、lcar 14clフル トリアホールを低用量で単回経

口投与し、全身オー トラジオグラフィT試 験が実施された。

投与 7日 後の雄ラットの組織中残留放射能は全血中に 028%Tメロ、肝臓中に

01%TAR、 カーカス1中に 026%TAR認 められた。雌 ラッ トでは今血中に

018%TAR、 肝臓中に 005%TAR及 びカーカス11に019%TAR認 められた。全

血中で〕1定された放射能は、大部分が赤血球と結合しており、血漿には認められ

駆 織 臓 器を取り除いた残漬のことをカーカスという (以下Flじ。)。



なかった。他の組織では、001%TAR以 下であつた。

投与 48時 間後の雌雄ラットの全身オー トラジオグラフィーでは、残留放射能

の大半が胃から直腸にかけての消化管内容物として存在した。少量の残留放射能

が肝臓中に分布し、雌では均―に分布したが雄では網状に広がり小葉の特定領域

での選択的吸収が示唆された。雌雄ラットの腎臓では残留放射能は皮髄境外部に

認められた。lutのΠl腎にも痕跡量の残留放射能が認められた。その他のIEl織の残

留放射能は低かった。 (参照 5)

② 高 用量単回饉口投与後の籠繊内分布 (高用量単回饉口投与)

SDラ ット (雌雄各 4匹)に Icar‐14c〕フル トリアホールを高用量で単回経口投

与し、体内分布試験が実施された。

投与 168時間後の主要組織中の残留放射能濃度は、表 1に示されている。 (参

照4)

表 1 投与168時間後における主要組織の残留放射能濃度 (%TAR)

投与量 投与方法 性別 あと与168時間後

250

m H 7 r k g 体重
単回経口

雄

消化器系(033)★、全血tl1 28)、筋

肉(00,、肝臓(005)、脂肪(002)、

その他 (002以 下)

雌

全血(o21)、消化器系lC1 101★、筋内

10い 、肝臓(003)、脂肪llD 01)、腎

臓⑩01)、その他 (001以下)
む

③ 組 織内分布 く低用量反仁経口投与)

SDラ ット(群 雌雄各4匹)にIcar・“Clフル トリアホールを低用量で 14日間

反復経日投与し、体内分布試験が実施された。

主要組織中の残留放射能濃度は、表2に示されている。 (参照4)

表2 最 終投与168時間後における主要組織の残留放射能濃度 (ng/g)

投与量 投与方法 IL別 投与 168時間後

6
nlノkg体重

反復経口

雄

血lR(3490)、 全血 (1,45111、 llT‖臓

( 7 2 4 )、膵臓( 6 7 3 )、脳 T垂 体

( 5 2 1 )、腎臓( 4 4 7 )、肺( 4 3 0 )、消

化器系★(314)、心臓(312)、品1腎

( 1 9 1 )、筋肉( 1 4 8 )、その他( 1 0 0

以下)

雌

血球(1,2901、腎臓1861)、膵朧679)、

全血伽 9)、肺(315)、肝臓(3101、

日l腎(221)、心臓(185)、脳下垂体

(110、筋肉014)、その他(lCXl以
つ

°i内 容物含む。

(3)代 ‖

尿中及び糞中排泄試験[1(4)②]で得られた投与後24～96時間の尿及び糞、同

試験における低用量反復経日投与による1、5、10及び 14日反復投与後24時 間

の尿及び糞並びに胆汁中JF泄試験[1(4)③]で得られた投与後72時間の尿、糞及

び胆汁を試料として代謝物同定 。定量試験が実施された。

①  単 回饉口投与 α!star系 (A:pk:APfSD)ラット)

尿中における代謝物プロフィールlt低川量及び高用量投与群で差がなく、親化

合物は痕跡程度であった。尿中の主要代謝物は161(11%TAR)及 び〔2](10%T/R)

であり、その他の代謝物は8%TAR以 ドであつた。両投与群の糞中における代謝

物プロフィールは尿中と同様であった。両投与群の胆汁中の 95%TRR以 上は極

性代謝物 (抱合体)で あり、酸処理により尿中と同様な代謝物が認められた。

フルトリアホールの単回経口投与においては、性別、標識位置及び投与量によ

る代謝プロフィールの差は認められなかった (参照6)

② 単 回饉口投与 (0ラ ット)

高用量投与群の雄の尿中主要代謝物は15】/16】(152%TAR)で あり、同群の雌

の尿中には 10%T/駅 を超えるものはなかった。

同投与群雌の糞中の主要代謝物は[21(159%TAR)で ),った。雄の糞中には

10%TARを 超えるものはなかつた。

親化合物は尿中及び糞中で痕跡程度であった。 (参照 4)

0 反 復饉口投与

低用量反復経口投与群の雄の尿中主要代謝物は[9](76～ 104%日 投与量)で

あった。尿のp_グルクロニダーゼ処理により【91は消失し、151/16]が221～ 252%

‖投与量となり、酵素処理後の主要代謝物であった。

雌尿中では、【3〕(119～ 134%H投 与量)が 主要代謝物であった。尿のβ
・グル

クロニダーゼ及びサルファターゼ処理により、[51/16](156～214%H投 与量)

及び13〕が酵素処理後の主な代謝物であつた。M14(未 同定)及 び17]も酵素処理

により増加が認められ、M14(未 同定)、 〔5]/16]及び〔7]がグルクロン酸抱合体の

アグリコンであると考えられた。

雌雄の糞中では 10%日 投与量を超える代謝物はなかった。

親化合物は、投与後 lH及 び 10日 の雄の尿中に 02%及 び 01%日 投与量認め



られたが、雌の尿中では01%H投 与量未満であった。糞中においては、02～ 04%

日投与量の親化合物が認められた。 (参照 4)

ラットにおけるフル トリアホールの代謝は、投与量、投与期間及び性別にかか

わらずほぼ類似のパターンを示し、高い代謝分角7性が認められた。

主な代謝経路は、2フ ルオロフェニル員の水酸化とその抱合体であり、他の経

路として トリアゾール環の脱離が考えられた。

(4)絆 泄

① 尿 及び糞中排泄 (単回饉口投与)

Wistar系 (Alpk:APSD)ラ ット(一群雌雄各 5匹)に 、【car 14c〕フルトリア

ホールを低用量で単回経口投与し、lJF泄試験が実施された。

投与後 168時間の尿及び糞中排泄率は表 3に示されている。

投与後 43時 間以内に43～51%TARが 尿中に排泄され、44～48%TARが 糞中

にυF泄され、91～95%TARが 尿及び糞Hlに排泄された。 (参照5)

表 3  尿 及び糞中の放射能の排泄率 (%TAR)

② 朦 及び糞中排泄

SDラ ント (~群 雌雄各 4匹 )に lcar‐14c〕フル トリアホールを高用量で単回経

口投与又はIcar・“C】フル トリアホールを低用量で 14日 間反復経口投 与し排泄試

験が実施された。

単回投与後 168時 間の尿及び糞中俳llu率は表 4に 、反復経口投与後 14日 の尿

及び糞中排泄率が表 5に 示されている。

排泄は速やかで、主要llF泄経路は尿中であった。俳泄に性差は認められず、各

測定時点のJ「泄は類似した。雌の方が雄より僅かに高かったが、ほぼ一定の速度

でtlF泄された。蓄積性は認められなかつた。 (参照4)

表 4 単 回投与後 168時間の尿及び糞中排泄率 (%TAR)

組 織

カーカス 025

△
ロ 975

表 5 14日 間反復経口投与による尿中及び糞中排泄率 (%日投与量)

"キ1最終投与後 168時間の排泄率を示■。

③ 口汁中排泄
Wistar系 (Alpk:APfSD)ラット(一群雌 6匹 又は一群雌雄各2匹 )に〔car MC]

フル トリアホール又はLri‐14c】フル トリアホールを低用量又は高用量でlF回経日

投与し、排泄試験が実施された。

投与後 72時 間の尿、糞及び胆汁中排泄率は表 6に 示されている。

投与後 72時 間に47～79%Tメ咀 が胆汁中に排泄さ才し、胆汁中排泄はフル トリア

ホールの■要な排泄経路であると考えられた。

胆汁中放射能の約半分が直接糞より排泄されたが、残 りは再吸収され主として

尿より排泄されると考えられた。性別、標識位置及び投与量による代謝プロフィ
ールの差は見られなかった。 (参照 6)

表 6 投 与後 72時間の尿中、糞中及び胆汁中排泄率 (%TAR)

car 14c tri 14c car_14c car 14c

投与量
5 mg/kg {48 5 mglkg体重

250 1uRlkg`本

重

250mノ kК体

重

性 別 雄 雌 雄 雌 雌 雄 雌

尿
833

314

月Ц汁

糞 104 /

合 計 872 827 783

投与量 5mぼ k「体重/日

性男l 雄 雌

試ポ| 尿 糞 尿 糞

投与後 1日・

投与後 5日 ★

投与後 10日 ★
314 571

投与後 14日 ★士
682 408

カーカス・・
303

ケージ洗浄
十普

341 292

合計★★

性別 雄 雌

試料
尿 糞 尿 糞

投与後時間 (時間)

475 375

435 480 508

454 452

雄 雌

尿 675

糞

ケージ洗浄液 429



(5)7日 間家畜体内運命試験

Friesian種手L牛 (一群 1頭)に ltri‐14c]フル トリアホールをカプセル経口投与

(40 mg/2回′卜)し 、家畜体内運命試験が実施された。

1日 に2回 搾平Lし、尿及び糞は 12時間毎に採取し、最終投与 32時 間前からは

4時 間ごとに採取した。最終投与の4時 間後にと殺され、筋内、心臓、皮下脂肪、

大綱脂肪及び腎周囲脂肪を採取し試料とした。

予L汁中の残留放射能量は表 7に 、手LttIIl織中の残留放射能分布は表 3に 、代謝

物の残留濃度は表 9に 示されている。

最終投与 4時 間後のと殺時までに尿及び糞中 (尿中 :452%T/R、 糞中 :

334%TAR)へ 786%TAR排 泄された。

乳汁中の残留放射能は処理 4H後 に搾7Lあたり0 007 mg几となり、その後残

留量は最終投与まではぼ同等量であつた。

各臓器中の主要な放射性成分は、肝臓ではフル トリアホール (29%組織残留量)、

乳汁、腎臓及び尿では161で、それぞれ 3%、 23%及 び 23%組 織残留量であつた。

反す う動物にフル トリアホールの残留倉可料を与えた場合フル トリアホールの

残留は極めて低いと考えられた。手L牛におけるフル トリアホールの生体内変化は、

ラット同様に 2‐フルオロフェニル環の酸化及びそ才晨こ続く抱合化と考えられた。

(参照 7)

表 7 乳 汁中の残留放射能量

投与開始後 日数

(日)
腫
０

残留放身1能濃度
★

(mcn′)

1 852 0002

3 0012

5 0014

7 0015

●:フルトリアホールの比活性0 330Bq′nlolc、1,100Bn/略を基に計算

表 8 最 終投与 4時 間後の乳牛組織中残留放射能分布

組織 残留量 (中薇)・

筋 肉 0008

肝 臓

腎臓

心 臓

1制ん (皮下) 0002

脂肪 (人網) く0001

月割方 (腎周囲)
フル トリアホールの 33(】Bo′mole l 1001,a′u2を

表 9 代 謝物の残留濃度

代謝物
残留量 (%組織残留量)

尿 乳汁 肝臓 腎臓

フル トリアホール★
1 7

1

1 5 1 ★

OomPoundYr* 7

trace

★:抱合体も含む。
・・:161と同様にシリル化される物質

2 檀 物体内運命試験

(1)大 麦及び小麦

栽培箱で栽培 した大麦 (春播品種 :Golden Promise)あ るいは小麦 (春播品

種 :TimmO)に Icar 14c]フル トリアホール又は[tri‐14clフル トリアホールを 81

又は 90 g aljhaの用量で播種 64日後 (大麦収模 94日 前及び小麦収穫 56日前)

に茎葉散布し、屋内における植物体内運命試験が実施された。

また、大麦 (春播品種 :Athene)及 び小麦 (春播品種 :V■■gare)を 露地に播

種し、大麦にはL"14clフ ル トリアホール又はltri 14C]フル トリアホールを 900

又は 84 2 g alttaの用量で収穫 44～62日前に散布 し、小麦にはIcar‐14c〕フル ト

リアホール又は[tri MC〕フル トリアホールを886又 は 1050 g anuの 力1量で収

穫 45～74日 前に散布し、尾外における植物体内運命試験が実施された。

総放射能は、br llClフル トリアホール処理区では穀粒及びわらに最高で

0007 mgノkg及 び072m♂ 咤、[tri 14cレル トリアホール処理区では穀粒及びわ

らに最高で041 mg/kg及び 21 mg■g認 められた。

残留放射能の分布はLar】4c]フル トリアホール処理の大麦 (屋外)及びitri 14Cl

フル トリアホール処理区で分析され、結果は表 10に示されている。

icar 14c〕フル トリアホール処理大麦の穀粒及び麦わらの主要放射性成分はフ

ル トリアホール (36%TRR及 び 38%TRR)で あつた。Itri‐14cレル トリアホール

処理においても大麦の穀粒及び麦わらの主要放射性成分はフル トリアホール

(24%TRR及 び 63%TRR)で あった。

itri llC]フル トリアホール処理小麦の穀粒ではフル トリアホールは 03%TRR

以下であり、検出限界値 (0 0002 mg/kg)以 ドであつた。1111が48～58%TRR

検出された。小麦麦わら中のフル トリアホールは 57%TRRで あつた。[121が大

麦及び小麦の穀ti中に各 26%TRR検 出された。

穀粒大麦及び小麦における代謝経路は、メチレンとカルビノール炭素の間で起

こるフル トリアホールの開裂及びそれに続いて起こる[121及び[111の生成からな

ると考えられた。 (参照 8)

1,q′llgを基に計算



表 10  大 麦及び小麦の残留放射能分布

標識体 作 物 赫鰤四

総 残 留放

射 能 D

(Ing及 “)

試料

フル トリ

アホール

トリアノール

アラエン1 1 1〕
トリアゾー

ル酢酸1121
残 澄

の

Ｄ

そ

他

mg/kC %TRR ms/l(g %TRR mαよg %TRR %TFtR %.lRR

ltar14Ci
フソレト

リアホ
ール

屋外大麦

0007 穀粒 0002

072 わ ら

〔tr i  1 4 c ]
フルト

リアホ

室内大麦
穀粒 ～ 1 7

わ ら 132 5

室内小麦 4 穀粒 0006 8 5

屋外大麦 出穂後
穀 粒 002 0004 0002 5 3 5

わ ら

屋外小友
005 穀 粒 5

わ ら

′:

1)フル トリアホール換算濃度
2)数%の未同定代謝物及び分析中の消失を含む。
0散 布直後に降雨のため分析せず。

(2)な たね

屋外栽培されたなたね (品種 :Hertls)に [car‐14c】フル トリアホール又は

L五‐14cレル トリアホールを 125 g a1/haの用量で葵の初期成長段階 (BBCH71)

に茎葉散布し、処理直後 (植物全体)、 処理 14日後 (薬及び植物残部)及 び処

理 42日 後 (種子及び値物残部)に 試料を採取し、植物体内運命試験が実施され

た。

抽出放射能として処理直後には、979～ 983%TRR、 処理 42日 後には799～

958%が 得られた。

標識位置にかかわらず、各採取時期における主要放射性成分はフル トリアホー

ルであった。処理 42H後 の残留放射能は種子で0398～ 0 807 1ng/kgで、植物残

部で0129～ 0 169 nlg/kgであった。

処理 14日後の奏で1131が121～ 149%TRR、 (ヘミ)セ ルロース結合体 (推

定)が 163～ 171%TRR認 められ、処理 42日 後の種子で Rl(未同定)が

35%TRR(0046 mg/kg)、 110]及び R5b(未同定)がそれぞれ 36～ 38%TRR及 び

0028～ 0050%TRR、 また追加抽出物中に[13】が29～ 30%TRR認 められた。そ

の他にも少量の代謝物が認められた。

なたねにおけるフル トリアホールの主要な代謝経路は、脱フッ素化及びヘキソ
ース抱合、さらに高分子成分との結合によると考えられた。 (参照 9)

(3)て んさい

コンテナにより屋外で栽培されたてんさい (品種 :Roberta)に 〔car‐14c〕フル

トリアホール又は[trl HC]フル トリアホールを 125 g ai/haの用量で収穫 21日前

に茎葉散布し、処理直後、16日後及び 21日後に植物体を採取し、根部、根幹部

及び些業部を分離して試IIとして、植物体内運命試験が実施された。

処理直後には根部における有意な残留放射能は認められなかった。処理後 21

日(収穫j7J)では、茎葉で0596～ 0 747 mgノkgで 、根部では 0005～ 0 009 mg′kg

であつた。

茎葉の残留放射能の 1:要な成分はフル トリアホールで、処理 21日 後 (収穫時)

で 691～ 708%TRR(0412～ 0529 mg/kg)で あった。処理後 21日 において、

少なくとも7種 の代謝物が認められ、これらの代謝物のうち1101はフル トリアホ

ールのヘキソース配糖体と同定された。

各標識体処理抽出試料のクロマ トグラム比較によリフル トリアホールの開裂

は認められなかった。 (参照 10)

(4)り んご

りんご (品種 :Gala)に Icar‐14cレル トリアホール又はItH・14cレル トリアホ

ールを0 118 kgノhaの 用量で果実肥大期 (BBCH grOwth stage 74)に茎葉塗布

し、処理 64口 後に収穫して植物体内運命試験が実施された。

りん ご米実の抽出物中の残留放射能は 770～ 822%TRR(0032～ 0053

mgなg)で 、残澄中に1ま178%～ 230%TRRで あつた。

りん ご果実の主要な残留放射能成分はフル トリアホールであ り 499～

562%TRR(0023～ 0 032 mg/kg)であった。10%TRRを 超える代朝1物は認められ

なかったが、痕跡程度の1111の存在 (0 001 mg/kg未満)が 示唆された。 ト リア

ゾール及び[121は果実中には認められなかつた。

フル トリアホールのりんご中における代謝分解速度は小さいと考えられた。

(参照 11)

3.土 壌中運命試験

(1)好 気的土壌中運命試験

好気的条件下 (回場容水量の 75%)で 、25℃の暗所下でIcar‐14c]フル トリアホ

ール又は [tri 14c]フル トリアホールをl mg/kg(l kg/ha相当)の用量で砂壊十(米

国)に処理し、最長 365日 間インキュベーションする好気的土壌中運命試験が実

施された。

0日始時にLri 14c]フル トリアホールは 981°/cTAR存 在し、52週 後においても

936%TARの 残留放射能が認められた。NaOH及 びエチレングリコール トラッ

プには 02%TARの 残留放射能が認められた。Itri‐14c]フル トリアホールの分解

が認められなかったため、[car HC]フル トリアホールの分析は実施されなかった。



好気的条件下におけるフル トリアホールの推定半減期は 25℃で 365日 以上と

考えられた。 (参照 12)

(2)燎 気的土壌中運命賦験

砂質'直壌土 (米国)及 び湖水 (pH7 9)混 合十壊に嫌気的条件下、暗所、25℃

で 14日 間以上プレインキュベーションの後、Icar・14clフフレトリアホール又は

[tri‐14cレル トリアホールを l mg■g(l kg/ha相 当)の用量で処理し、暗所 25℃

で最長 365日 間インキュベーションして嫌気的土壊中運命試験が実施された。

残留放射能は、水相では、処理 0日 後に34%TAR、 処理 365日 後に61%TAR

であり、上壊IBでは処理 OH後 に 887%TAR、 365日 後には 884%TARで あっ

た。

揮発性物質の発生は 1%TAR未 満であった。〔trl HC]フル トリアホールの分解

が認められなかったため、[car MC]フル トリアホールの分析は実施されなかった。

上壌中非抽‖1残留放射能は処理直後及び処理 272日 後には 94%TARに 増加

したが、処理 365日 後には 29%TARに 低 ドした。土壌中非抽出残留放射能は、

フミン酸及びフルボ酸画分にそれぞれ 1%TAR以 下、フミン画分に8%TAR認 め

られた。

フル トリアホールの嫌気的条件 ドでの水ノ士壊相における分解はきわめて緩や

かで、推定半減期は 365日 以上と考えらオした。 (参照 13)

(3)土 壇吸着性試験

〔tri‐14c〕フル トリアホールを用いた 3種 類の海外土壊 [砂土 (英国)、 シル ト

質壊土 (仏国)及 び壊土 (英国)]を 用いた上壊吸着試験、並びに2種 類の海外

土壊 [壌質砂土 (仏国)及 び埴壊土 (仏国)]及 び国内十壌 (壊土 (茨城))を

用いた土壊吸脱着試験が実施された。結果は表 11に 示されている。 (参Il1 14、

15、 16)

Kd出 :土壊脱着係数 K醸 oc:有 機炭素含有率で補正した脱着係数

時 d“:Freundlichの脱着係数 貯 。oc I有機炭素含有率により補正した脱着係数
― :データなし

4.水 中運命試験

(1)加 水分解un

pH5(酢 酸緩衝液)、 pH7(リ ン酸緩衝液)又 はpH9(ホ ウ酸緩衝液)の 各滅

菌緩衝液にItri 14c]フル トリアホールを 096 mg/L添 加し、25℃の暗所下で 30

日間インキュベー トし、カロ水分解試験が実施さキした。

処理30H後 にすべての試料においてフル トリアホールlま96%TARを 超えて存

在 したことから、フル トリアホールはカロ水分解に対して安定であると考えられた。

(参照 17)

(2)水 中光分解試験 (崚衝液)

pH7の 減菌緩衝液にIcar‐11Clフル トリアホール又はltri・14c]フル トリアホール

を l mg几 添加し、25℃±1℃で88～ 96日 (フロリダの夏の条件下で66日 間に

相当)、 キセノンアーク光 (018W′cm2、波長 290～800 nm)を 照射 して水中光

分解試験が実施された。

1照llt終了後フル トリアホールは 924～ 972%TAR存 在し、照射後に放射性分

解物は認められなかった。

フル トリアホールは PH7の 緩衝液'liの光分解に対して安定であると考えられ

た。 (参照 18)

(3)水 中光分解試験 (自然水)

滅菌した池水 (スイス)に Icar・HC]フル トリアホール又は[tri 14c〕フル トリア

ホールを 10 mg/Lで 添加し246℃ ±06℃ で、最長 15日間、キセノン光 (443

ミ、 2、波長 :290～800 nm)を 照射 (東京春の太陽光の86日 に相当)し て水中

分解試験が実施された。

照射終 f後 、フル トリアホールは 964～ 967%TAR認 められた。また、暗所

区ではフル トリアホールは 987%TAR認 められた。自然水中の光分解に対して

フル トリアホールは安定であり、十減期は算定されなかった。 (参照 19)

5.土 壌残留試験

土壊残留試験については、参照した資料に記載がなかつた。

6.作 物等残留賦臓

(1)作 枷残口賦験

海外において、りんご、ぶどう等を用いて、フル トリアホールを分析対象とし

た作物残留試験が実施された。

結果は別紙 3に 示されている。フル トリアホールの最大残留量は、可食部では

散布 28日 後の稲の穀粒に 1 51 mgノkg、非可食部では、散布 8日 後のらつかせい

表 ‖ 土 壌吸脱着試験結果概要

土壊
砂土

(英国)

シル ト質壌上

(仏国)

壌土

(英国)

埴壊土

(仏国)

壌質砂土

(仏国)

壌土

(茨城)

KFndB 1 3 5 7 577 578

KF'dDOC 157

Kdde. 22～ 53 21^´ 55 72ヽ 122

K蜻 c 499～ 1173 178～ 459 360～ 656

KFdO

KII・・oc 553

【・d・:FreuntlLchの吸着係数 IP・ oc:有 機炭素含有率により補正した吸



の乾燥茎葉に 10 2 mg7kg認められた。 (参照 :20)

(2)● 壼枷残留Hn

① ニ ワトリ

産卵鶏 (品種不明、一群 10羽 )を 用いた、29日 間カプセル経日 [原体 :0、

05、 15及 び50 mg/kg体 重/‖ (飼料中濃度の0、1、3及 び 10倍相当量)]投

与による畜産動物残留試験が実施された。

‖2回の採卵及び投与終了24時 間以内に筋内 (胸肉/もも肉)、 肝臓及び腹

部脂肪が採取され試料とされた。

残留量は5 mg/kg体重/日投与群の卵で0_02～004 mg/kg、肝臓で007 mg/kg、

脂肪で006 mg/kg及 び筋肉で001m」 町未満であった。05 mg/kg体 重′日投与

LIIの卵、筋内、肝臓及び脂肪におけるフル トリアホールの残留量はいずれも001

mg/kg未 満であった。 (参照21)

② 乳 牛

手L牛 (品種不明、一群3頭 、対照群 1211)を用いた、29日 間カプセル経口 [原

体 :0、05、 15及 び50 mg/kg体 重/日 (飼料中濃度の0、1、3及び 10倍相当

量)]投 与による畜産動物残留試験が実施された。
一日2回の搾乳及び投与終 了後24時 間以内に筋内 (llE内/もも肉)、 肝臓、腎

臓及び脂肪 (腎臓周囲、腸間膜及び末梢脂肪沈着)が 採取され試料とされた。
フルトリアホールの残留はnTHに のみ認められた。月F臓残留量lt 50 mg/kg体

重/日投与群で023～ 039 mg/kg、 15 mg/kg体 重/日投与群で009～ 0 10 mgなg
及び05 mg/kg体 重/口投与群では001未 満～004 mg/kgで あった。牛乳及び腎

臓など他の臓器では定量限界未満 (001 mgた g未満)で あった。 (参照22)

7.一 般藁理試験

フル トリアホールを用い、ラット、マウス、モルモット及びウサギにおける一般

薬理試験が実施された。結果は表 12に示されている。 (参照23)

― 1最小作用量は設定されず。

3.急 L● L試 験

(1)急 性轟性Hn

フル トリアホール原体の急性毒性試験が実施された。結果は表 13に 示されて

いる。 (参照 24～31)

呼吸困難、眼分泌

物、被毛の汚れ、

筋力低下

死亡 :750 nlg/kg

体重(3例)

中枢

神経系

自発運動量
ICR
マウス 雌 6

0、 30、 120、
500

( 経口)

>500 影響なし

痙攣誘発

作用

(電撃痙撃)

ICR
マウス 雌 6

0、 30、 120、
500

(経口)

3Kl 120

120111gよg体 重以

上 :強直性屈曲痙

攣及び強直性伸展

痙攣発現数減少

体温
SD

ラット
雄 5

0、 80、 250、
750

0 1Π)

25tl

250 Blg′1%体 重以

上 :体温低 ド

死亡 :250111じ′町
体重(1例)

750 nlg/kg体重(5

例)

自律

神経系
瞳:L径

SD

ラット
雄 6

80、 250、

(経口)
250

750111g′町 体重 :

散瞳

死亡 :%O lng′■g
体重 (5例)

環

系

循

器
血圧 心 拍数

Sl)

ラット
雄 5

0、 80、 250、

750

0こ口)

250 1ng/kg体重以

上 :瀾 数減少

死亡 :750 mg′■g
体重 (4例)

腎機能

尿量 ・

尿中電解質及

び尿浸透圧

SD

ラット
雄 5

0、 80、 250、
750

( 経日)

75011g′℃ 体重 :

カリウム俳泄量

減少
べて 05ミ N%メ チルセルロース 400水 溶液が用いら

表 12 -般 薬理試験概要

試験の種類 動物種
動物数

匹′群

投与量

●ヮ増関勤

(投与経路)

最大

無作用量

blE`慟

最小作用量

囀 獨
結果の概要

般症状
C r w h法)

SD

ラット
雄 5

0、 80、 250、

750

( 経口)

8 0 250

250 mg/kg体重 :

眼瞼下垂、被毛の

,,オt

750皿gAg体 重 :

腹臥位、側臥位、

歩行失調、眼瞼下

垂、散l■、流誕、



表 13 急 性毒性試験概要

投 与経路 動物種
lJ)0(mg/kE体 重)

観察された症状
雄 雌

経 口。

Wlstar系

(AIPk APSD)ラ ント

雌雄各 5匹
1,140 1,480

活動低下 腹 F●緊張度低下 脱

水症状、立毛、脇腹Frp凹、反弓

姿勢
2.500 nlgな区体重雄 :赤色肺
(2例)

1 000 mg′kg体重以上で死亡例

N Z Wウ サギ
雌 4～5匹

200～ 400'
活動 低 下、情緒 不安 、 流 涎 、 ト

痢

300  m E A E体 重以 上で 死 亡 例

Ihrtleyモルモット

雄 5匹
200-400'

活動低 ド、腹筋緊張度低下 安

定性欠女n 流 に、正向反射消失
2∞ 及び300 ulじ′町 体重で赤色

ルト、胆のう膨張、肝の退色化

(1例)
300mビ′kg体 重以 Lで死亡例

経皮"

Wlstar系

(Alpk APSD)ラ ット
lt雄各 5匹

>1.000 >1,000
腕水症林、泳朱禁、反'塔 勢
死亡例なし

NZ Wウ サギ

l l■雄各 5匹
>2,000 >2000 卜丼りじ候

死亡 例 な し

腹腔内
Wistar系

(Aゎk7u■sD)ラ ット

雄 5匹

活動低 下、腹筋緊張度低下、脱

水症状 尿 失禁 立 毛、反弓姿
勢
200m2/kピ体重以上で死亡例

吸 入
SDラ ット

雌雄各 5匹

LCЮ (nlg/L) 呼吸数10カ‖、円背位、立毛、彼
毛湿潤、1艮又は鼻部周囲赤色′

茶色汚染、頭部汚染
520 mg′I′で死亡"`

>520 )520

★ I,D“ を計算できない (死亡率ゼロを与える最大投与量と 100%死 亡率を与える最小投与量の幅

を示す。)。
1)経口投与及び腹絆内投与試験の溶媒は06%LISSAT′N AC水 溶液を用いた。
②経皮投与試験の溶煤はPEC3CXlを用いた。

(2)急 性神経轟性試験

SDラ ット (‐群雌雄各 10匹 )を 用いた強1』経日 (原体 :0、 125、250及 び

750 mgノkg体 重、溶媒 :コーンオイル)投 与による急性神経毒性試験が実施され

た。

投与16日後までの観察において、250 mglkg体重以上投与群の雌雄で、体重

増加抑制及び摂餌量減少が認められた。

750 mg/kg体重投与群では、雄で死亡率の有意な増加 (40%)が 認められ、瀕

死動物では脱水症状、紅鼻汁、腹部被毛の尿汚染、被毛粗剛、運gll活性低下、紅

涙、眼瞼下垂、立ち直り反射消失、少量糞、日周囲の紅色又は黄褐色付着物の所

兄が認められた。同群の雌の死亡率は 20%で あり、瀕死動物では脱水症状が認め

られた。

機能観察総合検査 (FOB)で は、投与 8時 間後の検査において、750 mg/kg

体重投与群の雌雄に異常姿勢 (円背位)及 び雄に異常歩行増カロが観察された。自

20

発運動量の涸1定では、750 mg/kg体重投与群において、投与8時 間後 (雌雄)及

び投与 7日 後 (雄のみ)に 活動量の低下が認められた。これらの行動的変化は、

投与 14口後には対照群と同等となった。250 mgなg体 重以下投与群では,FOB

及び運動活性に影響は認められなかつた。また、神経組織病理学的検査では、い

ずれの投与群においても検体投与に関連した病変は認められなかったので、FOB

及び運動活性への影響は一時的な全身毒性を反映していると考えられた。

本試験において、一般毒性に関する無毒性量は雌雄とも 125 mg/kg体重である

と考えられた。神経毒性は認められなかった。 (参照 32)

9.眼 ・皮膚に対する劇菫性及び皮膚■作性試験

NZWウ サギを用いた眼刺激性試験並びにWistar系 (Alpk APSD)ラ ット及び

NZWウ サギを用いた皮膚刺激性試験が実施された。その結果、ウサギの眼粘膜に

対して軽度の刺激性が認められた。皮膚に対して刺激性は認められなかった。

Hartleyモルモットを用いた皮膚感作性試験が実施され、Maximization法及び

Buehler法のいずれにおいてもFLR作性試験の結果は陰性であつた。 (参照 33～35)

10.亜 急性毒性試臓

(1)90日 間亜●L毒 性賦瞼 (ラット)

Wistarラ ット (一群雌雄各 20匹 )を 用いた、混餌 (原体 :0、20、200及 び

2,000 ppm)投与による90日 間亜急性毒性試験が実施された。

各投与群で認められた毒性所見は表 14に示されている。

200 ppm以 上投与群の雌雄で、肝 APDM活 性増加等が認められたが、薬物代

謝酵素誘導による変化であり毒性影響とは考えられなかった。

本試験において、2,000 ppm投与群の雄で体重増加抑11等が、200 1Jpm投与

群の雌で肝絶対及び比重量増加等が認められたので 無 毒性量は雄で 200 ppm

(13 3 mglkg体重/日)で 、雌で20 ppm(1 6 111glkg体重/口)で あると考えら

れた。 (参照 38)

表 14 90日 間亜急性毒性試験 (ラット)で 認められた毒性所見

投与群 雄 雌

2,000 ppm 体重増力Π抑市1

摂餌量減少

Hb、 Ht、RBC及 びMCHC減 少
TG減 少、TP及 びAlb増加

尿比重増カロ、尿pH低 下、尿蛋白値

抵下、尿ケ トン体増カロ

肝絶対及び比重量2増力Π

腎、精巣及び牌比重量増加

体重増力‖抑制

摂餌量減少
Hb、 nt、McI]、 MCHC及 び

MCV減 少

T Chol、TP及 び/Ⅶo増カロ

尿比重増加

肺絶対及び比重量減少

牌絶対及び比重量減少

2体 重比重■lを比重量とい う (以下同じ。)



・肝細胞鮨質空胞化 (脂肪化)
・小葉中心性肝細胞肥大

・小薬中心性肝細胞1巴大

200 ppor l){T
毒性所見なし

・肝絶対及び比重量増加

20 ppm 毒性所見なし

(2)00日 間亜急性轟LR験 (イヌ)

ビーグル大 (一群雌雄各 4匹 )を 用いたカプセル経口 (原体 :0、1、5及 び 15

mg/kg体 重′日)投 与による90日 間亜急性毒性試験が実施された。

各投与群で認められた毒性所見は表 15に示されている。

5 mgttg体重/日以上投与群の雌雄で、肝APDM活 性の有意な増加が認められ

たが、薬物代謝酵素誘導による変化であり毒性影響とは考えられなかった。

本試験において、15 mg′kg体 重/日投与群で体重増加抑制、ALP増 カロ等の明ら

かな毒性反応が認められたので、無毒性量はJl■雄とも5 mg/kg体 重′日であると

考えられた。 (参照 39)

(3)90日 間三急性神経毒性試験 (ラツト)

SDラ ット (一群雌雄各 10匹 )を 用いた、混餌 (原体 :0、500、1,500及び

3,000 ppm)投 与による90H問 亜急性毒性試験が実施された。

1,500 ppm以上投与群の雌で体重増加抑11(雄 では3,000 ppm投 与群のみ)

及び摂餌量減少が認められた。FOBで は、3,000 ppm投 与群の雄で投与第 2週

に平均後肢握力の有意な減少が認められたが、中枢、木梢及び自律神経系の組織

において関連した内眼的及び病理組織学的変化が認められず、FOBの 他のパラ

メータにも影響がなかつたことから、これは体重減少に起因する二次的な一過性

の変化であり、神経毒性の影響ではないと考えられた。

本試験において、1,500 ppm以上投与群の雌雄で体重増加抑‖J及び摂餌量減少

等が認められたので、一般毒性に関する無毒性量は雌雄で 500 ppm(雄 :289

mg/kg体 章′H、雌 :32 6 mykg体 重′日)で あると考えられた。神経毒性は認め

られなかった。 (参照 40)

11.慢 L● 性試験及び発がんL● n

(1)1年 間慢性毒性試験 (イヌ)

ビーグル大 (一群雌雄各 4匹 )を 用いたカプセル経日 (原体 :0、1、5及 び 20

mg/kg体 重/日)投 与による 1年間1曼性毒性試験が実施された。

各投与群で認められた毒性所見は表 16に 示されている。

本試験において、20 mg/kg体 重/日投与群の雌雄で体重増加抑|」、赤血球に及

ぼす影響等が認められたので、無毒性量は雌雄で 5 mg′kg体 重/日であると考え

られた。 (参照 41)

(2)2年 間慢性轟性/発がん性併合試験 (ラット〉

Wistar系 (Alpk:APfSD)ラ ット (主畔 :一群雌雄各 52匹 、衛星群 :一群雌

雄各 12匹 )を 用いた混餌 (原体 :0、20、200及 び 2,000 ppm)投 与による 2

午問慢性毒性/発がん性併合試験が実施された。

各投与群で認められた毒性所見 (非腫瘍性病変)は 表 17に示されている。

非llE瘍性病変として 200 ppm以 上投与群の雄及び 2,000 ppm投与群の雌で肝

細胞の脂肪化が顕著であった。全投与群の雄の肝臓において、投与52週 以降に

海綿状病巣 (sponglosis hepatis)が認められたが、それぞれの発生頻度に用量

相関性は認められなかった。また、200 ppm以 上投与群の雄では肝臓の変異細胞

巣合計l‐l布意に増加していた。

胆瘍性病変として、全投与群の雄で精巣間細胞肺の発生頻度が増加し(20、200

及び 2,000 ppm投与畔でそれぞれ 4/64、3/64及び 7/64)、2,000 ppm投与群で

は有意差がみられた。しかし、この有意差は対照群の発生頻り■が0で あったこと

によるものであり、いずれの投与群の発生頻度も背景データ (2′72～7764)の範

囲内であったことから、検体投与の影響ではないと判断した。

本試験において、200 ppm以 上投与群の雄及び2,000 ppm投与群の雌で肝絶

表 15 90日 間亜急性毒性試験 (イヌ)で 認められた毒性所見

投与畔 雄 J唯

15 111glkg体重ノロ AI,P増加

肝絶対及び比重量増加

月十クッパー細胞ベモジデリン

沈着

牌臓ヘモジデリン沈着

体重増加抑制

測■ 増力Π

肝絶対及び比寅量増加

肝クッパー細胞ヘモジデ リン

沈着

5 1ng/kg体重′日以下 毒性所見なし 毒性所見なし

表 16 1年 間慢性毒性試験 (イヌ)で 認められた毒性所見

投与群 雄 雌

20m♂ 咤体重′日 体重増加抑制
Hb、 Hι及びRBC:減 少
Jb減 少、AI′P及 びTG増 加

肝絶対及び比重量増カロ

肝クッパー細胞ヘモジデリン沈

着

肝血管周囲性結合4fl繊増加

鼻臓ヘモジデリン沈着
副腎皮質東状帯空胞化

体重増加抑制
Alb減少、ALP及 びTG増 加

肝絶対及び比重量増加

副腎絶対重量増力Π

月Tクッパー細胞ヘモジデリン沈

着

肝細胞脂質増加

1卑臓ヘモジデリン沈着

副腎皮質東状帯空胞化
5  m g l k g体重′日

以下

毒性所見なし 毒性所見なし

はないが毒性所見と判断し



対及び比重量増加等が認められたので、無毒性量は雄で20 ppm(105 mg/kg体

重/日)、 雌で200 ppm(127m♂ 咤 体重/H)で あると考えられた。発がん性は

認められなかつた。 (参照 42)

表 17 2年 間慢性毒性/発がん性併合試験 (ラット)で 認められた毒性所見

(非腫瘍性病変)

投与群 雄 雌

2,Ollll ppm 体重増カロ抑市1

摂餌量減少

食餌効率増カロ

Hb、 Hし、MCV及 び MCH減 少
TP増 加、TC減 少

尿量減少、尿比重増加、尿 pH低
下、尿ケトン体濃度増力‖

小葉中心性肝細胞肥大|

1卑臓ヘモジデリン沈着

肝腫大

体重増加抑制

摂餌量減少

食31効率増カロ

Hb、 Ht、 MCV及 び MCll減 少

総鉄結合能増加

Alb、TP及 び T Chol増 加

尿量減少、尿比重増加

月T絶対及び比重量増加

多数の月f変色 (d cヽolora1lon)を

伴 う肝腫大

月Tl旨肪化

小薬中心性月T細胞肥大3

肝 クッパー細胞内ヘモジデ リン沈

着

牌臓ヘモジデ リン沈着

200 ppm以 上 肝絶対及び比重量増加 §

月千変色  (dlsc010ration)

肝脂肪化

変昇肝細胞巣 (明細胞巣+好 酸性

/好 塩基性細胞巣)増 加

200 ppm以 下

毒性所見なし

20 ppm 毒性PFr見なし
ヽ｀ した。

(3)2年 同月がん性試験 (マウス)

C57BL110Jマウス (一群雌雄各 50匹 )を 用いた混餌 (原体 :0、10、50及び

200 ppm)投 与による2年間発がん性試験が実施された。

各投与群で認められた毒性所見 (非腫瘍性病変)は 表 18に示されている。

本試験において、50 ppm以上投与群の雄で小集中心性肝細胞脂肪化が、雌で

体魚増加抑制が認められたので、無毒性量は雌雄
‐
C10 ppm(雄 :121 mg/kg体

重′日、雌 :152 mg/kg体重′H)で あると考えられた。発がん性は認められなか

つた。 (参照 43)

表 18 2年 間発がん性試験 (マウス)で 認められた毒性所見

12.生 殖発生毒性試験

(1)2世 代繁殖試験 (ラット)①

Wistar系 (A]pk:APfSD)ラット (―群雄 15匹、雌 30匹 )を 用いた混餌 (原

体 ,0、60、240及び 1,000 ppm)投与による2世代繁殖試験が実施された。

各投与畔で認められた毒性所見は表 19に示されている。

本試験において、親動物では240 ppm以上投与群の雄で肝細胞脂肪化が、1,000

ppm投 与群の雌で体重増加抑制等が認められ、児動物では 1,000 ppm投与群で

生存率低下等が認められたので、一般毒性に関する無毒性量は、親動物の雄で

60 ppm(35 mgなg体 重′H)、 雌で240 ppm(144 mg/kg体重/日)、児動物で

240 ppm(雄 1135 mg/kg体重/日、雌 :144 mg/11g体重/日)で あると考えられ

た。繁殖能に対する影響は認められなかった。 (参照 44)

(非腫瘍性病変)

投与群 雄 雌

200 ppm 体重増加抑制

摂餌量減少 (1年目)

食餌効率低下

PL'r及び W13C増加

月十絶対及び比重量増加

小集中心性肝細胞肥大;

・肝絶対及び比重量増加
・小葉中心性肝細胞脂肪化

50 ppm !)l L ・小葉中心性肝細胞脂肪化t

・WllC士曽力1'

・体重増加抑市1(早 期―過性)

l { )  Dnm 毒性所見な し 毒性所見なし
い し

表19 2世代繁殖試験 (ラット)①で認められた毒性所見

投与群
親 : P、児 : F l 親 :li、 児 :「2

雄 雌 雄 雌

親

動

物

1,000 ppm 体重増力‖抑制

摂餌量減少

肝絶対及び補1に

重量増加

月千力調lJ月旨貫方化

小葉中心性肝Ill

胞肥大

体重増カロ‖1制

摂餌量減少

肝補正重量増加

肝細lla脂肪化

・肝絶対及び補正

重量増カロ

小薬中心性肝細

l●L肥大

体重増加抑制

肝絶対及び補正

重量増力1

月T細胞脂肪化

240 ppm

以 上

240 pplll以下

毒性所見なし

240 ppnl以下

毒性所見なし

・肝細胞脂肪化 240 ppm以下

毒性所見なし

60 pDm 毒性所見なし

児

動

物

1,000 ppm 生存率低下 (F、)

肝細胞脂肪化

出生児数減少

生存率低 ド (し♪

肝細胞脂肪化 (雄のみ)

出生児数減少

240 ppm

以下

毒性所見なし 毒性所見なし



(2)2世 代繁殖試験 (ラット)②
Wistarラ ット ( 群雌雄 24匹 )を 用いた混aII(原体 :0、30、80、150及び

300 ppm)投与による2世 代繁殖試験が実施された。

本試験において、親動物では 300 ppm投与群の P世 代の雌雄で月「比重量増加

が、P及 び Fl世代の雌雄 (P雄 :5例 、Fl雄 :9例 、Fl雌 :1例 )で 小葉中心性

月「細胞肥大が認められ、児動物ではいずれの投与群でも毒性所見は認められなか

ったので、一般毒性に関する無毒性量は、親動物の雌雄で 150 ppm(P雄 :102

mg/kg体重/日、P雌 :n6mg/kg体 重/H、Fl雄 :108 mg′kg体重′日、Fl雌 :

14 8 mg/kg体章/II)、児動物で本試験の最高用量 300 ppm(P雄 :20 8 mg7kg

体重/日、P雌 :239 mg/kg体重/日、Fi雄 :22 1 mg/kg体重/日、Fl雌 :245 mg/kg

体重/日)で あると考えられた。繁殖能に対する影響は認められなかった。 (参照

45)

(3)発 生毒性試験 (ラット)①

Wistar系 (Alpk:APISD)ラ ット ( 群雌 24匹 )の 妊娠 6～15日に31制経口

(原体 :0、10、50及 び 125 mg′kg体重′日、溶媒 :コーン油)投 与して、発生毒

性試験が実施された。

各投与群で認められ′た毒性所見は表 20に 示されている。

本試験において、母動物では 125 mg/kg体重/口投与畔で体重増加抑制、着床

後胚死亡率増加等が認められ、胎児では50 mg/kg体重/日以 卜投与群で骨格変異

(頸IIn、第 14肋骨)の 増加が認められたので、無毒性量は、母動物で 50 mg/kg

体重/日、胎児で 10 mgノkg体 重/Hであると考えられた。催奇形性は認められなか

った。 (参照 46)

表20 発生毒性試験 (ラット)①で認められた毒性所見

(4)発 生毒性試験 (ラット)②

Wistarラ ット (一群雌 22匹 )の 妊娠 6～20日 に強1,J経口 (原体 :0、2、5、10

及び 75 mgrkg体 重/日、溶媒 :コーンlm)投与して、発生毒性試験が実施された。

各投与群で認め皓れた毒性所見は表 21に 示されている。

本試験において、75111g/kg体重/日投与畔の母動物で体重増加抑制、着床後胚

死亡率増加等が、胎児で骨格奇形 (舌骨奇形)の 増カロ等が認められたので、無毒

性量は母動物及び胎児で 10 mg′kg体 重′Hで あると考えられた。 (参照47)

表 21 発 生毒性試験 (ラット)② で認められた毒性所見

投与群 母動物 胎 児

75 mg7kg体 重′日 体重増加抑制

摂fll量減少

着床後胚死亡率増加

骨1■奇形 (舌骨弓形態異常、

舌骨体欠損、舌骨体離断、舌

骨体屈曲)増 加

骨格変異 (舌骨体弯由、御頭

鱗骨又は頬骨の上顎骨突起

過剰骨化、頬骨弓癒合、過長

頸肋、痕跡状頸jtll、卜肢帯位

置異常、過剰肋骨)増 加

骨化遅延 (胸骨分節不完全骨

化、後肢趾骨未骨化)増 加

1(,m口/kE体 重′日以 ト 毒性所見なし 毒性所見なし

(5)発 生毒性試験 (ウサギ)

Dutchウ サギ (一群雌 18匹)の 妊娠 6～18日にカプセル経日 (原体 :0、25、

75及 び 15 1ng/kg体重/日)投 与して、発生毒性試験が実施された。

各投与群で認められた毒性所見は表 22に 示されている。

本試験において、15 mg7kg体重/日投与畔の母動物で体重増加抑制、着床後胚

死亡率増加等が、胎児で頭蓋骨の骨化遅延の増加が認められたので、無毒性量は

母動物及び胎児で 7 5 mgllkg体重′日であると考えられた。催奇形性は認められな

かつた。 (参照 48)

表 22 発 生毒性試験 (ウサギ)で 認められた毒性所見

投与群 母動物 月台児

15 mg′kg体 重′日 体重増カロ抑制 (投与期間中)☆

摂1耳量減少傾向 (投与期間中)

着床後胚死亡率増加

全胚吸収腹数増カロ

・頭蓋肯骨化遅延増加
薇

7 5 nlg7kg体重/日以下 毒性所見なし 毒性所見なし

い

13.遺 伝轟性試験

フル トリアホール原体の細菌を用いた復帰突然変異試験、マウスリンパll■細胞

を用いた遺伝子座突然変異試験、ヒト末梢血リンパ球を用いた染色体異常試験、

ラットを用いた カ ガ″染色体異常試験、マウスを用いた力 ″"小 核試験、ラッ

トを用いたカ ガ″ イく定期 DNA合 成阻害試験及びマウスを用いたカ ガ"優 性致

投与群 母動物 胎 児

125 mgttg体 重 /日 生殖器、下腹部被毛汚れ

体重増加抑制

摂fII量減少

着床後胚死亡率増加

生存胎児数減少

・低体重
・骨化遅延 (頭蓋骨部分骨化、頸

肋、胸骨分節米骨化)増 加

50 1ng/kg体重/日以上 60 mR/kg体重′日以下

毒性所見なし

・骨格変異 (頸肋、第 14り,骨)

増加

10 mg/k「体重/日 毒性所見な し



死試験が実施された。

結果は表 23に示されており、すべて陰性であつた。フル トリアホール原体に

遺伝毒性はない1)のと考えられた。 (参照 49～56)

Ⅲ 食 贔健康影響評価

参照に拳げた資料を用いて、農薬 「フル トリアホール」の食品健康影響評価を実

施した。
14cで標識されたフル トリアホールを用いたラット動物体内運命試験の結果、フ

ル トリアホールは投与後速やかに代謝され、未変化の親化合物は微量であつた。投

与されたフル トリアホールは胆汁から腸管に排泄され、その一部は再吸収され尿中

にlJF泄されると考えられた。吸収率は、尿及び糞:li排泄試験より783～ 971%で あ

ると考えられた。畜産動物 (乎L牛)体 内運命試験の結果、平L汁中の最大残留放射能

lt 0 015mglkg、 1:要代謝物は[6〕であつた。
14cで標識されたフル トリアホールを用いた植物体内運命試験の結果、大麦の穀

粒、なたね種子、りんご果実及びてんさい茎葉部では、主要成分はフル トリアホー

ル (大麦 :24～36%TRR)で あつたが、小麦の穀粒ではフル トリアホールは検出l・I

界以下であつた。大麦及び小麦の穀粒中の主要代訪j物として1111(最大 58%TRR、

0 015 mg/kg)及び【12](最大 26%TRR、 004 mg′kg)が 認められた。

フル トリアホールを分析対象とした畜産物残H試 験において飼料中濃度相当で

の投与では、いずれt 定ゝ量限界未満であつた。

フル トリアホールを分析対象化合物とした作物残留試験では、フル トリアホール

の最大残留値は、可食部では散布 28日 後の稲の穀粒に 151 mg′kg、非“∫食部では

散布 8日 後のらっかせいの乾燥茎葉に 102 mg/kg認められた。

各種毒性試験結果から、フル トリアホール投与による影響は、主に体重 (増カロ抑

ll)、肝臓 (ラット及びマウス月F細胞脂肪化及び小葉中心性肝細胞肥大、イヌ月千ヘ

モジデ リン沈着等)及 び血液 (貧血)に 認められた。

発がん性、繁殖能に刺する影響及び遺伝毒性は認められなかった。

ラットを用いた発生毒性試験において母体毒性の認められる用量で胎児に骨格

異常の増カロが認められたが、ウサギでは発生毒性l■認められなかったことから、催

奇形性はないと考えられた。

各種試験結果から、農産物及び畜産物中の暴露評価対象物質をフル トリアホール

(親化合物のみ)と 設定した。

各試験における無毒性量及び最小毒性量は表 24に 示されている。

各試験における無毒性量等

表 23 遺 伝毒性試験概要 (フル トリアホール原体)

試 験 対象 処理濃度 ・投与量 結果

力 ヵr r a

復帰突然

変異試験

SP力"οaθノ7′″′̀ノ″IIr7″″

(TA98、TA100、

TA1535、 TA1537、 TA1638

株)

16～ 5,000 μg″ レー|(+′S9) 陰性

復帰突然

変異試験

5. twhimuri,tm
(TA98,TA100,
' fA1535.TA153? * )

It'€chertchia coli
(WPz urzA &)

① :3～ 5,OIXl tt17・レート(+/S9)

② :33-5,00011g″ レート(+′S9)
陰性

遺伝子突然

変異試験

マウスL5178Y TK47

リンパ腫細胞

① :25～ 300耐 mL(S9)、

25-400 μg′mL(+S9)

② :25～300 μg/ml.(S9)
③ :200～375峡′mI,(IS9)

陰性

染色体異常

試験
ヒト末梢血リンパ球

:A1495～ 1,514 1tg/111L(S9

lB:100～ 1,25011g/1nL(S9)

IA:923～ 283μノIIIL

Glo rじcovery)(S9)

Ⅱ :914-280 μ g′luL

(■o re∞ver,(S9)

IA:283～ 865 μg′mL(+S9)

Ⅱ 1850-1.20011g′mL(+S9)

陰性

小核試験

C57B]tJマ ウス

(骨髄細胞)

(―群雌雄各 5匹 )

938及 び 150 mglkg体重(強制経

口投与)

(投与 24、48及 び 72時間後に採

取)

陰性

染色体異常

試験

Wi812・lr系 (Alpk:APISD)

ラッ ト

(骨樋細胞)

(一群雄 8匹 )

15～150 mg/kg体重 (単回強制経

口投与)
10～150 nlゴkg体重′口(5日間強

制経口投与)

陰性

不 定  期
D N A合 成

試験

Wistar系 (Npk゛ PSD)

ラッ ト

(肝細胞)

(―群雄 5匹 )

250-1,000 mg′kg体 重

(強制経口投与)
陰性

優性致死

試験

CD lマ ウス

(雄生殖細胞)

(一群雄 20匹)

25～llXl mg/kg体重′日

(投与終了 4日後に交配)
陰性

+′‐S9: 下 及

S9代謝活性系非存在 ド
+S9:代 謝活性系存在下

動物種 試験
投与量

(m副蹂体重/日)

無毒性量

(nl″■「クト重/日)

最小毒性量

(mg7k「体重/日)
備考

ラット

90日 間

亜急性

毒性試験

0、20、200 2,000 ＆

‘

雄

雌

８

リ

雄

雌

雄 :肝細胞脂肪化等

雌 :肝絶対及び比重量

増加等雄 : 0、1 4、1 3 3 、

149

雌 : 0、1 6、1 6 9 、

148



動物種 試験
投与量

(m●′kg体 重′口)

無毒性量

(m副ヒ体重ノ日)

最小毒性量

(ln「A「体重/日)
備考

90日 間

亜急性

神経毒性

試験

0  500、 1,500、

3,000

雄

雌

289

326

雄 :843

雌 :976

雄 :摂餌量減少

雌 :体重増加抑制及び

摂餌量減少

(神経毒性は認められ

ない)

雄 :0、289、843、

172

雌 :0、326、976、

18島

2年 間

慢性毒性

′

発がん性

併合試験

0、20.200、 2,000 雄

雌

105

127

雄 : 1 0 2

雌 :129
‥
加

‥

雄

増

雌

肝絶対及び比重量

体重増カロ抑制

(発がん性は認められ

ない)

雄 :0、105、 102、

103

山能 : 0、13、 127、

129

2世 代

繁殖試験

①

0、60、240、1,000 親動物

雄 :35

雌 : 1 4 4

児動物

雄 : 1 3 5

雌 : 1 4 4

親動物

雄 : 1 3 5

雌 :579

児動物

雄 :560

雌 : 5 7 9

親動物

雄 :月千細胞脂肪化

雌 :体重増加抑制

児動物

生存率低下等

(繁殖能に対する影響

は認められない)

雄 :0、35、 135、

560

雌 :0 375、 144、

579

2世代

繁殖試験

②

0、30、80、 150、

300

ppnl

親動物

P雄 : 1 0 2

PJ確 : 116

F l雄 : 1 0 8

F l雌 : 1 4 8

児動物

P雄 :208

P雌 :239

F l雄 : 2 2 1

F l 雌 : 2 4 5

親動物

P ll:208

1'雌 1239

F l 雄 : 2 2 1

Fl雌 :245

児動物 :

208以 _L

親動物

雌雄 :肝比重量増加、

小集中心性月十細胞肥大

児動物 :毒性所見なし

(繁殖能に対する影響

は認められない)

P 雄 : 0、2 0、5 5、

102、208

P 雌 : 0、2 3、6 2、

116、239

Fl雄 :0、22、57、

108、221

F l 雌 : 0、2 4、6 3、

148、245

発生毒性

試験①

0、10、50 125 母動物 :50

胎児 :10

物動

児

母

胎

母動物 :体重増加抑制

着床後胚死亡率増加等

胎/mL:骨格変異 (頸肋、

第 14肋骨)増 加

(催奇形性は認められ

ない)

動物種 試験
投与量

(mυkg体 重/日)

無毒性量

(m副“ 体重′日)

最小毒性量
(mglk質体重/日)

備考

発生毒性
試験②

0、2、5、10、75 母動物 :10

胎児 :10

母動物 :75

胎児 :75

母動物 :体重増加抑制、

着床後胚死亡率増加等

胎児 :骨格奇形 (舌骨

奇形)増 加等

マウス

2年 間

発がん性

試験

0、 10、 50、 200 雄

雌

121

152

雄

雌

6 0 1

742

雄 :小集中心性肝細胞

月旨Л方化

雌 1体重増力「抑制

(発がん性は認められ

ない)

雄 :0、121、601、

249

雌 :0、152 742、

304

ウサギ

発生毒性

試験

0、25、75、 15 母動物

胎児 :75

母動物

「u・児 :15

母動物 :体重増加抑制、

着床後胚死亡率増加等

胎児 :頭蓋骨骨化遅延

増力Π

(催奇形性は認められ

ない)

イ ヌ 90 日間

亜急性

毒性試験

0、1、5、15 雄

雌

雄

雌
雌雄 :肝絶対及び比重

量増加等

1年 間

慢性毒性

試験

0、 1、 5、 20 雄 5

雌 15

雄

雌 :20
雌雄 :体重増加抑制等

食品安全委員会農薬は、各試験で得られた無毒性量のうち最小値がラットを用い

た 2年 間慢性毒性′発がん性併合試験の 105 mg/kg体 重′日であつたことから、こ

れを根拠として、安全係数 100で 除した 001 mg/kg体 重/日を一日摂取許容量

(ADI)と 設定した。

AD1            001 mgよ g体 国 日

(ADI設 定根拠資料) 慢 性毒性/発がん性併合試験

(動物種)      ラ ット

(期間)       2年 間

(投与方法)     混 III

(無毒性量)     105 mg/kg体 重/日        _

(安全係数)     100

暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しをイiう際に確認す

ることとする。
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く別紙 1:代 謝物′分解物略称> く別紙 2:検 査1直等略称>

略称 名 称

al 有効成分量 (active ingcdient)

赳 b アルプミン

ALP アルカリフォスファターゼ

APDⅣ I アミノピリンーN― デメチラーゼ

Cmax 最高濃度

FOB 機能観察総合評価

H b ヘモグロビン (血色素量)

H t ヘマ トクリット値

LC5。 半数政死濃度

LD50 半数致死量

MCH 平均赤llL球ヘモグロビン量

MCHC 平均赤血球血色素濃度

MCV 平均赤血球容積

PHI 最終使用から収横までの日数

PLT 血小板数

RBC 赤血球数

T12 消失半減期

TAR 総投与 (処理)放 射能

T Chol t #=  vA7  v - / v
TG トリグリセリド

TP 総蛋白質

TRR 総残留放射能

WBC 白血球数

記号 名称 化学名

M3

l ' ( 2 ' 2  t v ' t e  ' 4 ,5 - (ab ) ' )  Y  F  u+ . / - - /  t  p  ̂ * t
'2 '6-r :Lr) ' t '<4'7 )v*11 7 '  =/v)-2-(7,2,4 l - t7/
*)v-L-.1 )v) r.F ,/ -)v.

M6

1ヽ2A

(R, R)-L-e.z )v)  t t 'A,s.Grans)- tY Fp * '2. ' t  )  r t
' \++/-2.6. t r . : . / ) -L-(4-z tv* v z , .=tv) .2 ' (1.2.4 |
\ 7 '/ - tv.t.4 tv) r., ) - )v

M5

1ヽ 2 B

(S,S)‐1‐(2‐フルオロ‐4,5‐に“″0・ジヒドロキシ‐シクロ

ヘキサ‐2‐6‐ジエン)‐1‐(4‐フルオロフェニル)‐2‐(1,2,4ト

リアプール・1・イル)エ タノール

M3の マイナー

コンポーネント

1(2フ ルオロフェニル)1(4フ ルオロフェニル)エ ク

ン 1,2・ジオール グルクロニ ド

M15・

M lD

1(2フ ルオ ロ 4‐ヒ ドロキシ・5・メ トキ ンフェニー

ル)‐1(4‐フルオロフェニル)・2・(1,2,4‐トリアプール‐1‐

イル)エ タノール

M15

〔ヽlB

1‐(2フルオロ‐4ヒ ドロキンフェニール)1- ( 4‐フルオロ

フェニル)・2‐(1, 2 , 4トリアゾール 1イ ル)エ タノール

1ヽ18
1‐(2‐フルオロフェニル)1( 4・フルオロフェニル)エ タ

ン‐1,2・ジオール

M2C

1(2‐フルオロ‐3,4‐(cis)‐ジヒドロキシ‐シクロヘキサ
‐26‐ジエン)・1・(4‐フルオロフェニル)2(1,2,4トリアゾ
ール・1・イル)エ タノール

M8 N08及 びN09の グルクロン酸抱合体混合物

R5a

L'(2' 7 )v )' u 7 :L = tv)'l '(A' 2 )v t F 7 t =

tv) -2 ' (1 ,2 ,4 ' I  t )  7 / * )v . l '4  /v )  :L '  )  - 'v  l  '
= i/ l:'

1111 トリアゾールアラエン (TA)

112】 トリアプール酢酸 (TAAl

113】 C6 アル トリアホール脱フッ素体
☆14,5位 は確定し′ていない。  一 :名 称位 は



く別紙 3:作 物残留試験成績> IF物わ
[分析部位]
実施年度 岬山 謙瑕

嗽
０

Ｈ

日

Ｐ

＜ 残留値 価glkJ

喧圏叫
29- 3 1SC 1 3

く001

く001

く001

く001

りんご
〔果実l
2003年

30～ 32SC 1 3
002

003

り■vこ

瞑 実]
2004年

29^‐30SC 1 3 002

りん ご

[果実]
2004年

20^-32SC 1 3

りんこ

[果実]
2004年

27-32SC 1 3 く001

唯］”
31-35SC 1 3 く001

りんこ

[果実]
2004年

29-30Sじ 1 3

りんこ

I果実j
2005年

30～ 31Sじ 1 3

唯囲呻
20～ 30SC 1 3

リスンこ

[果実1
2006年

48^´49SC 1 6

りんこ
〔果実1
2006年

47～ 50SC 1 6

りんこ

1果実]
20m年

48～ 50SC 1 6

りんこ
[果実]
2006年

48～ 49SC 1 6

りんご
I果実〕
2006年

48-49SC 1 6

48-49SC 1 5

iF物名
[分析部位]
実施年度 岬̈

試験
同場数

嗽
①

Ｈ

日

Ｐ

＜ 残留値 “g/kg)

りんご
[果実l
2003年

31-35SC 1 3
28 002

002

りんご
[果実1
2003年

29ヽ́ 31SC 1 3

002

く001

く001

く001

りんご
[果実1
2003年

29-31SC : 3

く001

く001

りんご

〔果実1
2003年

30ヽ 31SC 1 3
002

003

りんご
〔果実]
2004年

31^-32SC 1 3

りんこ
〔果実1
2004年

31-32SC 1 3

りんこ

〔果実〕
"04年

29-31SC 1 3

喧圏̈
30-31SC 1 3 く001

りんこ
[果実1
2004年

30-31SC 1 3

りんご

〔果実】
2003年

31-32SC 1 3

く001

く001

く001

りんご

〔果実】
2003年

1 3

く001

く001

く001

く001



作物名
[分析音い同
実施年度 雌山

謙噛
嗽
①

Ｈ

日

Ｐ

く 残留値 lmg′kg)

りんご

l果実]
2006年

48-50SC 1

りんご

〔果実、果汁、

搾 り/ 1すヽl
2006イ11

49-50SC 1

果実 : 006

呆実 :008

果汁 004

搾 りかす (wet)

搾 りかt  (drv)

49‐ 98SC 1 6

呆実 :01 1

果実 :01 1

果,「:005

搾りかす (wet)
搾りかす  (drv)

りんご

[果実l
2006年

49-50SC 1 6

りえ′ご

〔果実〕
2006イ|:

48-50SC 1 6

りん ご

1果実]
2006年

49^´50SC 1 6

りんご

〔果実]
2006年

48-50SC 1 CD

49-50SC 1 5

14

りん ご

【果実】
2006年

49- 51SC 1 6

りんご

[果実]
2001i年

49-52SC 1 6 14

りんご

[果実l
2006年

47-48SC 1 6

りんご

〔果実]
2006年

48-49SC 1 6

009

1 5

りん ご

I果実l
2006`|:

48‐ 49SC 1 6

48^‐99SC 1 6 14

[分析部位] 岨山 諏瞬
嗽
０

Ｈ‐
Ｄ

Ｐ

＜ 残留値 (mglkgl

ボ どう

〔果実]
2003年

77～ 80SC 1 2 く001

く001

ぶどう
〔果実]
2003年

75SC 1 2

ぶ どう
「果実l
2003年

73^‐76SC 1 2

008

ぶどう
[果実]
2003年

72～ 75SC 1 2

ふどう
:果実l
20044千

76～ 80SC 1 2

ふどつ
[果実]
2004年

79-83SC 1 2

ふどう
[果実】
2004年

75-77SC 1 2 く001

ぶどう
[果実〕
2004年

77～ 80SC 1 2

ぶ どう
[果実1
2004年

74-75SC 1 2 002

ぶどう
I呆刻
2003年

74-77SC 1

ぶどう
〔果実]
2003年

73～ 76SC 1

“口蝉
76-82SC 1 002

ぶ どう
[果実]
20034千

72-75SC 1

002

く001

く001

ぶどう
[果実]
2004`手

77～ 80SC 1
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作物名
[分析部位]
実施年度 雌̈ 識轍

嗽
０

I ' I  I I

(日 )
残留値 (mg7kg)

“囲叫
72^‐75SC 1 2 002

“囲”
72～ 76SC l 2

一口叫
73ヽ 74SC 1 2 く001

“囲”
75-79SC 1 2 く001

一口̈
74-77SC 1 2

ふ どう
1果実]
2006年

71-75SC 1 2

“圏̈
123SC 1 7

039、  040

21

28

045、 041

038、 027

ふ ど ,
1呆実]

2007年

1 28SC 1 7 039、  022

ふ どう
〔果実〕
2007年

1 7 034、  028

”圏̈
123SC 1 7 021、  021

“囲”
1 7 02]、

“囲̈
128SC 1 7 044、  026

”囲叫
128SC 1 7 015、 008

ふ ど,
[果実、千 し
ぶどう、レー

ズン、果,1
2007年

256SC 1 7

果実 :0 4 5、0 3 4
千 しぶどう 14 2、0 7 9
レーズン :1 1 3、1 0 4
舅ξ71 :026、 024

”囲岬
1 7 027、 022

256SC 1 7 14

作物名

[分析部位 ]
実施年度

使用量
(g ailha) 諏嗽

雌
０

Ｈ

日

Ｐ

＜ 残留値 “ g/kg)

“囲叫
128Sじ 1 7 033、 027

ぶどう
〔果実l
2007年

128SC 1 7

041、 033

034、 031

036、 032

“囲”
123SC 1 7 089、

“囲”
123SC 1 7

”囲̈
128SC 1 7 030、  027

バナナ
[全果、果肉]

2008年
122～ 127SC 1 8

く無袋 >
全果 :0 1 0
果肉 :0 0 5
く有袋 >

全果 :004
果肉 :o o6

バナナ
[全果、果肉l

2008年
122-123SC 1 8 0

＞

Ю

Ю

＞

Ю

Ю

中『果肉‥０中］̈

バナナ
l全果、果肉]

2008年
126-127SC 1 8

く無袋、全果 >

017

3 008

008

7

10

く無袋、果肉 >

007

3

5

7

0
(有袋、全果 )

005

3

5

7 002



作 l ●/ J 名

[分析部位]
実施年l■

量

ｈ

酬

酬
試験
圃場数 瞳

０
Ⅲ
Ｄ

Ｐ

く 残留値 (mgrk」

0
く有袋、果肉>

003

3

5

7

バリ
‐
ナ

〔全果、果内l
20084■

122-127SC 1 8 0

く無袋 >

全果 :017
果内 1005
く有袋>

全果 :002
果肉 : 0 0 1

バナナ
[全果、果内]

2008年
126-1 27SC 1 8 0

く無袋 >
全果 :008
果内 :007
<有 袋 >

全果 :002
果内 :く00 1

バナナ
I全果、果肉l

2008年
121^‐]22SC 1 8

0
く無袋、金呆 >

014

3

5

7

く無袋、呆円>

003

003

004

7

く001

く有袋、今果 >
く001

く001

5 002

7

く有袋、果肉>
く001

3 く001

5 く001

7 く001

10 く001

作物名
[分析部位]
実柿年庁

使用量
(g  a i l h a ) 謙］

嗽
①

Ⅲ
Ｄ

Ｐ
＜ 残留値 (mglk"

バナナ
l全果、果肉〕

2008年
1 22SC 1 8 0

く無袋 >

全果 1007

呆 1肉:005
く有袋 >

全果 :く001

果肉 :くo  o l

バナナ
「全果、果内]

2008年
121-122SC 1 8 0

く無袋 >
全果 :0 0 7

果肉 :0 0 9
く有袋>

全呆 10 0 1
果肉 :く00 1

バナナ
[全果、果肉l

2008年
123～ 13の じ 1 8 0

く無袋 >

全果 : 0 1 0

果内 :008
く有袋>

全果 :004
果1肉:004

ノ`り
｀
り
‐

t全果、果肉]
2003年

124- 126SC 1

く無袋 >
令果 :001

呆肉 :く001
く有袋 >

全呆 :く001
果肉 :く001

バナナ

l全果、果内〕
2008年

124-126SC 1 0

く無袋>
全果 :o o2
果内 :002
く有袋 >

全果 :くo ol
果内 :くo01

バナナ
[全果、果内l

2008年
124-1 26SC 1 0

く無袋 >
全果 1002

果 1人|:O o4
く有袋 >

全果 :く001
果肉 :くo ol

大 旦

[乾燥子実〕
"02年

125SC 1 く005

25("C 1

大 ユ

[乾燥子実]
2002年

1 く005

25の C 1

大 豆

[乾燥子実〕
2002年

125,C 1 く005

250SC 1 2

大豆
l乾燥子実]
2005年

613～ 123SC 1 3 005、 004

613-123SC 1 2

61 3SC 1 3 005、 005

61 3SC 1 2 002、 002



作物名
[分析部位]
実施年度 雌鋤

試験
回場数 嗽

①
PHl
(日)

残留値 “ gttgl

大 豆

[乾燥子実]
2005年

613-123SC
1 3 004、  004

1 2

大豆
〔乾燥子実l
2005年

613-123SC

1 3 006、  005

1

大 ユ

[乾燥子実〕
2000年

613^´ 1 23SC
1 019、  014

1

大 豆

[乾燥子実1
2005年

613^‐ 123SC
1 020、 019

1

フヾ∫ι
[乾燥子実l
2005年

613-123SC
1

1

大豆
[乾燥子実〕
2005年

613-123SC
1

1

大す

1乾燥子実]
2́005年

613´ ンヽ123SC
1 001、  001

1 2

61 3SC
1 002、  002

1 く001、 く001

人 塁

[乾燥子実]
200541ヨ

61 3-123SC
1 013、  009

1

大豆
〔乾燥子実l
2005年

613-123SC
1

く001、
く001、

ｍ
ｍ

1

大 百

1乾燥子実〕
2005年

613～ 123SC
1 3 002、  003

1 2

大 豆

[乾燥子実]
2005年

613～ 123SC
1 3 く001、 002

1 2

大 ユ

[乾燥子実]
"05年

613-123SC
1 3 21 004、  005

1 2

大豆
[乾燥子実]
2005年

613-123SC
1 3 20 006、  く001

1 2 20

大豆
[乾燥子実]
20%年

613´ V123Sじ
1 3 002、  002

1 2

人 立

t乾燥了実]
2005`■

G13-123SC
1 3 003、  002

1 2

作物名
[分析部位]
実施年度 雌山

蔽萌
回数
(回)

P H I

(日)
残留値 lmgたg)

大豆
比 燥了実l
2005年

613～ 123SC
1 3 007、  007

1 2

61 3SC
1 3 006、  008

1 2 002、  0∝

大豆

[乾燥子実1
2005年

613～ 123SC

1 3 23 008、  005

1 2

大豆
〔乾燥千実]
2005年

613-12か じ
1 3 008、  009

1 2

大 豆

〔乾燥子実l
2005年

ti1 3～123SC
1 3

1 2

人 ユ

[乾燥子実]
2005年

613～ 123SC
1 3 030、  031

1

大豆
〔乾燥子実]
2005年

613-123SC

1

007、 007

008、 008

1
”
８

大豆
[乾燥子実〕
別05年

613^-123SC

1

006、  008

009、  006

1
21^―
2 8

大豆
I乾燥子実、
AGF前 軋燥
子実、粗挽
粉、殻、精製
油、AGF]
2005年

61 3SC 1
乾燥子実 :0 0 5、 0 0 5

A G F前 乾燥子実 :0 0 7

306～ 61 3SC 1 3

乾燥子冥 :028
乾燥子実 :030、 029
111挽粉 :040、 038

殻 1034、 021
精製油 :0 3 8  0 3 6
AGF:く 050、 KfJ 50

大 立

陽 燥子実]
2005年

613-123SC 1 3

306-61 3SC 1 3

らつかせい

[乾燥子実、
乾燥茎葉]
2007年

128SC 1 5 7
乾燥子実 :001、001
乾燥茎葉 :451、412

らつかせい

I乾燥子実、
乾燥茎葉〕
2007年

128SC 1 5 7
乾燥子実 :く001、● 01
乾燥茎葉 :328、299

らつかせい

[乾燥子実、
乾燥茎菓]
2007年

1 5
乾燥子実 :004、004
乾燥茎葉 :102、749



作物壻
[う)〃子FトイiL]

実施年度

使用量
(g ailha)

試験
固場数

嗽
０

PHl

(日)
残留lly(Inglkg)

らつかせい

l乾燥 r実、
乾燥茎葉!
2007年

128SC 1 5
乾燥子実 :004、  004

乾燥茎葉 :650、  882

らっかせい

I乾燥子実、
乾燥茎葉]
2007年

128Sじ 1 5 7
乾燥子芙 :004、  003
乾燥革糞 :810、 (,58

128SC 1 5

乾燥子実 :004、 002

14 002、 002

002、 002

002、 002

乾燥茎葉 :807、  753

905、 879

241、  123

224、  126

らつかせい

I乾燥子実、
乾燥茎葉〕
2 ( ) 0 7年

1 7
乾燥子実 :003、 002
乾燥茎葉 :155、 178

らつかせい

1乾燥子実、
乾燥茎葉]
2007年

128SC 1 5 7
乾燥子実 :002、 002
乾燥茎葉 :201、 315

らつかせい

I乾燥子実
乾燥茎葉l
2007年

128SC 1 7
乾燥子実 1001、001
乾燥茎葉 1243、 183

らつかt■い

I乾燥子実、
乾燥茎葉、粗
びき粉、精製

油]
2007年

123SC 1 6
花燥子実 :002、 (102
乾燥菜葉 :203、  199

640SC 1 6

乾燥子実 :019、 019
1■びき粉 :010、 020
精製油 :025、 027

らつかせい

[乾燥子実、
乾燥茎葉]
2007年

1 7
乾燥子実 :く001、 く001
乾燥=葉 :085、 063

1 7

らっかせい
〔乾燥子実、
乾燥茎薬]
2007年

128SC 1

8 乾燥子実 :007、  005

004、  007

009、  007

006、  006

8 乾燥茎某 :115、 175

075、  1 11

041、  044

073、 091

lT物 名

[分析部位]
実施年度

量
ｈａ朗

脚
試験
圃場数

回数
(回)

PHI

( 日)
残留値 (mg′kg)

らつかせい

1乾燥子実、
乾燥茎葉]
20071F

128SC 1 7
乾燥子実 i002、 002
乾燥茎業 ;266、 226

lsl
2003 ts

250-688SC 1

く005

く005

500～ 1380SC 1 3

006

006

ttrl
2003 fr.

250～ 688SC 1 3 く006

500～ 1380SC 1 3 く005

コーヒー

〔豆]
2003年

250～ 688SC 1 3 く005

500～ 1380SC 1 3 く005

コー ヒ ー

〔豆]
2003年

250～ 688Sじ 1 3 く005

500～ 1380SC 1 3 く005

稲囲”
182～ 195SC 1 2 28 074

稲囲岬
182-201SC 1 2 28 106

稲開岬
174-204SC 1 2 151

布首

l穀粒〕
2005年

181-190SC 1 2 132

′‐ヽ麦い粒、ゎら‐叫
125SC 1 2

7 全植物 :042

全植物 :035

全植物 1022

全植物 1017

粒

ら

毅

わ
002
0 4 1

小麦

[全植物、穀
粒、わら]
2002年

123～ 125SC 1 2

7 全植物 1053

全植物 1036

全植物 1024

全植物 i016

004
044

狂
ら

穀
わ



1乍物 名

[分析部位]
実施年度 帷動

試験
圃場数 瞳

０
PIH

(日)
残留値 lmglkg)

小麦
【全植物、穀
粒、わら1
2002年

122～ 124SC 1 2

全植物 i034

全植物 i027

全植物 :018

肺
鴻

:く001
:044

肺
鴻

● 0 1
:035

小麦
I全植物、穂、
茎、穀粒、わ

ら]
2002年

121～ 125SC 1 2

全植物 :042

全植物 :028

全植物 ;022

全植物 :016

全植物 :013

56
穂
茎

86
穀粒 :く0003
オ)ら :0 3 6

穀
―桟は̈

蝉
124-125SC 1 2

42 徳 :032

茎 :042

穀粒 :002

わら :■43

小麦
【徳、茎、穀
粒、わら]
2003年

123SC 1 2

穂 :014

茎 :028

穀粒 :001

わら :048

小麦
【穂、茎、穀
粒、わら]
2003年

124-125SC 1 2

穂 :035

茎 :036

穀粒 :002

わら :240

小麦
I穂、茎、穀
粒、わらl
2003年

120-126SC 1

穂 : 0 3 1

茎 :002

穀粒 :く001

わら :028

小表
〔全植物、穀
粒、わら1
2002年

125SC 1

7 全植物 :042

全植物 :015

全植物 1014

全植物 :010

粒
ら

穀
わ

作物名

[分析部位]
実施年度 雌帥

議峨
峨
０

PHl

( 日)
残留値 (mglkg)

小麦
〔全植物、穀
粒、わら]
20024F

125SC 1 2

7 全植物 :039

全植物 :021

全植物 :010

全植物 :012

獅
協

: く001
:035

小麦
〔全植物、穀
粒、わら〕
2002`手

124～ 125SC 1 2

7 全植物 :177

全植物 :082

全植物 i056

紅

ら

段

わ

段粒 :● 01
わら1086

小麦
[全植物、穀
粒、わら]
2002年

125～ 126SC 1 2

7 全植物 :074

全植物 1048

全植物 1046

粒

ら

殷

わ

謝
秘

く001
:049

小麦
殿 粒、わら,

2003年
124-130SC 1 2

粒
ら

穀
わ

ノl ,ヽ 漬(

〔穀粒、わら〕
2003年

126SC 1 2
穀粒 :002
1,ら :408

7 1 ヽ
麦

I穀粒、わら1
2003年

125～ 126SC 1 2
粒
ら

穀
わ

小麦
臓 粒、わらl

2003年
124-127SC 1 2 鰤

鴻
:(010
: 1 4 1

トマ ト
[果実l
2003年

174-179SC 1 3

3

7

トマ ト
[果実】
2003年

17お̂ ‐176SC 1 3

3

7

46



[分析.tl位]
使用量
(g ai′ha)

試験
圃場数

嗽
０

Ｈ

日

Ｐ

＜ 残留値 (mglkg)

トマ ト
I果実〕
2003年

175-178SC 1 3

3

7 0 ∞

14

21

トマト
〔果実]
2003年

176～ 180SC 1 3

3

ピーマン

1果実〕
2003年

123～ 12(,SC 1 3

3 011

7 011

ヒ
'・―ヽ′レ́

1果実l
2003年

143-146SC 1

3

7

14

ピーマン
I呆実〕
2003年

135～ 141SC 1 3

3 026

7

009

ピーマン

[果実〕
2003年

176-179SC 3

3

7 031

ピーマン

[果実、保存]
2004年

185～ 187SC 1 3

3
芙

存

果

保
019
014

7
夫

存

呆

保

ピーマン

I果実、保祠
2004年

184-189SC 1 3

3
呆実
保存

7
夫

存

果

保
019
015

ピーマン

1果実、保司
2004年

188～ 19 1SC 1 3

3
果芙
保存

7
果実
保存

[分析部位] 雌山
試験
圃場数

嗽
０

P l l l

(日)
残留値 (mg′kg)

ピーマン

[果実、保存]
2 0 0 4年

181-190SC 1 3

果 実

保存
米美 :028

保存 : 0 1 6
メロン

1果実l
2004年

255ヽ 265SC 1 3

メロン

[果実]
2004年

237～ 26い C
1 3

メロン

陳 実]
2004年

233～ 257SC 1 3

メロン

[果実l
2004年

252～ 26 1SC 1 3

采種
〔種子〕
2005年

123-131SC 1 2

菜種
【種子〕
2005年

127‐ 138SC 1 2

来種
I種子]
2005年

124-129ド じ 1 2

粟種

[種子]
20054■

129-131SC 1 2

来檀

[種子l
200・5 「́

132～ 134SC 1 2

菜種
〔種子]
2005年

117-132SC 1 2

来種

I種子1
2007年

126～ 127Sじ 1 17

粟 租

I種子〕
2006年

126-135SC 1 23 004

来種

I種イl
2006年

137SC 1 2 008

来植
[種子]

2006年
121- 136SC 1

菜植

[種子]
2006年

130～ 131SC 1

菜梅
[種子]

2006年
126-134SC 1 2
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48フ ル トリアホール原体のウサギにおける催奇形性試験 (GLP対 応):ICI中 央毒

性学研究所 (英国)、 1982年、未公表

49細 菌を用いる復帰突然変異原性試験 (GLP対 応):ICI II:央毒性学研究所 (英国)、

1988年、未公表

50細 菌を用いる復帰突然変異試験 (GLP対 応):RCC‐ CCR(ド イツ国)、2006年 、

未公表

51ヒ トリンパ球による力 ″わ 染色体異常試験 (GLP対 応):RCC‐ CCR(ド イツ

国)、 2007年 、未公表

52げ っ歯類骨髄細胞を用いる染色体異常試験 (GLP対 応):ICI中 央毒性学研究所

(英国)、 1982年、未公表

53マ ウスを用いた小核試験 (GLP対 応):ICI中 央毒性学研究所 (英国)、1986年、

未公表

54マ ウスリンパ腫細胞 L51784Yの thimidine kina●e(TЮ遺伝子座突然変異試験

(GLP対 応)、 2006年 、未公表

55ラ ット肝細llSにおける不定期 DNA合 成誘発性の評価 力 7J"試 験 (GLP対 応):

ICI中央毒性学研究所 (英国)、 1987年、未公表

56マ ウス雄生殖Al胞を用いる優性致死試験 (GLP対 応):IC1 11央毒性学研究所 (英

国)、 1982年、未公表

57国 民栄養の現状―平成 10年国民栄養調査結果―:健康 ・栄養情報研究会編、2KX10



フル トリアホールの食品健康影響屏価に関する審■結果 (案)

についての御意見 ・情報の諄彙伯果について

1 実 施期間 平 成24年 1月 19日 ～平成24年 2月 17日

2 提 出方法 イ ンターネット、ファックス、郵送

3  提 日1状況 6通

4 コ メン トの概要及びそれに対す る農薬専門調査会の回答

速やかな基準値改正をお願い致します。

又、フル トリアホール以外に、コーヒー生すの原産国 ・輸

入国 (EUや米国等)と 日本の残留農薬基準値が乖離している

農薬についても、フル トリアホール同様に、貿易の円滑化を

図るため、基準値の見直しをご検討お願い致します。

【意見31

(1)農 薬評価書 fフル トリアホールJ(案 )に ついて異議あ

りません。

(2)コ ーヒー生豆のプラジルの当該農薬の残留基準値は

0 05ppmで、現在の日本の残留基準値は0 01ppmです。プラ

ジルから輸入する場合、輸出サンプルを検査し、基準値以下

のものを輸入しても日本輸入前の検査等で残留農薬基準値を

超過することがあり輸入する際の問題の一つになつておりま

す。本案の.4T価書を速やかに厚生労働省に通知頂き、速やか

な基準値改正を望みます。

(3)コ ーヒー豆の原産国と日本の残留農薬基準値が乖離し

ている他の農薬についても、フル トリアホール同様に、基準

値の見直しを検討して頂きたくお願い致します。

【意見4】

(1)農 薬評価書 「フル トリアホールJ(案 )に ついて異議は

ない。

(2)コ ーヒー生豆のプラジルの当該農薬の残留基準値は

0 05ppm、現在の日本の残留基準値は0 01ppm。プラジルから

輸入する場合、事前サンプル検査を実施し、輸入 しても日本

輸入前の自主検査や検疫所でのモニタリング検査で残留農薬

基準値を超過することがあり輸入の支障となっている。又、

EUの 当該農薬の残留基準値も0 05ppmであり、EUか らの買い

付けの支障にもなつている。よつて、速やかな残留基準値の

変更を望む。

(3)コ ーヒー豆の原産国 ・輸入国 (EUや米国等)と 日本の

残留農薬基準値が乖離している他の農薬についても、フル ト

リアホール同様に、国際的整合性を持たせ貿易の円滑化を図

るため、基準値の見直しを検討をお願いしたい.

【意見 5】

1 当 該農薬評価書 (案)に ついて異議ありません。速やか

な対応を希望します。

≪速やかに進めて頂きたい背景》

(1)プ ラジルと日本のコーヒー生豆の当該農薬の残留基準

値が異なります (プラジル :0 05ppm、日本 0 01ppm)。

御意見 ・情報の概要 専門調査会の回答

【意見 11

1月 19日に意見募集された農薬評価書「フル トリアホール」

(案)に ついて異議ありません。

LI界最大のコーヒー生豆輸出国であるプラジルの残留農薬

基準値は 0 05ppmで、日本の残留農薬基準値は 0 01ppmであ

るため、日本がプラジルから輸入する場合、輸出サンプル検

査をクリアした1)のを輸入しても日本の港頭における自主検

査及び検疫所でのモニタリング検査で残留農薬基準値を超え

ることがあり、大変輸入に苫慮しています。また、近年、コ

ーヒー生豆の取引はじじのようなコーヒー生豆在庫の大きな

地域からなされることがあり、EUの残留農薬基準値がプラジ

ル国と同じ0 05ppmであるため、EUか らの買い付けの支障に

もなつております。本案の評価書を速やかに厚生労働省に通

知されることをお願いいたします。

なお、コーヒー豆の原産国及び輸入国であるEUや米国等と

日本の残留農薬基準値が乖離 している他の農薬についても、

フル トリアホール同様に、国際的整合性を持たせ貿易の円滑

化を図るため、基準イ直の見直しを検討して頂きたくお願い中

し上げます。

:意見2】

今回の農薬ET価書 「フル トリアホールJに ついて異議あり

ません。

コーヒー生豆のフル トリアホールの現在の残留基準値は、

プラジル 0 05ppm.EU0 05ppm、日本 0 01ppmです。この残留

基準値の乖離のために、プラジルや EU力 `らの買付の支障に

なつております。

よつて、本案の評価書を速やかにF―生労働省に通知頂き、

【回答】

いただいたご意見はリスク

管理に関するものと考えられ

ることから、リスク管理機関で

ある厚生労働省にお伝えしま

す。



プラジルから輸入する場合、輸出サンプルを検査し、基準値

以下のものを輸入しても日本輸入前の自主検査等で残留農薬

基準値が超えることがあり問題になつている。

(2)ま た、EUの当譲農嘉の残留基準値がプラジルと同じ

005,p■であるため、EUからの買い付けの支障にもなつてお

ります。    .

2当 該農薬の様にコーヒー豆の原産口及び EU等の輸入国と

日本の残留農薬基準値が乖離している他の農薬についても、

基準値の見直し検討して頂きたくお願い致します。

:意見0】

農薬評価書 rフルトリアホール」(案)に ついて異臓ありま

せん。

本案の評傾書を速やかに厚生労働省に通知頂きたくお願い

致します (コーヒー生豆のフル トリアホールの残留基準値 ;

プラジル0.05ppm、Eu1 05pp●、日本0 01ppm→残留基準値の

乖離のために、プラジルやEUか らの買付の支障になつてい

ます)。

又、コーヒー生豆の輸入口 (EUや米国含む)・原産国と日

本の残留晨薬基準値が離れている当該農薬以外の農薬につい

ても、基準値の見直しを希望します。



フェントエー ト (案)

今般の残留基準の検討については、農薬取締法に基づく適用拡大中請に伴 う基準値設

定依頼が農林水産省からなされたことに伴い、食:デ1中の農薬等のポジティプリス ト制度

導入時に新たに設定された基準値 (いわゆる暫定基準)の 見直しを含め、食品安全委員

会において食品健康影響評価がなされたことを踏まえ、農薬 ・動物用医薬品部会におい

て審議を行い、以下の報告を取 りまとめる1)のである。

1 概 要

(1)品 目名 :フ ェン トエー ト[Phenthoate(lSO)]

(2)用 途 :殺虫剤

有機 リン系殺虫剤である。作用機構は、アセチルコリンエステラーゼ活性を阻害する

ことにより殺虫活性を発揮するものと考えられている。

(3)化 学名 :

,α ―ethoxycarbonylbenzyl α αdinlethyl phosphorodithioato(lUPAC)

ethyl α―[(dimetlloxyphOsphinothioyl)thio]benzenoacetatc (CAS)

(4)構 造式及び物性

2 適 用の範囲及び使用方法

本剤の適用の範囲及び使用方法は以下のとおり。

ll・物名となっているものについては、今回農薬取締法(昭和 23年法律第 82号)に基づ

く適用拡大申請がなされたものを示している。

分子式

分子量

水溶解度

分配係数

CttH1704PS2

320 4

10 29 ng/L (2013)

logloPOw=3517(カ ラム温度 40℃)

(1)20%フ ェン トエー ト粉剤

作物名 適用病害虫名 使用量 使用時期
本剤の

tL用回数
使用方法

フェントエート

を含む

晨薬の総

使用回数

稲

ニカメイチュウ第 1世代 3kg/1oa

収穫 7日 前まで

2回 以内

散布

2回 以内

劫メイチュウ第 2世代 4kg/10a

サンカメイチュウ第 3世代 4 5kg/10a

ツマク
・ロヨコハ イ

ヒメトヒ
・
ウンカ

セシ
・
ロウンカ

イネツ
｀
ウムシ成虫

アフ
｀
ラムシ奏頁

3-4kg/10a

イネハモク
・
リハ
・エ

イネセメハモク
・
リハ`エ

イネト
・
ロオイムシ

3kg/10a

フタオt・コヤが

カメムン類
4kg/10a

キャベ ツ

アオムシ

ヨナカ
゛

アフ
・
ラムシ類

ハスモンヨトウ
3kg/10a

収穫 14日前まで
カリフラワー

a u y = t ) * 収稽 30日 前まで

はくさし 収穫21日 前まで 3回 以内 3回 以内

だいこん

かぶ
収穫 30日 前まで

2回 以内 2回 以内

レタス ′メモンヨリ 収穫 21日 前まで

かん しょ ヒルカ
.オハモタ

・
リカ
・

収穫 7日 前まで 4回 以内 4回 以内

ばれい しょ t\Alr1l, 収穫 14日前まで 2回 以内 2回 以内

さといも

収穫 7日 前まで

1 回 1回

だいず

ハスモンコトウ
マメシンクイカ

' 4kg/10a
2回 以内 2回 以内

シロイチモン
・
マタ

・
ラメイカ 3～4kg/1oa

モモノコ
゛
マタ

'ラ
ノメイカ

・
4-6kg/10a 収穫 14日 前まで 4回 以内 4回 以内

茶
チャト

・
クカ

'
4k彙/10a 最終摘採後から

冬期まで
2回 以内 2回 以内ll r+'/^1+ 6kg/10a

小 麦

リトビウンカ

アフ
・
ラムシ妻百

ムキ
・
アカタマハ

｀
エ

ムキ
・
夕
'ニ

3kg/10a 収穫 7日 前まで 4回 以内 4回以内(メーカー提出資料より)



(2)30%フ ェントエー ト粉却l

作物名 適用病害虫名 使用量 使用時期
本剤の

使用回数
使用方法

フェントエートを

含む

農薬の総

使用回数

稲

ニカメイチュウ
ツマグロヨコバイ

ウンカ類

イネドロオイムシ

フタオビコヤガ

カメムシ類

3kg/10a 収穫 7日 前まで

2回 以内 散布 2回 以内

みかん カメムシ類 6k●/10● 収穫 14日前まで

だいず

ンロイチモジマグラメイガ

カメムシ類
3‐4kg/10a

収穫 7日 前まで

/ \ 7 + > 3  |  u 4kg/10a

(4)500%フ ェン トエー ト乳剤

作物名 適用病害虫名 希釈倍数 睫用液量 使用時期
本剤の

使用回数

使用

方法

フェントす―ト

を含む

農薬の総

使用回数

く り

モモノゴマダラノメイガ

クリイガアプラムシ

カツラマルカイガラムシ

若齢幼虫

1 0 0 0倍
200-70(

l./10a

収穫 14日

前まで

4回 以内

散布

4回 以内

カ リフラワー

アオムン

アプラムシ類
ハイマダラノメイガ

キスジノミハムン

1000‐

2000倍

00‐-30C

L/10a

2回 以内 2可 以内

ヨトウムシ

カプラハバチ幼虫
ハスモンヨトウ
アザミウマ類

t000 ,{E

ヨナガ
1000-

15001雪

a w y = 9 - '

アオムシ

アプラムシ類
ハイマダラノメイガ

キスジノミハムン

1000-

20001F

収穫 30 日

前まで

ヨトウムシ

カプラハバチ幼虫
ハスモンヨトウ
アザミウマ類

1000 ,{*

コナガ
1000-

1500倍

はくさし

アオムシ

アプラムシ類
ハイマダラノメイガ

キスジノミハムシ

1000-

2000倍

収穫21日

前まで

3回 以内 3回 以内
ヨトウムシ

カプラハバチ幼虫
ハスモンヨトウ
アザミウマ類

1000倍

コナガ
1000-

1500イ書

ほうオ1′んそう

アプラムシ類
1000-

2000倍
1回 1 回

ヨトウムシ
ハスモンヨトウ

1000 l*

(3)400%フ ェン トエー ト水和剤

作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用llt量 使用時期
本剤の

使用回数

使

用

方

法

フェントエート

を含む

農薬の総

使用回数

りんご

クフコナカイガラムシ

モモシンクイガ

ハマキムシ類
マイマイガ幼虫

モモチョッキリゾウムシ

カメムシ類

1000倍

200‐700

L/10a

収穫 45日 前まて 1 回

散

布

1 回

な し

ハマキムシ類

り
‐
シミハバチ

rioo iB

反穫 60日前まて 2回 以内 2回 以内

クワコナカイガラムシ

カメムシ類

アプラムシ類

シンクイムシ類

ナシキジラミ

800～

10001音

みかん

ヤノネカイガラムシ

サンホーゼカイガラムシ

アカマルカイガラムシ

ハマキムシ類

ミカンハモグリガ

ミカンコナジラミ

アプラムシ類

8001■

収穫 14日前まで
2回 以内 2回以内

キャベツ

アオムン

コナガ

800^―

1000倍

100-300

し/10a

カリフラワー

a o  v = t ) - 反穫 30日 前まて

は く さ 0 収穫21日 前まて 3回 以内 3回 以内

だいこん

かぶ
収穫 30日前まて

2回 以内 2回 以内

か き カメムシ類 800イ書
200-700

L/10a
4回 以内 4回 以内

-3- -4-



(4)500%フ ェン トエー ト予L剤 (つづき)

作物名 適用病害虫名 希釈lHL数 使用液員 使用時期
本剤の

使用回数

用

法

使

方

フェントエート

を含む

農薬の総

使用回数

だいこん

アオムシ

アプラムシ類
ハイマグラノメイガ

キスジノミハムシ

1000-20001雪

は00-300

L/10a

I

収穫 30日

自1ま
~C

2回 以内

散布

2回 以内

ョトウムン

カプラハバチ幼虫
ハスモンヨトウ

アザミウマ類

I ooo {*

ヨナガ 1000-1500 lF

/」ヽ■1

アオムン

アプラムシ類
ハイマダラノメイガ

キスジノミハムシ

1000-2000 {*

ヨトウムシ

カプラハバチ幼虫
ハスモンヨトウ

アザミウマ類

1000鶯曽

ヨナガ 1000^‐15001ぎ

ダイコンハムシ

オオニジュウヤホンテントウ 1000～ 20001音

レタス

アプラムシ類
収穫21日

前まで
ヨトウムシ

ハスモンヨトウ
1 0 0 0 倍

すいか

しろうり

アプラムン類 1000-20001雪

収穫 3日

前まで

3回 以内 3回 以内

アザミウマ類 1000 lF

まくわうり

4回 以内 4回 以内アプラムシ類 1000-20001ぎ

メロン
アザミウマ類 10001彗

力■Fち ゃ
アプラムシ類 1000-2000右 当

3回 以内 3回 以内
アザミウマ類 1 0 0 0 倍

ごIJfう
アプラムシ類 1000^ 2́000倍

収穫 7日

前まで

にんじん
収穫 90 日

前まで
1 回 1 回

ョトウムシ
ハスモンヨトウ

1000倍

ねぎ
アプラムシ類 1000～2000倍 収穫21日

前までアザミウマ類 1000倍

たまねぎ
アプラムン類 1000-2000倍 収穫 7日

前まで
2回 以内 2回 以内

アザミウマ類 1000 . iF

(4)500%フ ェントエー ト7L剤 (つづき)

作物71 適用病害虫名 希釈倍致
使用液

量
使用時期

木剤の

使用回数

用

法

使

方

フェントエート

を含む

農薬の総

使用回数

かん しょ ヒルガオハモグリガ 1000 1*

100～

300

L/10o

収穫 7日

前まで
4国 以内

散 布

4回 以内

lfl1,l, \ L r

アプラムシ類
ニジュウヤホンテントウ

1000～2000倍
収穫 14日

前まで
2回 以内 2回 以内

ョトウムシ
ハスモンコトウ

10001F

さといも
アプラムン類 1000～ 2000倍 収穫 7日

前まで
11」 1 回

, \  t \ - t  , / . t  I  t J

1000倍

茶

クワシロカイガラムシ
1000

L/10o 最終摘採

後から冬

期まで

2回 以内 2回 以内

チャ ドクガ 200～

400L/

10a
=rt ,  + > r \ ' "  X- 1000.- 1500 {F

豆類

(種実、ただし、

らっかt■い、
だいず、あずき、
いんげんまめ、

えんどうまめを

除く)

アプラムシ類 1000-

2000倍

100-

300

L/10a

収破 21日

前まで

だいず

アプラムシ類

収穫 7日

前まで

マメシンクイガ

カメムシ煩
ハスモンヨトウ

ツメクサガ

1000 {F

ンロイチモジマグラメイガ 1500‐2000イ普

あずき
アプラムシ類 1000-20004■

フキノメイガ 1000倍

いんげんまめ

アプラムン類 1000～ 2000倍

フキノメイガ

イングンテントウ
1000 lF

えんどうまめ

アプラムシ類 1000-2000倍

:L -/ l: , r\+ / t) )st 1000-1500倍

ヨトウムシ

ハスモンヨトウ
10001J

未成熟そらまめ アプラムシ類 1000～ 2000倍

さやいんげん

アプラムシ類 1000～2000イ音

1 回 1 回

フキノメイガ

イングンテントウ
1000倍

さやえんどう

アプラムシ類 1000 ヤ́2000倍

収穫 28日

前まで

エンドウハモグリパエ 1000～ 1500倍

ョトウムシ
ハスモンヨトウ

1000倍

-5- -6-



(4)500%フ ェントエー ト乳剤 (つづき)

作物名 適用病害虫率 希釈倍数 使月1液量 使用時期
本剤の

It用回数

用

法

使

方

フェントエート

を含む

農薬の総

使用回数

小麦

アプラムシ類
ムギクロハモグリバエ

アフヨトウ
ムギキモグリノ`エ

1000 ,{*

60～:50

し/10a

収穫 7日

前まで
4回 以内

散布

4回 以内

わけぎ アザミウマ類
100 ヤ́30C

1/10a

収穫 14日

前まで

アスパラガス ジュウシホンクビナガハムシ
収穫 3日

前まで
2回 以内 2回 以内

稲

ニカメイチュウ第 1世 イヽ 1000- 1500倍

60-150

L/10a

収穫 7ロ

前まで

2回 以内 2回 以内

ニカメイチュウ第 2世代

サンカメイチュウ第3世代
800-1000倍

ツマグロヨコバイ
ヒメトビウンカ

イネヒメハモグリパエ
1500～2∞0倍

カメムシ類
アプラムン類
フタオビコヤガ

1000 lE

イネドロオイムシ 1000-2000倍

- l  4 " \ : t / t ) . , \ : L 20001g

いんきJ

ヤノネカイガラムシ

アプラムシ類
1000-15001讐

200-70Ю

L/10a

1又魂菫14 日

前まで

ミカンサビダニ

ミカントゲコナジラミ

ミカンコナジラミ
ハマキムシ類

ミカンハモグリガ

トビイロマルカイガラムシ

サンホーゼカイガラムン

アカマルカイガラムシ
ヨナカイガラムシ類

カメムシ類
アザミウマ類
ケシキスイ類

ゴマグラカミキリ成虫

rooo iF

(4)500%フ ェン トエー ト乳剤 (つづき)

作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時llJ
本剤の

使用回数

用

法

使

方

フェントエート

を含む

農薬の総

使用回数

キャベツ

アオムシ

アプラムシ類
ハイマダラノメイガ
キスジノミハムシ

looo-2000 ffi

100-30C

L/10a

収穫 14日

前まで

2回 以内

散布

2回 以内ヨトウムシ

カプラハバチ幼虫
ハスモンヨトウ

アザミウマ類

1 0 0 0倍

コナガ 1000～1500倍

とうもろこし アワノメイガ

10001=

4回以内 4回 以内

食用ゆり アプラムシ類
収穫 7ロ

前まで
3回以内 3回 以内

(5)250%フ ェントエー ト・200%ダ イアジノン ・50%NAC乳 剤

ヤ物 名 適用病害虫名 椒
徽

朗
濾

使用時期
本剤の

使用回数
使用方法

71ント「卜を含む
農薬の総使用回数

大粒種ぶどう
ア
・
卜
・
ウトラカミキリ

０”
略 200ヽ

L/10a
発芽前
(休眠期)

1 回 姉 2回以内
小粒種ぶどう

もも rArrt\" 2tXl i音 3回 以内
被害樹幹吉“こ

肺
3回 以内

(6)100%フ ェントエー ト・400%MEP乳 剤

作物名 適用病害虫名
釈

数

希

倍

用

量

使

液
使用時期 枷朗嗽

使用方法

フェントエートを

含む

農薬の

総使用回数

みかん
コ
｀
マタ

・
ラカミキ,

２００
倍

200-

350

し/10a

産卵初期～幼虫食人初期

ただし、収穫 14日前まで
1 回

樹幹部から

地際部ヘ

散布する。

2回 以内

りんご
産卯初期～産卵最盛期

″だl′ 収 縛 30日前主で
1 回

ぶどう フ
｀
卜
・
ウトラカミキリ

200-

3004■

発芽前

(休眠期)
知
助

母枝、古つるに

薬液を十分

散布づ
~る

。

2回 以内

も  も

r^fiit\' ２００
倍

落葉後～

発芽前

(休眠期)

1 回 樹幹及び

主枝に十分散

布する。

3回 以内

おうとう

2回 以内
う め

回

内

２

以

-7- -3-



3 作 物残留試験

(1)分 析の概要

① 分析対象の化合物

・フェン トエー ト

② 分析法の概要

試料からアセ トンで抽出する。ヶヘキサンに転溶し、アセ トニ トリル/ヘ キサン

分配した後、又は直接各種カラム (c13カラム、グラファイ トカーボンカラム、フロ

リジルカラム等)を 用いて精製し、ガスクロマ トグラフ(FPD又は NPD)又は液体ク

ロマ トグラフ・タンデム11質量分析計 (L卜MS/MS)で定量する。

定量限界 :0.001～0,05 ppm

(2)作 物残留試験結果

国内で実施された作物残留試験の結果の概要については別紙 1を参照。

4 ADIの 評価

食品安全基本法 (平成 15年法律第 48号 )第 24条第 1項第 1号及び第 2項 の規定に基

づき、食品安全委員会あて意見を求めたフェン トエー トに係る食品健康影響評価につい

て、以下のとお り評価されている。

無毒性量 :0 29 ng/kg体重/day

(動物種)  イ ヌ

(投与方法) 混 EII

(試験の種類)慢 性毒性試験

(期間)   2年 間

安全係数 :100

ADl :0 0029 mg/kg クト堡自/day

5 諸 外国における状況

JMPRにおける毒性評価はなされておらず、国際基準も設定されていない。

米国、カナダ、欧州連合 (EU)、オース トラリア及びニュージーラン ドについて調査 し

た結果、EUにおいてスパイス類に基準値が設定されている。

6 基 準1直案

(1)残 留の規制対象

フェン トエー トとする。

なお、食品安全委員会による食l早:健康影響評11においても、農産物中の暴露評価対象

物質としてフェントエー ト (親化合物のみ)を 設定している。

(2)基 準値案

別紙 2の とおりである。

(3)暴 露評価

各食[■について基準値案の上限の量まで又は作物残留試験成績等のデータから推定

される量のフェン トエー トが残llしていると仮定した場合、国民栄養調査結果に基づき

試算される、1日当たり摂取する農薬の量 (推定lH摂 取量(EDI))のADIに対する比は、

以下のとお りである。詳細な暴露評lllは別紙3参照。

なお、本暴露評価は、各食`り:分類において、加ェ ・調理による残留農薬の増減が全 く

ないとの仮定の下に行った。

ED1/ADI(%)注 )

国民平均 178

幼小児 (1～6歳 ) 40 6

妊婦 20 9

高齢者 (65歳以上) 148

注)個別の作物残留試験成績等がある食品についてはEIll試算、それ以外の

食品についてはTMDI試算を行った。

lMDI試算法 :基準値案X各食品の平均摂取量

EDI試算法 :作物残留試験成績の平均値X各食品の平均摂取量

(4)本 剤については、平成 17年H月 29日付け厚生労働省告示第499号により、食品一
般 の

成分規格7に食品に残留す る量の限度 (暫定基準)が 定められているが、今般、残留基

準の見直 しを行 うことに伴い、暫定基準は削除 される。



フェントエー ト作物残留試験一覧表

農作物
"喩

“崚条件 最大残留■注D(p p●
)

:フェントエー ト'剤 型 使用■ 使 用方じ 回獣 経過 日肇

水稲

(玄米)
5幌乳“

7●●●市

′́′,′0′し/1o3

口

．
口'A:0005(5回 7口)(“)座υ

□■B:く0∞4(6口,7日)(■)
水稲

〈玄来)
5帖乳 用

1 0∞F散 市

l lll/108
`ロ □IA:0034(4回 7日)(1)

水稲

〈玄米)
5“乳用

3∞倍腋布
2回

田,ハ:0000

■場B:0018(2回 0日)0)

水Fu

(玄来 )
50%乳剤

ヨ″″はホ
261/10■

2回

□,■:0006(2回7B)(1)

田場B:00“ (2回 7日)(1)

口“ メ 0∞ 5(2回 7日,(1)

口場D:00“ (2回 7日)(り

コ回

田■A:0006(3回 7日)(1)
田場B:0018(3回 70)(1)

田場C:く0∞ 5(3回 7日,(1)

□■D:0007(3回,7日)(1)

水稲

(玄来)
50 lヽL剤

′o 7 F 散布

2 5 L 7 1 0 は

2回
□,^メ 00 1 5 ( 2回,7日)( 1 )

固,B : 0 0 1 2 ( 2回,7日)( r l

θ回
□,A1 0 0 0 5 ( 3回,7日

固嬌3 0 0 2 2 ( 3回,7日

０

一〇

′回
田場A1 0 0 0 5 ( 4回, 7曰

m場 3  0 0 1 7 ( 4 F・1 7曰

水稲

(玄米)
50■■剤

3 0 0倍傲姉

100～ 120Lノ10●

口, 1 : 0 0 1 8 ( 3 L・1 7日

口' 3  0 0 1 2 ( 3口 , '日

□寝 : 0  0 o O ( 3口7日

□場D:0005(0回 7日

水稲

(玄米)
ヽ粉剤

摯布

盛″ Iの

2回
□りA:0013(2回 ,7日

□EB,0005(2回 ,70

イ回
日,■,0016(4回,?ロ
田'D:0007(4回?ロ

(1)

(rl

水稲

(玄米)
0%Dし''ハ"

欧布

`Iノlα
2回

7 1 4 2 1 曰 田場A:く0∞ 5(2回 7日)(1)

δ 1320日 口場D:(0∞ 5(2口 0日)(“)

水稲

(玄米,
′=″フ″

散 布

2回
口場ハ:0002(2回 57口)(1)

口場|:く0002(2回 54口)(1)

イロ
5 1 日 □場ハ:0013(4回 51口)(1)

□=D:0003(4回 47口)(1)

σ回
固=A:0017(6回 36曰)(1)
硼=B:00“ (6口 20日 )(1)

水稲

(2米 )
50"乳剤

3∞信散布

140し′10■
〕回

,3日 □1うA:く0006

□場Bメ 0∞ 5

水稲

(玄来) ″r″ Rヽ苺
´崚笙ψ″″

′′27ノ7 ″́
l回

,3日 ■■1:(0∞ 5(1回90日)(|)
□場B:く0015(1回 102月)(“)

水稲

(玄米)
″硼pll′ル=

θ“yttψ″タ
ク′″

1回
面,A:く0005(1回 8つ口l ll,
口場B:く0005(1回 80日,(ゆ

水稲

(玄来)
50"ηし,「

1 0 0 0 F I布

lo O I / 1 0 a
1回 77日

口IDA:く 0005

回場B:く0005

水稲

(玄米)
50%,し口"

1 1 0 0 "漱市

loOし/10日

2ロ 日■ハ:0009

1ロ 口場D:0012

1回 102日 □場C:(0005

水Fa

(玄来 )
`5“フ,″ '

″"″ ´″″

αZ″ の

2ロ ■場A:(0005(2回 14日)(1)

回 □3B:(0005(l回 41日)(‖)

′●/Fttψ″″

az″ ″
1回 102ロ ■8C:(0005(1回 102日)(1)

小慶

(玄■)
50 乳ヽ椰

lωo僣散布

15oし/10a
4回

こ1421日 ■うA:0015

□場B:0105(4回 ,3日)(1)

′, 慶ヽ

(玄友)
50%乳剤

′″″″″オ

α “ 力 の  4

1回
□場A:0034(1日 ,9日)(1)

□場B,0005(1回 13日)(“)

農「物
試験
田,数

試験条件 最大残留二
崖°

(pp●)

【フェントエー トl剤型 使用■ .使用方法 回藪 趣過曰“

とうもろこし

て生食子実)
5“乳割

10 0 0 1 e敗布

100～ 150 0″ しア10●
4回 コ 曰

口場A, ( 0 0 0 5

日場0メ 0 0 0 5 ( 4口, 1 4口) ( l l

とうもろこし

て生食子実)
"″″″

●布

4k3 / 1 0 3

2回
□BAメ 00 0 6 ( 2回,2 4ロ

□場0:く0∞ 5( 2回,2 4ロ
ゆ
一Ю

4回
■■1:(0"514回 lo日

■■B:くo Oo514回24日
とうもるこし

く生食子実)
鴎■剌

10∞倍散布

:20L/10a
l回 とし30日

■場A:く0015

□`B:くO oo5

とうもうこし

て生食子実)
5●■剌

′●饉 菫 ■腱ホ

“″●
1 日

■場A く0005(1口 I`日 )(1)

く0005(l口 ,11日 )(“)□場D

とうもるこし

(屹■子実)
5●■用

10∞倍散布

100～150,θOθL/10a
4回

■lロ ■場A:く01o5

□8B:くo oo5(1回,13日)(“)′ヨロ

とうもろンし

く屹燿子実)
″″は澪

散布

` gヽ / 1 0●

2同
□場A:く o oo5(2回.55日

□場B:くo oo5(2口,39曰

( ゆ

( r )39ロ

4回
□i A : くo  o o 5 ( 4 回, 4 2 日

回うB  く0 0 0 5 ( 4 口3 , 日39ロ

だいず
でに燥子実)

5嗜手L剤
1000倍散布

100ν108

2回 圃場A:く0001

′回 511日 圃■1:く0001(3回50日)(D

だいず
(■燥子実)

5嗜″L剤
1000倍漱布

150υ10a
J回 嗣うA:く0012(3回 .48日)(ゆ

だいず

(咸熟子実)
5は乳剤

2 a F ″ ″″オ

記/′●
θロ

□l■″1:(o oo2(0回 48口)(1)

□=A2:く 0002(0回 48口)(1)

だいず

(乾燥子実)
5“乳"

1000倍散布

1501ノ10n
2回

l l l l :  <o- oot
口‖「D:く0006

だいず

(rt燥子実)
И χ″`ん`ク

∂″ 着 メ^ノ 艘布

αa″ 勿
コ回 23ロ

田場ハ:く0∞ 0(3回 20日 )(|)

□場B:く 0∞ 0(3回 23日

だいず

(IL燥子実)
5"乳 飼

1500F敏 市 ′口
23日

□場ハ:く0∞ 50回 23日 )(つ

1回 田●B〈0∞ 5
だいず

(lt燻子実)
“嘱Z〃 `ノ″ク

′″ 無人̂ グ″″
α“″●

卸
狗

32日
■場A:く0∞ 5(3日 32日)(ll

田 勁 : 〈0 ∞ 5 ( 3 回 0 2 日) ( l l

だいJ・

(乾燥子実)
50■乳"

1000●傲市

l・10し′10`

錮
四

64曰
口'A く 0∞ 5(3回.64日)(せ)

口駒 ( 0 ∞ 6

だいJ・

(籠燥子実)
60%ヨ,荊

1000■傲市

201,150レ108
2回 L142128日

口場A  1 0 1 0

回駆 〈0 ∞ 5

だいず

(■燥子某)
」ヽD L粉剤

厳布

4k=/10o
2回 1.142128日

口場A:くO O05

口 ,B:く 0∞ 5

あずき

くt爆子実)
う0%乳剤

1000倍散布

1●●0し/108
涸

ュ,14日 □●A  0 0 1 0 ( 2回, 1 4日)
□●B :く0∞5 ( 2回8日,

あ■き

く乾燥子冥)
うo%卑t剤

1000倍散布

150.200υ10a
姻 114,21日

□,A:く0∞ 5

n * B :  0 -  0 1 8
いんげルまめ

(乾燥子実)
5嗜,し剤

1000倍漱布

150し/108
214曰

□うた く0∞ 6

m t t Bメo∞ 5

いルげんまめ

(乾燥手集)
50X'し'1

1000`告歓埼,

1 5 1 2 0 1ν1 0●
21・J ヱ14.21日

面In

□場B

“
　
∞

えんどうまあ

(乾燥子実)
501,t洵

1000ttnk布

″ ～́コイ′150しノ10さ
■14日

罰場A 0012(2U7日 )(1)

□場B く 0∞ 5

えんどうまめ

(軋彙子実'
5●lt"

1000倍欧布

1∞,200ν10o
2回 214曰

詢■A:0 0 0 7

□,B :く00 1 5

そらまめ

(屹燥子実)
5`乳 "

1 0 0 0僣籠布

150 200L′10●
2n 4′イ′

□'A く0 0 1 5 ( 2 1 ●1 7 日) ( 1 )

くo ∞ 5 ( 2 1 , 7 日) ( り口'3

lfれ, しヽょ

(塊茎)
50■月

1000倍傲ホ

150υ103
2日 」 ロ

□IA:く 0∞ 5

□IB:く 0∞ 5

ばれいしょ

(■■)
5"'t"

1000倍欧布

150L/108
′F・j

罰I A :く 0 0 0 5 ( 3回 , 1 4日 ) (“)

□IB:く0∞5(3口,148)(り
ばれいしょ

(■菫)
5"7t"

1000倍散布

1'0200し/10a
2同 1421日

□薔A :く0 0 0 5

□J「8:く0005

ばれ, しヽょ

(■茎)
イ0=オル″

1010倍漱布

200L/10●

2同
□'A く0 0 0 5 ( 2 ・ 1 4 日) 〈1 )

く0 005(2・1 148)(|)□■3

′Π
□'A  く0 0 0 5 ( 3□, 7日) (“)
□場3  0 0 2 6 ( 3 U 7 日 ) l l l )



農「物
崚

胸験条件 最大残留■LD( p " )

【フェントエー ト1廊型 使用'■ ■ "り方法 ■漱 経過 日董

さといも

(塊菫)
“ ■剤

10 1 0僣漱ホ

150L′108
′ロ

田=A:0058(2口 7日)(1)

□場B:く0005(2回 7日)(1)

さといも
(lt菫)

50 ■ヽ悧
1 0 0 0僣敏布

150t′10o
イロ

馴
一枷

□
一”

0231(4同 7日 )(ll

く0005(4回 7日 )(1)

さとιヽも

(塊茎)
5●'t剤

1 0 0 0僣贖布

20Ю 31mし/10n
1回 ヱ14,21日

面場 A :く0 0 0 5

躙場 B iく0 0 0 5

さと, もヽ

(塊茎)
5嗜,し月

1 0 0 0■贖布

300し′10n
1回 1 1 4 ロ

□熟 :く0005

■■B:(0005

かん しょ

(塊根)
50"t‖

10∞僣欧布

―L/103
4ロ ■14曰

■場Alく0005

□■3 く0∞ 5

かんしょ

(塊根)
,嗜,L剤

1 0∞僣敵希

000 2001ア10n
4日 ヱ14曰

□場A く 0∞ 6

日場 3 く0000

かんしょ

(塊根)
摯 餃カ

散布
2回

口場A く00 0 0 ( 2口,2 9口)( 0

□場3:く00 0 , ( 2回.2 6口)( " )

4回
□■A く0000(1回 .10口)(1)

□場B く0005(4回.26口)(1)

だいこん

〈根部)
5",L剤

1 0 0 0僣漱市

15 0 2ヽ 0 0し/ 1 0 3
2回 田■A:(0005(2回 7日)(1)

1001倍漱市
□場B くo oo5(3回 34口 )(1)

1 0 0 0倍漱市

15 0～2 0 0 : 3 0し/ 1 0 8

□場A:(0005(4回 7日)(1)

′アロ 口場B:く0005(4回 27日)(ll

だいこん

(■部)
50■ 力!

1∞oに歓布

2回

型 曰
□場A

■場B

′θ ll 日■CI(0∞5(2回28日)(1)
□場Dメ 0 0 0 ,０〇

一

フロ
卿　一卿

囲場A (0005(3日 2!日 )(1)

(0005(3回 2,日 )(t)

(0005(3日 ,19日 )(1)

く000513F●J21口 )(1)

田場B

田場C

□場D″ 曰

だいこん

(贅部)
50吼 割

1000"嗽布
2回 □■A:0070(2口 7日,(ll

1000僣散布

180L/103
υ回 □場Bメ 0005(3口 ,34日 )(1)

1000倍牧市

150^200180し /10,
`回

田場■ 0121(4回 7日 )(1)

面彗B:くo o05(4回 27口 )(1)

だいこル

(共部)
50"し剤

1001僣牧市

1501710o

2回

３〇

一

□」〕A:く000`

□月BB:く 0005

□iC:く 0005(2口 ,28日 )(り

¨
一

□場D く 0005

θ回

■

・
場

ロ

ロ

(0005(0回 ,21日)(|)

(0005(0回21口)〈‖)

□l■C く0∞ 5(3回19日)(1)
″ 曰 □場D100つ 0(3回 21日)(1)

力ヽぶ

(根部)
5●71剤

l  o o o僣散布

1・●0し/103

Z同 “
一

口場A く001,

[ {B  .0  005

6tc . (o oos
t t D .  ( 0  0 0 5

」ロ

(0005(3回 21日 )(")

く0005(3回 21日 )(ゆ

0018(3回 21日 )(1)

口場A

口■3

口場C

団=D:く0005(3回.21日)(|)

かぶ

(率椰)
5¨ 軋剤

1 0 0 0 倍歓4 i

150L/10●

Z□ 1,日

口場A:(0005

□場B:(0005

口燿にメ0005

田和 ス 0005

ヨ回

口=Aメ 0005(3口,21日,(1)

口りB:0003(3回 21日)(1)

□廓 :0118(3回 21日)(1)

□,D:〈0005(3回.21日)(1)
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層lt物
試験

試験条` 晨人,留 ■
・° (ppm)

【フェントエー ト1剤型 使用量 使 用方正 回取 饉過 曰敷

|まくさ|ヽ

(■葉)
50■乳 剤

10001吉散布
0回

ユZJ`曰

□4A:0023(3回 3日)(0)

口■3:002'(3回 3口 )(■)

`ロ
口,A:0248(6日3日)(■)

口場D:0045(6日 3日 )(1)

はくさ1ヽ

(菫葉)
5い乳剌

1001倍贖布

150し/10o

21コ 2日

□●A X0 005

旧場Bメ 0006

口墜 メ 0∞ 5

□場D:〈 00115

Qロ

□■に く00115

□うB く0005

□場C く0∞ 5

■場D く0015

キャペ ツ

(葉撃)
50■■剤

1 0 0 0倍散布

200し/1 0 `

2回 ■ 日
田場A,(0001

日場B:く0001

イ回
日=A:〈 0001(4回 14口)(4)

国場B:(0001(4回 11い (1)

キ ャベツ

(案メ)
501,tAl

1 0 0 0 倍敏“

100!プ10,
1回 14曰

団= A : ( 0 0 0 5

mttB:くo oo5

″″ 空″″オ
%″α

1回 14曰
"場 Aメ 00 0 5 ( 1回,1 1日)(‖)

□1l B :く00 0 5 ( 1回,1 4日)〈|)

(薬l l )
5嗜9t剤

1 0 0 0倍散布

1501/118

2回 理 曰
□'A:く0005

□`B:く O o05

,口
□りA■ 0005(0回 14口)(")

□IB:く 0005(3回 14日)(")

キャベ ツ

(業球)
5“7L剤

1 0 0 0僣敵“

|つO Z00し/10a

■ 21,20ロ □IIA:〈0015

112127曰 田場B 0000

(彙球)
■″″″ 散布

41g / 1 0 8

2回

田BA:(0∞ 2(2回14口)(1)

口場D:く0∞ 5(2回 14口)(1)

ヨ場C:(0∞ 5(2回 14曰)(1)

イ回

■場A:0007(4回 14日)(1)

●■,(0∞ 5(4回14日)(1)
日場C(0∞ 5(4口 14日)(|)

カリフラフー

(花■)
51■乳剤

l∞0倍漱布

200 150L/103
2回 ■S2131ロ

田場A:くO O15

□場B:(0∞ 5

カソフラワー

(花薔)
5儡乳剤

1 0 0 0僣散布

0 0 0 !ノ1 0●
2回 」 21 2 8 , 3 5ロ

口場A く 0∞ 5

□i3 く 0005

プロノコンー

(花■)
5"ll‖

1000倍散布

200L/103
2回 ユQロ 口場A:(0005

′ロノコリー

(花■)
50"乳剤

1000僣歓布

200L′10o
2回 31ロ 口場A:0010

プロッコリー

(花薔)
50",t剤

10 0 0僣漱市

150 2ヽ 0 0 2 0 0 L / 1 0■
2回 2342日

口j●A:〈00 0 5 ( 2回28日)(“)

口=B:0009(2回 ,28日 )(4)

ごぼう

( 根部)
50χ,し'1

100α吝散布

1501/103

2回
nlll i 0- 005

tlrSB : <0.005

1回
ロコルA:く0005

口月ラB : く0 0 0 5

イ回 7ロ
同場A:0022(1口 7日)(1)

日,B:く0005(4回.7日)(ゆ
ごぼラ

(根I I )
5げIt剤

1001倍散布

250,300し/108
n回 1 1 4 日

nEr . <o oo5
田場Bメ 0005

レタス

(工薬)
螺 乳剤

!llD"鮨市

200,―1/103

2回
a日 □'A:0020

□IBメ 0005(2回 .20日)(1)

′回
□Jい :o oo9(4回,21日)(ll

□鰤b:く 0005(4口 .20日)(1)

″［
5"乳 剤

p∞ 僣歌布
150し/10,

2曰 aロ

□■■:くO O15

口,B:く0015

ttc : <0 {D5
□看":く 0∞ 5

コ「|

■増い :(0005(0回 .21口 )(1)

■与Bメ 00050回 .21口)(")

●増に く0005(0回 ,21口 )(1)

口場ワ く0∞ 5(0回 .21口 )(1)



晨作物
試 験

然験条件 最大残留■
ど

(p p■)

Iフェントエー ト1剤型 使用■ 使 用方法 回戦 屋過 日藪

レタス

(=葉)
5“乳剤

10∞倍散布

300 200υ10●
2回 2 2 8 日

口●A:く0∞5

口場B:くO O15

たまねぎ
(“菫)

51B乳剤
10∞倍漱ホ

1 6 0し/ 1 0 "

2回
□場A:く001

□'D:く001(2口,`日)(|)

イロ
口'A:く 001(4口 14口)(|)

田場B:く001(4回 4口)(|)

′回 ■●Bメ 001(7回 ,4曰)(■l

たまねぎ
(“t)

口"乳 剤
10∞僣籠布

200 310し/103
2回 11421日

口場A:く0∞ 5

田■|:(0∞ 5

r.ぎ

(菫姜)
5“乳剤

10∞倍散布

―L/103

′回 □=A:く0∞ 5(2日.179日,(1)

イ回 □●Aメ 0∞ 5(4回.15B日)(0

ねざ

(茎奏)
5け乳剤

1000倍贖市

1501/10a

′ロ
□=A:0020(2回 14曰)(1)

□場B:0080(2回 14日

イ回
口場A:く0005(4回 21口)(“)

田IIB:0036(4回 21ロ

ねぎ

(菫贅)
5嘔乳剤

10 0 0倍厳布

200,3001/101
1回 21,2342ロ

□=Bメ 0005

アス′`ラガス

(苦菫)
5∝軋剤

000倍漱市
2回 ■7.14ロ

l!*A : 0, 006

A{B : o, oo9
アス′`ラガス

(若菫)
50“乳剤

1000僣漱市
2回 ュ7曰

口場Aメ 0 0 0 5

□IBメ 0 0 0 5

わけぎ

(茎素)
50乳 剤

looof* hifi
2a0U l9c

2回

14曰

国,A:0012
団,B:0012

3ロ
[ 1 5 ^  :  0 . 0 l ?

日場B:0003

4回 躙一脚食川lゆり

く"=)
50%乳剤

1000倍散布

2∞ 151L/10o
ュ回 L14ロ

日■A:く0005

日■Bメ0005

にん じん

(■部)
5"乳 剤

1 0 0 0倍散布

2 0 0し/ 1 0 o

′回 ユZ′イ日 田=A:0022(2回 3日 )(1)

ユZ′イ日 口=A i 0 05614回3日)(1)

(恨部)
5帖乳剤

l o O o 倍歓布

1 5 0 レ1 0 ,
み′イ曰

□場A:0044(1回 ,14日)(|)

□場B:002114日 ,7日)(1)

ん
，

Ｌ
部

ん
根 5“乳剌

1000僣漱布
1501ン10=

′ロ ′̀′′ロ

田̀ A:0003(2口,21曰
□うD 0022(2日21日

□iC 0 0860日21日

中
一ｍ
一巾

J回

□il : 0 0 6 0 ( 0回 . 2 1曰

□場B: 0 0 3 4 ( 3回 2 1曰

回i C : 0 0 5 0 ( o回 2 1ロ

ｎ
一ｍ
一Ю

にん じん

〈根部)
5“手t剤

1000倍漱市

[00～15030～120L′103
1回

90曰 国場A:0020

′θn 口場Diく0005(1回 ,38口){1)

ち ゃ

〈果')
5●1し剤

l∞0僣餃布

150し′10o
3ロ 1 7日

口場A:0019

日場B:(0005

かばちゃ
〈果 実)

5“乳剤
1010"歓 布

0ロ 3'
口'A:0008

口場D:O010

しろうり

〈栞■)
5 0 "孔剤

1000僣敏ホ

150L/103

2回
□場A:く0005

口場D:く0005

ユ回 ュ7日
口場A:0008

田場B:く0005

すいか

(果■)
50 乳ヽ剤

1000倍●布

150Lア103

2回
□BA:(0005

□l■Dメ0005

0ロ ュ,7曰
口場A:(0005

田場D;く0005

t, カ

(果実)
5rnft剤

1000に敏布
300,200L/10■

0ロ 1,7
固場A:(000,

□場D:く0005

メロン

(果■)
5 0奮L剤

10001■●布
―,100L/10o 4

4ロ
1 7曰 回場A:く0002

ロ 回場0:0004

晨作物 Ｍ醐
試験条件 最大"留 ■・'(pp口

)

:フェン トエー ト1剤 奎 使用二 使 用方法 口数 瑾過 曰数

メロン

(果実)
2 5い,t剤

1000倍サ布

260 3∞ Lノ10o
4回 ュ,7.14ロ

□場A:く0006

□iB:て 0005

まくわうり

(果実)
2 媚 乳剤

1000倍漱布

3∞ 220L′10■
4回 ユ714ロ

田●A:0013

□●B:くO005

ほうれんそう

(=共)
5●乳剤

1000倍散布

160L710=

′ロ
□●A:0015(2回.11日,(1)

4′イ曰 田場B:0005(2回 ,7日)(1)

′回
口■A:0018(0回 14日)(1)

4′イロ 田IB:0006(0回 7日)(1)

I Iうれんそう

(茎葉)
5●■剤

100q吝欧布

150L/10a

′口
□●A:(00“(2回21月)(“)
□●B:O O05(2回21日)(1)

′回
□場ハメ 0 0 0 5 ( 3回 2 1日) ( | )

■,B:0005(3回.21日)く1)

ほうれんそう

(菫葉)
5●71剤

100●吝散布

150″ ～れ ノ10o
1回 21202ロ

口■A 0024

日,B:0024(1)
きやえんどう

(さや)
50 ■ヽ剤

]000倍歓布

!00～ 193150υ 10■
′ロ Zフイロ

]口J「A: 0 0 2 3 ( 2回,7日)( 1 )

口場B:0 0 1 0 ( 2回,7日)( 1 )

さや力んどう
(さや)

50"軋剤
100q吝散布

100:/10n
1回 ”

一

口“]A:く,005

□■3:く0005

さやいんげん

(さや)
50“'し'1

1000倍歓布

150L/10,
′回 '14ロ

口場A:0014(2回 ,14日)(■)

口IBメ 0006(2回 7日)(1)

さやいんげん

(さや)
o“rt剤

1 0 0 0僣漱布

2∞ 16 0 i / 1 0●
1回 ■14日

回=A:0007

田うB:つ 009

未成熟 そ らま め

(豆)
50■剤

1 0 0 0 F漱布

3∞,2 8 6 1 / 1 0 `
2回 ■14曰

011A:く0005

□■B く0006

温り‖みかん

(果内)
′″″″

う0薔漱布

05L/n
1回 143日 田場A,く 0004(1回 .140日)(1)

ロメキ

0うし/相 2 0 L / 1 0 ■■布
2回

面場A:く0004(2●1107日)(1)

□■B:く0004(aⅢ 131日)(1)

剣■

20し/1 0 o散布
′回 □,B:て O u14(4回 104口)(1)

凛州みかん

(外果皮)
π Z″

50倍漱布

05L′樹
l回 田=A:(O O18(1回 .143曰)(1)

50偕

05L/樹 ,20し′10●歌布
2回

■■A く0∞ |( 2回10 7日)( | )

■`B :くo0 0 0 ( 2回.1 , 7日)( 1 )

∞倍

20L/散布
田事B,〈O∞ 8`4口,104口)(1)

担州みかん

(果肉)
0い,L割

布

ａ

敗

Ю

倍

ν

∞
　
∞

Ю
　
Ｉ

θ回
1 4 , 2 1 日 ■3A 0008(3口 ,14口 )(|)

1622曰 口場B 0008(0回 10口)(‖)

`回
1421ロ 口3A:0∞ ,(5回.“口)(1)
16 22ロ 口場D:0∞ 0(,日,16口)(ゆ

こ州みかん

(外栞皮)
5い't剌

:0∞倍腋布

6∞L/10●

ヨ回
1421ロ 口`A1206(1回 .11口)(1)

1622日 固場D 149(3回 .22日)(#)

′回
1421ロ □■A:412(5回 .2:口)( )`

1622日 □場D:271(5口 116口)(“)

l■‖みかん

(果内)
50,t制

1001倍餞布

'005501プ 108
2ロ

■ 2 1 “ 4 2 日 口場A:く 001

口■3:く001

こ州みかん

(外果皮)
50"t41

1001僣散布

700550!ノ10,
2回

J212842日 □場A 447(2口 23日)

14212640日 □IBI1 56

遣州みかん

(未成熟果実)

5"乳 用

10∞倍贖布
1回 口嗜A:0000

初 僣晨オ

looしノlo●
1回 70ロ □■0:0004(1回 ,0口)(1)

′″″̀ ″ ん"″
空'薫オ

a“ ″●
1回

02日 田■A:0000(1回 62曰)(1)

□場B:0001(1回 70日)(1)

置'‖み力・ん

(果肉)

50"t"

1∞0倍欧布
1回 □,ハ:く0002

″″晨お
1ロ □場B:くυ002(1回.111日)(")

'雌 依薇Rヽ
空″"″

1回
□場A:〈0002(1口 .160日)(|)

□場B:く0002(1回 166日)(1)
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“腋条件 最大残留二
注° (pp●)

Iフェントエ~卜 1
由作物 諄雌

一　　　出

剤型 F.h i t . l tH r i l [ 口 歌 軽過 曰駆

“ 軋剤

7磁 ニン市用剤

10001111t“i

初″″カ

4001/10a

空 ″́´

l l J I

l・j

2・|

■ハみかん

(外果')

14212Uロ
□4^o]54… 0)__

固暖B  0 2 3 0   _なつみかん
5"乳 剌

l o 0 0情i n ,

,`θり 600L′10●

すだら

(果実全体)
6nft却

1000倍漱“
2回 ■ 2123曰 田=A:202(2い l,21日)

口場A o94'(2口 21口)
2日 1 4 , 2 1 , 2 8  E

うヽ 了す 5"軋 斉 610L′10,
3 4日

5 7 日 メ=器は,ルご

`ユ実)
“魔粒都

歓 ¬

需 :濾ギ1器りんゴ

(果集)
4い水和却 600,600し/10o

′θO″ ″ ″″″

J●2α力の _

`ロ 00ロ

生 12 ′"ヱ″

村 5いヽ ″
200倍餃市

501300L′10o
′回 一岬一ｍ

一

コカユタ

習撃W′J I ,回

7 ,  t 4 , 2 1 8  l f l E A : 0 . 4 3 ? ( 5 8 '  
? B )  ( f r )

7,  t1.21ts lE*B o s80({E 7E) ({)

蔦
~瑠

肝器]T諾響
1"水 fu剤

3∞F驚 “

5001/10`

8 0 0情漱市

5ool′10`

Ш
　
一　
回

50ロ 需躙贔4or,,j(fil ll

25■卿剤

1008fr4' □場A(0005(5口 330)(り

″θ″″″

50L/樹

6 9 , 7 3 8 面場B:く 0004(2回 69ロ バ1)

,Et  |  85 8sF 口,3:(0004(4回 35日)(1)

′日 J′′ □場A:く 001(5口 33日 )(1)

もも

(果皮)
26 ■ヽ剤

300し/10。

」
書

１０
剛
岬

2回 6v,70 Fl □■3 く00 0 8 ( 2回69日)( l l

□場3:〈00 0 0 ( 4口85日)( 1 )

M
徊

一
洞

一
回

85,39日

ラめ

(■棠)
5いヽ ″

曰 ]巫ぅめ

( ,実)
2蠣 ″

脚
ｕ

3ロ 珈 絋おうとう
(果実)

″餃粒轟

2回おうとう

(果実)
2●=え″

抑

一　
回

ili:  1 1l●乳力'
400L/103

富 12 2511,71
Jω″″″

250L/'市

′“,″ 訪

2502001/漱布

徊
　
一　
涸

132ロ

日■A:く0004(2口135口)(t'

砕=機器題i昼ぶ
il彗

詢
12

10“,t"

漢1)12
4o,本和抑

′0″ 空 中″″

4し/10H

■,41,53曰  面 ■「■乃o3[邑]「口)。)

メ曖¨い

l●J■ に用方法晨に物
ま 曖

剤 型
亘 ` ヽ い

. 1 r . 4 1 ,  5 3  E
か き 4●水和‖

ЮOF欧 ■:

320!′10a

かき

(果実〉

8 ∞ヽ ほ布

う00 100し′10a

¨
　
“

当
一
″ 笏 夢

50 'ヽt“
ro0o{* [.11,
400L/10.

2ロ

くり

(果実)
1回

曰場 ハ 000911コ lZ口 」`キ′

くり

(果案)
5S{fi

lo00etfi
3ロ 4{, , t? E

口■A ( 0  0 0 2 t F 口1 5 い ( 1 )

型堅が0。°6   -― ―
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(別紙 2)農買名      フ ェントエート (別紙2) 晨薬名      フ ェントエ ー ト

1  食

品名

J i l l l T 書

禁

| ゴ

考基

佃

作物残

T 成

績写

|

全品名

基●lE

案
基■値
■行

録
無

■
有 基準 基準値

作物残留試験成績竿

01

0 1

0 1

002

01

一　

〇

〇

０

０

０

　

０

　

　

　

０

０

きゅうり(ノーキンを含む.)
0■ゴちゃ(スカッシJを含む。)
1 ろ́うり
ナいか
メロン類黒実
まくわうり
そのlLのうり料野菜

_ _´ Q :
0 1~ 0 1

0 :

0 1
0 1

0 1

ほラれんそう
だけのこ
オク,
しょう力'
未成熱えんどう
ホ成熟いんげん
えだtめ

Lヤ たヽけ
その他のきの「類

その他の野菜

みかん
なつみかんの黒実全体

オレンジ(ネープルオレンジを含む.〕
グレープフルーツ

ライム

その他のかんきつ類果実

０

０

”

申

”

申

申

中

0ヽ 005(0005(■成いてらまめ,

(すだら参照)

(|だら,甲 ,

(■だち,熙 )

【̀だt.,H)

202(■だ■〉094'(力“ゴ■)

(日本をし,口 )

01

りんご
日本なし
西洋なし
マルメロ

びわ

●

Ｏ

Ｌ

　

　

　

●

　

　

　

０

０

01 ０

０

０

もも
ネクタリン
ちんす(アプリコッ|夕含Ⅲ。)
すもも〈ブルーンを含む。)
うめ
おう'う(チェリーを含む.)

Ｏ

　

　

　

Ｏ

Ｏ

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｏ

Ｏ

いちご
ラズベリー

プラックベリー

プルーベリー

クランペリー
′ヽックルベリー

その他のベリ 類果実

ぶどう
かき

バナナ
キウィー
′ヾパイヤ
アボカド
パイリップル
グアパ

パンシヨンフ′レーツ
なつめやt´

その他の果実

ひよわりの種子
ごまの種千
べにはなの種子
結実
なたね
その他のオイ7Lシート

(0005(`'(000S(1)

ぎス′なス′

-19- -20-



食品名 靭案̈ ＝姉̈
壼録
有無

● II口 ほ

作物残留試験成績●嘔
郷
¨

知椰
¨

アーモンド
くるみ
その他のナッツ籟

002壌 0

その他の マイス

その他のル イ`ス(蘊子を除く.)

その他のハープ
ｍ／

O

饉●させたその前のル イ`ス(薇子に限生 )

平成17年11月29口厚生労働省告示第499号 において新しく設定した基準機については、相をつけて示した。
(0これらの作物残留試験lt、試験成績ゆばらつきを考慮し、この印をつけた残留櫨を■準饉策定の根敏 レL

llにれらの作物残留餘験は、申■の範囲内で試験が行われていな,、

「受像有無」の襴にr申1の記載があるものは、農薬の生曇IF■●の薔単饉殷定依ほがなされたものであることを示している.

nu:理 ●量夫1日薇■■ ( “ヽ"ti●I:“ =`m l1117:it●II)
tDI Ilt 1 8薇n■ に,ti_=●d●●11,int,k`)
●:●別の作ウ,日●■がないことから、̀ 口'`セ 行うにあた,こ中● (■)の曖●七月いた。

なお グループTttll●"曖πされていう0中については ■■となつた作●以外についてはい1"夕を'つた。



(参考)

日召不口38イト  2月 2 6 El

平成 17年 11月 29日

平成 21年  3月 23日

平成 21年  6月  8日

平成 23年 10月  6‖

平成 24年 1

平成 24年 1

答申(案)

1月 2 0日

1月 2 7日

これまでの経緯

初1司農薬登録

残留農薬基準告示

農林水産省より厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡及び基準

設定依頼 (適用拡大 :かんきつ)

厚生労働大臣から食:り:安全委員会委員長あてに残Fid基準設定に

係る食品健康影響評価について要請

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食:イ:健康影響評

価について通知

薬事 ・食品衛生審議会への諮問

薬事 ・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬 ・動物用医薬品部会

注1)いんげん、ささげ、サルタニ豆、
サルタピア豆、パター豆、ペギア豆、
ホワイト豆、ライマ豆及びレンズを含
ね。

注2)「その他の豆類Jとは、豆類のう
ち、大豆、小豆類、えんどう、そら豆、
らっかせい及びスパイス以外のものを
いう。

注3)「その他のゆり科野菜Jとは、ゆり
科野菜のうち、たまねぎ、ねぎ、にん
にく、にら、アスパラガス、わけぎ及び
ハープ以外のものをいう。

注4)「その他の1予菜Jとは、野菜のう
ち い1)類、てんさい、さとうきび、あぶ
らな科興I菜、きく科野菜、ゆり科野
菜、せり科野菜、なす科野菜、うり科
野菜、ほうれんそう、たけのこ、オク
ラ、しようが、未成熟えんどう、未成熱
いんげん、えだまめ、きのこ類、スパイ
ス及びハープ以外のものをいう。

注5)「その他のかんきつ類果実」と
は、かんきつ類果実のうち みかん、
なつみかん、なつみかんの外呆皮、
なつみかんの果実全体、レモン、オレ
ンジ、グレープフルーツ、フイム及び
スパイス以外のものをいう。

● 薬事 ・食品衛生審議会食IY:衛生分科会農薬 ・動物用医薬品部会

[委員]

石井 里 枝   埼 玉県衛生研究所水 ・食品担当主任研究員

○大野 泰 雄   国 立医薬品食品衛生ワr究所長

尾崎 博     東 京大学大学院農学生命科学研究科獣医薬理学教室教授

斉藤 貢 一   星 薬科大学薬品分析化学教室准教授

佐藤 清     一 般財団法人残留農薬IJl究所業務執行理事 ・化学部長

高橋 美 幸   農 業 ・食品産業技術総合イ"F究機構動物衛生研究所上席研究員

永山 敏 廣   東 京都健康安全研究センター食品化学部長

廣野 育 生   東 京海洋大学大学院海洋科学技術研究科教授

松田 り え了  国 立医薬品食品衛生研究所食品部長

官井 俊 一    般 社岡法人日本植物防疫協会技術顧問

山内 明 子   ‖ 本生活協Fl組合連合会執イT役員組織推進本部長

山田 克 士   大 阪市立大学大学院生活科学研究科公衆栄養学教授

吉成 浩     東 北大学大学院薬学研究科医療薬学講座薬物動態学分野准教授

鰐渕 英 機   大 阪市立大学大学院医学研究科都市環境病理学教授

(Ol部 会長)

(玄米をいう。)

liオ■レヽしょ
さといも類(やつがしらを含む。)

こヽん類(ラディッシュを含む。)の根
こヽん類(ラディンシユを含む。)の葉

くさレヽ

ヤベツ
リフラワー

ロッコリー

レタス(サラダ菜及びちしゃを含む。)

(スカッシュを含む。)

ン

ンジ(ネープルオレンジを含む。)
レープフルーツ
イム

うとう(チェリーを含む。)
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食品名
残留基準値

秦 002

その他のスパイス注°

注6)「その他のスパイス」とは、スパイ
スのうち 西洋わさび、わさびの根
茎、にんにく、とうがらし、ノ`プリカ、
しょうが、レモンの果皮、オレンジの果
皮、ゆずの果皮及びごまの種子以外
のものをいう.
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く‖ の陣 >
―清涼飲料水関連―

1963年  2月  26日  初 同農薬登録

2003年  7月   1日  厚 生労働大臣から清涼飲料水の規格基準改正に係る食品健康

影響評価について要請 (厚生労働省発食安第0701015号 )

2003年  7月   3日  関 係書類の接受 (参照 1)

2003年  7月  18日  第 3回食品安全委員会 (要請事項説明)

2003年  10月   8日  追 加資本曖 理 (参照2)

(フェントエー トを含む要請対象 93農薬を特定)

2003年  10月  27日  第 1回農薬専門調査会

2004年  1月  28日  第 6 Fl農薬専門調査会

2005年  1月  12日  第 22回農薬専門調査会

―適用拡大中請及びポジテイプリスト制度関連―

2005年  11月  29日  残 留農薬基準告示 (参照 3)

2009年  3月  23日  農 林水産省から厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡及び基

準値設定依頼 (適用拡大 :かんきつ)

2009年  6月  8日  厚 生労働大臣から残留基準設定に係る食品健康影響評価につ

いて要請 (厚生労働省発食安第0608006弓 )

2009年  6月  9日  関 係書類の接受 (参照4～6)

2009年  6月  11日  第 289回食品安全委員会 (要請事項説明)

2009年  10月  21日  第 35回農薬専門調査会総合評価第一部会

2010年  12月  2日  追 カロ資料受理 (参照 7、8)

2011年  4月  27日  第 7回農薬専門調査会評価第一部会

2011年  7月  20日  第 74回農薬専P5調査会幹事会

2011年  8月  25日  第 396回食品安全委員会 (報告)

2011年  8月  25日  か ら9月 23日 まで 国 民からの御意見 ・情報の募集

2011年  10月  4旧  農 薬専門調査会座長から食品安全委員会委員長へ報告

2011年  10月  6日  第 402回 食品安全委員会 (報告)

(同日付け厚生労働大臣へ通知)

<食 贔安全委員会委員名簿>

(2006年 6月 30日 まで) (2006年 12月 20日 まで) (2009年 6月 30日 まで)

寺田雅昭 (委員長)    寺 田雅昭 (委員長)    見 上 彪 (委員長)

寺尾允男 (委員長代理)  見 上 彪 (委員長代理)  小 泉直子 (委員長代理★)

小泉直千         小 泉直子         長 尾 lF

坂本元子         長 尾 拓          野 村一正

中村靖彦         野 オ! 正          畑 江敬子



く食贔安全曖員会農嘉専門口壺会専門曇員名簿>

本間清一

見上 彪

(2011年 1月 6日 まで)

小泉直子 (委員長)

見上 彪 (委員長代理★)

長尾 拓

野村一正

畑江敬子

廣瀬雅雄

村田容常
★:2CX19年7月 9日から

畑江敬子

本問清一

(2011年 1月 7日 から)

小泉直子 (委員長)

熊谷 進 (委員長代理★)

長尾 拓

野村一止

畑江敬子

廣瀬雅雄

村田容常
★:2011年1月 13口から

廣瀬継
‥

本間清一

・:2CK17年2月 1日から
":2∞ 7年 4月 1日から

小林裕子

(2008年 3月 31日 まで)

鈴木勝士 (座長)

林  真 (座長代理')

赤池昭紀

石井康雄

泉 啓 介

上路雅子

臼井健二

江馬 員

大澤貫寿

大田敏博

大谷 浩

小澤正吾

小林裕子

布柴達男

三枝順三

佐々木有

代田員理子★★‥

高本篤也

玉井郁巳

田村廣人

津田修治

津田洋幸

出り|1雅邦

長尾哲二

中澤憲 一

納屋聖人

成瀬一郎・★セ

佐々木有

代田員理子

高木篤也

玉井郁巳

田村廣人

津田修治

津田洋幸

長尾哲二

中澤憲一★

永田 清

納屋聖人

西川秋佳

布柴達男

根岸友恵

根本信雄

西りll秩佳
‥

布柴達男

根岸友恵

平塚 明

藤本成明

細川正清

松本清司

概 鶴

山崎浩史

山手大至

興語靖洋

吉田 緑

若栗 忍
●:2KK17年4月11日から
":2007年 4月25日から
・・・: 2 0 0 7年6月3 0日まで
・・轟: " "年 7月1日から

平塚 明

藤本成明

細川正清

堀本政夫

松本清司

本問正充

柳井徳磨

山崎浩史

山手丈至

興語靖洋

義澤克彦會'

吉田 緑

若栗 忍

●:2CX19年1月19日まで

(2006年 3月 31日まで)

鈴木勝士 (座長)

廣瀬雅雄 (座長代理)

石井康雄

江馬 兵

太田敏博

(2007年 3月 31日 まで)

鈴木勝士 に 長)

廣瀬雅雄 (座長代理)

赤池昭紀

石井康雄

泉 啓 介

上路雅子

臼井健二

コ嗚 具

大澤貫寿

大田敏博

大谷 浩

小澤正吾

出りll雅邦

長尾哲二

林  真

平塚 明

吉田 緑
':2∞6年10月1日から

側学友恵

林  真

平塚 明

藤本成明

細り正清

松本清言l

柳井徳磨

山崎浩史

山手丈至

興話晴洋

吉田 緑

若栗 忍

(2010年 3月 31日 まで)

鈴木勝七 (座長)

林  真 (座長代理)

相磯成敏

赤池昭紀

石井康雄

泉 啓 介

今井田克己

上路雅子

臼井健二

人口敏博

大谷 浩

小澤正吾

川合是彰

小林裕子

三枝順三★・士

小澤正吾

高木篤也

武田明治

津田修治鸞

津田洋幸

三枝順三

佐々木有

高木篤也

玉井郁巳

田村廣人

津田修治

津田洋幸

出川雅邦

長尾哲二

中澤憲一

納屋聖人

成瀬一郎



°・: 2∞9年 4月 1 0日から

・・':200tJ年 4月 28日から

甍 "

有機リン系殺虫剤である 「フェントエートJ(CAS No 2597‐ 03‐7)に ついて、農

薬抄録、JMPR ttF44を 用いて食品健康影響評価を実施した。

評価に用いた試験成績は、動物体内運命 (ラット)、 植物体内運命 (水稲及びみか

ん)、 作物残留、亜急性毒性 (ラット、マウス及びイヌ)、 1曼性毒性 (イヌ)、 慢性

毒鬱発がん性併合 (ラント)、 発がん性 (マウス)、 2世代繁殖 (ラット)、 発生毒

性 (ラット及びウサギ)、 遺伝毒性等の試験成績である。

各種毒性試験結果から、フェントエー ト投与による影響として、主に ChE活 性阻

害が認められた。発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性及び遺伝毒性は認められ

なかった。

各試験で得られた無毒性量のうち最アヽ道 はイヌを用いた2年間慢性毒性試験の029

mg/kg体 J日 であつたので、これを根拠として、安全係数 100で除した0 0029 mg/kg

体重/日を一日摂取許容量 (ADI)と 設定した。

相磯成敏

赤池昭紀

浅野 哲 +士

石井康雄

泉 啓 介

上路雅子

口井健二

太田敏博

小澤正吾

川合是彰

川口博明

(2010年4月 1日から)

納屋聖人 (座長)     佐 々木有

林  真 (座長代理)   代 田具理子

高木篤也

玉井郁巳

田村廣人

津田修治

津田洋幸

長尾哲二

永田 清

長野嘉介t

西川秋佳

布柴達男

根岸友恵

桑形麻樹子諄★
      根 本信雄

小林裕子         人 田稔久
―枝順三

平塚 明

福井義浩

藤本成明

細り|1正清

堀本政夫

本間正充

増村健一‥

松本清司

柳井徳磨

山崎浩史

山手丈至

興語靖洋

群 力彦

吉田 緑

若栗 忍
・:2011年3月 1日まで
'☆: 2 0 1 1年3月1日から
'★●:20 1 1年6月23日から
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I「 ●対●Bの 概要

1.用 途

殺虫剤

有効成分の一般名

和名 :フェントエー ト、PAP

英名 :phenthOale(ISO名 )

lLlLE

RJPAC

和名 :Srrェトキシカルボニルベンジルを00ジ メチル仁ホスホロジチオアー ト

英名 :Scethoxy‐rbonylb ●̈l α Odimethyl phosphorodithloate

CASい o2597・03・つ

和名 :エチル=″[(ジメトキシホスフィノチオイノ"チオ]ベンゼンアセタート

英名 :ethyl rr〔(dimethoxyllhosplumthoyl)thiolbenzeneacetate

4."式

C12H′ 04 PS2

5.肝 量

3204

6.徹 式

7.開 発のm

フェントエー トは、モンテカチーニ社 (イタリア)及 びバイエノし社 (ドイツ)に よ

って開発された有機リン系殺虫剤である。アセチルコリンエステラーゼ (AChE)活

性をF・■害することにより殺虫活性を発揮する。

わが国では、日産化学工業株式会社によって導人され、1963年 に初めて農薬登録が

取得された。海外では韓国、プラジル等で登録が取得されている。

今回、農薬取締法に基づく適用拡大中請 (かんきつ)が なされている。また、ポジ

ティプリスト11度導入に伴う暫定基準値が設定されている。

I.安 全性に係る試験の概要

農薬抄録 (2010年)、 」MPR資 料 (1984年)等 を基に、毒性に関する主な科学的

知見を整理した。 (参照 5、7、8)

各種運命試験 [■ 1～4]は、フェントエー トのフェ‐ル基の炭素を均―に 14Cで標識

したもの (以下 「14C‐フェントエー ト」という。)を 用いて実施された。放射能濃度

及び代謝物濃度は特に断りがない場合ltフェントエー トに換算した。代謝物%猫旱物等

略称及び検査値等略称は別紙 1及び 2に示されている。

1.動 物体内運命試験

( 1 )嘔u n

① 血中放劇籠推移

SDラ ット (一群雌雄各3匹 )に 14c‐フェントエー トを l mglkg体重 (以下[1]

において 「低用量」という。)又 は30 mg/kg体重 (以下[1]において 「高川量」

という。)で 単回経日投与し、血中濃度推移について検討された。

血中薬物動態学的パラメータlt表1に示されている。 (参照8)

表 1 血 中薬物動態学的パラメータ

投与量 (mg′k“体重) 1

rL8」 雄 雌 雄 雌

Tmnx(hr) 4 4 3

Cm,x(Lg/111L) 220

T:″ (br)
α本目 5 9

308

AUC(hr・ 四 /mL) 609

② 吸収率

胆汁中排泄試験[1(4)②]における尿中排泄率、胆汁中排泄率及びカーカス1中放

射能比率の合計より算出された吸収率は、雄で878%、雌で798%であつた。 (参

1照8 )

(2)分 布

SDラ ット ( 群雌雄各 3匹 )に 14c・フェントエー トを低用量又は高用量で11回

経日投与し、体内分布試験が実施された。

T:口露時には、いずれの投与群も血液、血漿、腎臓及び肝臓で他の組織 (消化管は

除く)に 比べ放射能濃度が高かった。低用量群では、腎臓が最も高く (112～157

1組 織、臓器を取り除いた残植のことをカーカスという (以下同じ)



円/g)、血漿、血波及び肝臓ではそれぞれ 0381～0591、0252～0381及 び 0289

～0 580 μg/gであつた。高用量群では、腎臓、血漿、血液及び肝臓でそれぞれ278

～322、 225～287、 147～205及 び 150～23011g/gであつた。他の組織では、

低用量群で001～01811g/g、高用量畔で031～ 6 95 Hg/gであつた。

投与 72時 間後まで、各組織中の放射能濃度は血漿中放射能と同様の消失を示し

た。投与721キ間後の各細俄中の放射能濃度は、低用量群で006μゴg以下、高用量

群で305μノg以下となり、顕著な組織残留性は認められなかった。(参照8)

(3)ftH

SDラ ット (一群雄 2匹 )に 14c・フェントエートを低用量又は高用量で単回経ロ

投与し、代謝物同定・定量試験が実施された。

雄ラットの尿及び糞中代謝物は表2に示さキしている。

尿中に規化合物は同定されなかった。尿中の主要代謝物はFで あった。糞中では、

親化合物が最も多い成分であつた。

ラットにおけるフェントエートの主要代朝寸反応は、エチルエステルの力Π水分解、

酸化的脱イオウ化 (オクソン体の生成)、脱メチル化、PS結 合の開裂、Sメ チル結

合及びSの酸化 (スルホキシドの生成)で あると考えられた。また、二量化 (ジス

ルフィドの生成)及 びC・S結合の開裂も少量認められた。(参照8)

表2 雄 ラットの尿及び糞中代謝物 (%TAR)

投与量 (mR/k質体重)

試料 尿 美 尿 糞

試料中放射能

親化合物 155

I

B 1 3

E

M 13

J く001

F 102

未同定画分 ロ

その(山"

1):9 されず

(4)排 泄

① 尿 及び糞中排泄

SDラ ット (一群雌雄各 5匹 )に “C‐フェントエー トを低用量又は高用量で単回

経口投与し、lJF泄試験が実施された。

投与後 72時間の尿及び糞中排泄率は表3に示されている。

性別及び投与量にかかわらず、主要排泄経路は尿中であつた。 (参照 8)

表 3 投 与後 72時間の尿及び糞中排泄率 (%TAR)

投与量 (m劇蹂体重) ]

"生JJ 雄 雌 雄 雌

尿 813 759

糞 175

ケージ洗浄液 17

カーカス く06

② 酎 中排泄

胆管カニューレを挿入したSDラ ット(一群雌雄各3匹)に 14cフェントエート

を低用量で単回経口投与し、lH汁中llF泄試験が実施された

投与後24時間の尿、糞及び胆汁中排泄率は表4に示されている。 (参照3)

表4 投 与後 24時間の尿、糞及び胆汁中排泄率 (%TAR)

性別 雄 雌

尿 598

糞+胃腸管

月旦汁

カーカス

2.植 物体内還●試験

(1)水 稲 (土壇処理)

50%出 穂期の水稲 (品種 :日本晴)の落水後に14c―フェントエー ト水溶液を750g

ayhaの 用量で十壊処理し、再び湛水条件として温室内で栽培し、処理 45日 後に採

取した植物体 嚇 わら、もみ殻及び玄米)及 び土壊を試料として、植物体内運命試

験が実施された。

処理 45日後の水稲及び土壌試料中の放射能分布は表5に示されている。

本試験の総回収率は545%で あり、稲わら、もみ殻及び玄米中放射能のうち、抽

出された放射能は、それぞれ 510、 203及 び42%TRRで あつた。いずれも、数多

くの画分に分画されたが、代謝物の同定には至らなかつた。

士壊中放射能のうち、抽出された放射能は、0～5cm画 分で 167%TRR、 5～1l cm

口i分で 106%TRRで あった。上壊中には、親化合物 (04～14%TRR)、 分解物 B、

I、L及 びH(そ れぞれが 03～ 07%TRR)が 存在した。

玄米中の放射能のうち、581%TRRが デンプンロi分に存在した。これは、上壊'|]

で生成された●C02が 取り込まれたものと考えられた。(参照8)



表 5 処 理45日後の水稲及び土壊試料中の放射能分布

試料
水稲 土壊

稲わら もみ殻 玄米 根部 0‐5cm 5‐ 1l cm

総残留

放射能

%TAR 268

mg/11g 139 028 022

2)水 稲 (水耕液m

播種 14日後 (25葉 期)の水稲 (品種 :日本晴)を 、MC・フェントエー トを38 mg

aiЛンで含む水耕液に浸漬し、1、3、5及 び 7日後に採取したl■物体 (茎葉部、根部

及び種子部)及 び水耕液を試料として、植物体内運命試験が実施された。

処理 1及び 7日後の水稲及び水耕液試料中放射能分布は表6に示されている。

水耕7tt中の放射能の吸収は速やかであった。処理 1日後の植物体を用いたオー ト

ラジオグラフィーでt)、茎業部全体に放射能が移行したことが示された。(参照 8)

(3)水 稲 (菫業処理)

ビーカー内で生育された 3～35葉 期の水稲 (品種 :日本晴)の 第 2葉 に、`C‐

フェントエー トを l μg ay葉で処理し、処理2及び 5日後に採取した植物体 (葉及

び根部)を 試料として、植物体内運命試験が実施された。

処理5日 後に、水稲中放射能の728%TRRは 、処理部位から検Hlされた。植物体

全体に存在した放射能は、処理 5日後で 103%TARで あつた。(参照8)

(4),"目 (代口“R■υ

i)水 稲 (品種 :日本晴)を 、"C・フェントエー トを 109 mg a1/L含む水ガ腋 に

24時 間浸漬した後、フェントエー トを含まない水耕液に移棋 した。移植0、1、

3及 び 7日後に採取した植物体 (茎業部及び根部)を 試料として、代謝物分析

が実施された。

五)水 稲 (品種 :日本晴)を 、“C‐フェントエー トを5 2 nlg aVL含む水耕液に3

時間浸漬した後、フェントエー トを含まない水耕液に移植した。移植 48時 間

後までに採取した植物体 (茎葉部及び根部)を 試料として、代謝物分析が実施

された。

1)の 試験における水稲試料中放射能分布及び代謝物は、表 7に示されている。

水稲試料中に吸収された親化合物は速や力,こ代謝され′、移植 1日後には移植 0日

のFF」1/5～1/6に減少した。主要代謝物は Bで あったが、移植後の経過H数 ととも

に速や力1こ減少した。その他の代謝物としてD及 び C力 検`出されたが、これらも

経過日数とともに減少した。 五)の 試験においても同様の結果であつた。

i)及 び1)の 試験で得られた酢酸エチル画分のTLC原 点部分を酵素 (βグルコ

シダーゼ及びセルラーゼ)処 理した結果、 i)で は代謝物 Bが 、■)で は代謝物 B

及びNが 酵素処理によつて増加した。

以上より、水稲におけるフェントエートの主要代謝経路は、フェントエートから

のBの 生成であり、代謝物 B及 び Bか ら生成されたNは 、時間の経過とともに糖

による抱合を受けると考えられた。また、日1経路として、酸化的脱イオウ化による

D ttlt脱メチル化によるCが 確認された。 (参照8)

(5)み かん

荘l室内で栽培したみかん (品種 :青島温州)の 着色後期に、葉及び果実表面に、

乳剤に調製した14c‐フェントエー トを2,500 g a17ha相当量で7日間隔で3回 塗布

し、最終処理0、7及び 14日後に採取した果実及び葉を試料として、植物体内運命

試験が実施された。

みかん試料中放射能分布は表8に 、みかん試料中代謝物は表9に示されている。

葉では、総残留放射能は経時的に減少した。葉の表面洗浄液中の放射能が減少す

るのに伴い内部の放射能が1増加し、放射能の内部への移行が示唆された。

果実では表面洗浄液中の放射能は経時的に減少したが、果内及び果皮では総残留

放射能は処理 lH後 に増カロし、その後ほぼ変化しなかつた。果実内部への移行が示

唆さオしたが、果内への分布は少量であった。

果実及び葉において、主要成分はいずれの時点でも親化合物であつた。また、果

実及び葉で、代謝物 B、D及 びGが 検出されたが、いずれの時点でも10%TRR未

満であつた。

表 6 処 理 l及び7日後の水稲及び水耕液試料中放射能分布

処理後 日数 (口) 1 7

試料
水稲

水耕液
水稲

水耕液
基業部 根部 種子部 茎葉部 根部 種子部

総残留

放射能

%TAR

mg/kg 249

表 7 水 稲試料中放射能分布及び代謝物 (%TRR)

試料 茎業部 根 部

移植後日数 (日) 0 1 7 0 1 7

酢酸エチル画分 529 208

親化合物 1 1

B 8 7

D

C 1 4

その他 175

水画分 862 117

未lll出残液 rJ1 6 67・「J



また、米皮抽出画分を酵素 (β‐グルコシダーゼ)及 びニンヒドリン処理した結果

から、代謝物 Lの 糖及びアミノ酸抱合体の存在が示唆された。

みかんにおける主要代謝経路は、酸化的脱イオウ化 (Dの生成)、 エチルエステ

ルのカロ水分解 (Bの生成)、 P‐S結 合の開裂及びそれに続く二量化 (Gの 生成)並

びに脱メチル化 (Cの生成)と 考えられた。また、Bか らCS結 合の開裂により生

じる代謝物 Lの 情及びアミノ酸抱合体の存在が示唆された。 (参照8)

土壊中のフェントエー トの推定半減期は、畑地条件、湛水条件いずれも1日以内

と算出された。

また、滅菌した土壊を用いて、同条件 (湛水条件では砂壊土のみ)で 試験が実施

された。

いずれの十壊中も分解は遅く、試験終了時に親化合物は603～ 785%WR存 在し

た。滅菌土壊におけるフェントエー トの指定半減julは60日 以上と算出された。上

壊中の分解物はBが 最大 05%TAR検 出されたのみであつた。

士壌中におけるフェン トエー トの主要分解経路は、エチルエステルの加水分解、

P‐S結 合及びC‐S結 合の開裂によるものと考えられ、最終的にはC02に まで無機化

されるものと考えられた。 (参照8)

表 9 み かん試料中代謝物

試料 果実表面及び果皮 葉

散布後口数 (日)
0

%TRR ulg/k8 %TRR mノkg %TRR Ing/kg %TRR mglkg

規化合物 146

B 000R 0005 002

D 0009

G 0 ( Юl 0002 003

その他 0097 0236

合 計 086

(2)土 壌Hun

内土壌 [軽埴土 (石りlD、 シル ト質埴壌土 (茨城)、 砂質埴壌土 (愛
3.土 壌中運命試験

4種 類の国

土 (和歌山)]を 用いて土壊吸着試験が実施された。
(1)好 気的及び灌水土颯中■●試験

!glkg乾上となるよ                知 )及 び軽埴

けるFreunttlichの吸着係数K'“は 131～ 332、 有機炭菜含布率によ

HC―フェントユートを砂壊土 (群馬)及 び壊11(千葉)に lm 25±

1℃t暗 所で                 各 上壌にお

bcは 770～1,960であつた。 (参照 8)
うに添加し、好気的畑地条件下又は湛水深 l cmの 湛水条件下、

り補正したK60日 間インキュベートする土壊中運命試験が実施された。

る`。 1:要分解物は
                     ,

土壊抽出物中の親化合物及び主要分解物は表 10に 示さ才してし

及びMも 検出され              4.水 中運命

層置験

いずれの上壊中もHC02及 びBで あつた。他に分解物 H、 I、L                       (1)加

水分解ロ

トェ_卜 をpH 5、7及び9(プ リットン ロビンソン緩衝液)の 各滅菌
たが、いずれも25%TAR未 満であつた。

14c‐フェン

表8 み かん試料中放射能分布

散布後

日数

(日 )

果 実 葉

総残留 果 肉 顆 総残留

放射能
表面

洗浄液

内部

放射能
沈浄液

抽|‖

J,iう)

未抽出

残澄

抽出

ル千分

未抽出

残澄

抽出

画分

未抽出

残澄

1∞

(160

647

( 1 0 8 1

0 7

(001)

０

０

０

０

3 3 8

1055)

1 3

Cl1 02)

100

に90

649

(3221

５

０

1 6

1077)

7
llXl

(1051

135

10■4)

1 0

( o ( ) 1 )

( ) l

1 0  t l l

811

1085)

4 3

005)

100

032

169

(3921

784

( 1 8 2 )

47

(1 lol

llXl

10921

108

1010)

1 1

( o  o l )

0 1

1Cl llD

8 1 7

(07'

6 4

111o0

100

(1781

137

(2481

798

(142)

6 5

( 1 1 6 1

TRR、

表 10 土 壌抽出物中親イヒ合物及び主要分解物 (%TAR)

試験条件 畑地条件

十壊 砂壌十 壌 土

処理後口数 (日) 0 1 0 1

親化合物 409

B く01

14co2 567

未iれ出残用物 329 308 264

イ卦言|

試験条件 湛水条件

L壌 砂壊上 壌 上

処理後日数 (日) 0 1 0 1

親化合物 1 1

B 5 3

14co2 146

未llL出残留物 く01 1 1 278

舒 637



緩衝液に l mgLの 濃度で添加 し、25℃、暗所条件下で30日 間インキュベー トする

カロ水分解試験が実施された。

フェントエー トのpH5及 び 7に おける推定半減期は 105及び24H、 PI1 9にお

ける推定半減期は 1日以内と算出された。

いうンしのpHで 1)、主要分解物はBで 、PH 5では試験7～14日後に最大55%TAR、

PH 7で は試験終了時に最大 314%TAR、 pH 9で は試験 3日 後に最大 763%TAR

存在した。また分解物Mが pH 7及 び9の試験終 r時に62～ 66%TAR存 在した

ほか、H及 びLが 検出された (最大 33%TAR)。 (参照8)

(2)水 中光分解試験
1lC‐フェントエー トを、滅菌蒸留水及び自然水 ()J川水、埼玉、pH65、 非滅菌)

に l mgん の浪度で添加 し、27～29℃で30日 間、プラックライ トブルー光 (波長

365 nmの 光強度 :270～ 405V7/m2、 波長254 nrnの光強度 :006～ 009 Wm2)

を照射する水中光分解試験が実施された。

滅菌蒸留水中の推定半減期は、光照射区で約60H、 暗所対照区で約 43日 、自然

水中の推定半減期は光照射区、暗所対照区とも 7日 以内と算出された。いずれも、

光照射区と暗所対照区で推定半減期の差が小さかつたことから、水中の分解は加水

分171こよるもので、光に対してフェントエー トは安定であることが示唆された。自

然水中の分n7が速や力ゞであつたことは、自然水中の微生物等による影響と考えられ

た。

l:要分解物はB及 びMで あつた。水中の親化合物及び主要分解物は表 11に示さ

れている。また、非滅菌自然水のみ、揮発性物質の検討が行われ′、試験終了時まで

に“C02が 304%TAR発 生した。 (参照3)

6.土 壌残口試験

火山灰 '軽埴土 (茨城)、 沖積 ・軽埴上 (茨城)、 沖積 i埴壊土 (茨城)を 用い、

フェントエー ト、分解物 B及 び Mを 分析対象化合物とした上壊残留試験 (容器内及

び回場)が 実施された。推定半減期は表 12に示されている。 (参照8)

6.作 物崚口試験

水稲、豆類、米実及び茶などを用い、フェントエー トを分析対象化合物とした作物

残留試験が実施された。結果は別紙 3に 示されている。フェントエートの可食部にお

ける最高値は最終散布28日後に収穫したl■7111みかん(果皮)の465 mg′kgで あった。

また、その他の可食部における最高値は、最終散布 21日 後のすだち (果実全体)の

2 04 mglkgであった。 (参照8)

7.― 般彙理試験

マウス、ウサギ、モルモット、ラット及びイヌを用いた一般薬理試験が実施された。

結果は表 13に示されている。 (参照8)

表 12 土 壊残留試験成績

試験 濃度
・

士壌

推定半減期 (日)

フェントエー ト

フエン トエー ト

+

分解物 (B+M)

獅
議

湛水状態

5 urg/kg

火山灰 ・軽1直土

沖積 ・軽埴士

畑状態
火山灰 ・軽埴土

沖積 ・埴壌土

場

験

園

試

水田
1,200g

a17ha

火山灰 ・軽埴土

れ,積 軽 埴上

畑地
火山灰 ・軽埴土

沖積 ・埴壌十 31

を使用

表 ‖ 水 中の親化合物及び主要分解物 (%TAR)

水条件 滅菌蒸留水 自然水

光条件 光照射区 暗所対照区 光照射区 暗所対照区

処理後日数

(日)
0 0

親化合物 100 100

B

M く01 01



表 13 -般 薬理試験概要

試験の種類 動物種 麟
群

投与量

l●1プ賭徊

般 与経路)

最大

無作用量

嚇 徊

最小

作用量

G口漁g伸コ

結果の概要

中

枢
神
経

系

一般状態

(Lwln法 )

ICR
マウス

雄

雌

0、30、100、300

(経口)
100

100mュ g体重以
上で振戦、下痢、

31Xl nly町体重で

喘ぎ、歩行失調、

岬 亀
31Xl m♂咤1種で
1例死亡.

日本岨

ウサギ
雄 3

0、10、∞、 llXl

聯塁口)

30m♂ 咤 体重以
上で振戦 歩行異
常、自発運動の減
仇

ヘキソハ
'ル
セ
｀
タール

睡眠時間

ICR
マウス 雄 1 0

0、30 100、31Xl

喘■日)
1∞ 300

3∞ m″■gク睡 以

上で麻酔増強(対

照群の 4倍 に延

D。

自

律
神
経
系

l商出回腸
Hartlev
セレモット

雄 5

o、lo 7、ll1 6、

1 0 6 g ′m I′

(あ ■m

10鷺′mL 105g′mL

単独 で は 、 1 0 5

υ詭Lで 収縮高に

対 して時 の

LJL

― tに 対して

は、1∝ g/mLで
ACh、 BaQ蝙

に対して有意に収

縮高抑制、Hぶ に

対 し て は 1 0 5

g7111Lで収縮高は

減少 したが有意で

はなかった

摘出輸精管
SD

ラット
雄 5

o、lo7、lo6、

1 0 5 『′m I .

(力,7ral

lo 6g/mL 106g′mL

単独では作用な

し
NA収 縮に対して

は lly5 0伍L C`、

有意ではないが

15%程度収縮l葛の

減少を認めた

梢

神

経

系

横隔膜 ・神経筋
SD

ラット
雄 5

o、l o 7、l o C、

1 0 0 g / 1 1 1 1 .

(力■ω

lo5g′mL

影響な し

試験の種類 動物種 轍
鮮

投与量

咄 聴徊

(投与経路)

最大

無作用量

嚇 徊

最小

イリ用量
m徊

結果の概要

呼
吸

・
循

環
器
系

呼吸 血 圧 ・

血流量 ・心柏数

心電図

ビーグル

大
雌
３

0、30、103、

3CXl

(十二指腸内)

300

影響なし

消

器

系

炭末輸送能
lCR

マウス 雄 1 0
0、30、ltXl、30D

(経口)
31Xl

影響イrし

水

・
電

解

質

尿量、

尿中電解質

SD

ラット
雄 6

0、30、100、300

0笙日)
1(Ю ・3KXl

31X9mttg厳 で

1例 死亡。/1存例

でナ トリウム′カ

リウム比の有意な

上昇あり。

血

液

系

血液凝固作用
SD

ラット
雄 6

0、30、1∞、31Xl

(経口)
3∞

影響なし

溶11作用
SD

ラット
雄 6

0、30、100.300

(経日)
31Xl

影響なし

あ ッゴ“ DM.SOに  そ の他の試験ではコー:
― :最大無作用量又は最小作用量を設定できなかつた。

8.急 性毒性試験

(1)急 性毒性風腱

フェントエー ト原体の急性毒性試験が実施された。結果は表 14に示されている。

(参照8)

表 14 急 性毒性試験結果概要 (原体)

投与

経路
動物種

lD"(mg/kg体 重)
観察された症状

雄 雌

経 口

DOnryllラット

雄 1 0匹
410

自発運動低下、振戦、流涎
257 nlノkg体重以上で死亡例

Wis t a rラット

雌雄各 10匹

自発運動低下、振戦、流涎、流涙、間
代性痙攣

雌雄 :2C10 mglkg体重以上で死亡例

経皮
Wistarラット

1雄雄各 10 FC
>5,ftltl >5,000

軽度の流涙、自発運動低下

全投与群で死亡・ll

吸人
S Dラ ット

雌雄各 5匹

LGЮ (mg/L) 腔内を乱める動作、流涎、呼吸困難、

うずくまり姿勢、振戦、運動失調
3 48 mRll′投与群で死亡例

317 317



表 15 急 性毒性試験結果概要 (代謝物)

験

質

被

物

投与

経路
動物種

Ш ω(mgAgttω
観察された症状

雄 雌

B 経  [
SDラ ット

雌雄各8匹
2,460 2,180

自発運動/FA下、四肢の脱力、腹臥

位、流涙、うずくまり姿勢、肖」痩

雄 12,170 1ngrkg体重以上、雌 i

1980m』 腋体重以上で死亡例

代謝物 Bを 用いた急性毒性試験が実施された。結果は表 15に示されている。(参

照8 )

(2)急 性神経毒性餞験 (ラット)

SDラ ット ( 群雌雄各 10匹 )を 用いた単回強制経日 (原体 :0、150、300及 び

600 mg/kg体重、溶媒 :オ リーブ油)投 与1こよる急性神経毒性試験が実施された。

各投与群で認められた毒性所兄は表 16に示されている。

本試験において、600 mg/kg体重投与群の雌雄で活動度の低 ド、呼吸緩徐等が認

められ、また同群の雄で人脳に神経細胞壊死 (軽度)が 認められたので、神経毒性

学的無毒ヤL量は、雌雄とも300 mg/kg体重であると考えられた。 (参照8)

表 16 急 性神経毒性試験 (ラット)で 認められた毒性所見

投与群 雄 雌

600 mglk“体重 ・低体重
・一般状態 :活動度の低 ド、呼

吸緩徐、縮瞳、流涎、振戦、

流涙、下腹部75染
・詳細な状態の観察 :振戦、取

り扱いが容易、呼吸不全、縮

瞳、覚醒状態の低下、流涎
。後肢握力低 ト
・自発運JJl量低下
・大脳皮質、海馬及び視床の神

経細胞壊死 (軽度)

死亡 (1例)
一般状態 :活動度の低下、呼

吸緩徐、縮瞳、流涎、板戦、

下腹部汚染

詳細な状態の観籍 振戦、取

り扱いが容易、呼吸不全、縮

瞳、覚醒状熊の低下、姿勢異常、

歩行が見られない

視覚反応及び痛覚反応の低下

後肢握力低下
自発運動量低下

300 mHlk“体重以下 毒1働折見なし 毒性所見なし

(3)急 ― LttЩ   〈ニワトリ)

LohnannbШ n種 ニフトリ (対照群 :雌 14羽、投与群 :雌 25羽 )を 用いた単

回強11経日 (0及び450 mg/kg体 軍、溶媒 :コーン油)投 与による急性遅発性神経

毒性試験が実施された。

投与畔では、1例 が切迫と殺された。また、体重増加抑制、沈うつ及びよろめき

が認められた。遅発性神経毒性を示す症状は認められず、神経病理組織学的検査に

おいても、検体投与の影響は認められなかつた。

本試験の結果から、本剤は急性遅発性神経毒性を誘発 しないと考えられた。 (参

照3)

9.曜 ・皮膚に対する劇漱性及び皮膚感作性試験

NZWウ サギを用いたR艮及び皮膚刺激性試験が実施された。その結果、フェントエ

ートは眼及び皮膚に対し刺激性を示さなかつた。

Hartleyモルモットを用いた皮膚感作性試験 (BucHer法 及び Maximiation法 )

が実施された。その結果、Buehler法では陰性であつたが、Maximlzadon法 では感

作性が認められた。 (参照8)

1 0 .■ 唸倒引 椰腱

(1)00日 間三急性毒性試験 〈ラット)

DOnりuラ ット (一群雌雄各 10匹)を 用いた混餌 (原体 :0、5、10、30、100、

300及び 1,000 ppm)投与による90日 間亜急性毒性試験が実施された。

各投与群で認められた毒性所見は表 17に示されている。

本試験において、30 ppm投与群の雌雄で赤血球Cl■E活 性阻害 (20%以上)等 が

認められたので、無毒性量は雌雄で 10 ppm(雄:069 mg/kg体重/日、雌:066111g/kg

体劇 ‖)で あると考えられた。 (参照8)

表 17 90日 間亜急性毒性試験 (ラット)で 認められた毒性所見

投与群 雄 J臨

I,000 ppur 体重増加lf「制
WBC増 力日、 リンパ球比減少、

禅状球及び分業球増加
BUN及 びナ トリウム増力日、タロ
ール減少

尿中ナトリウム増加

胸腺、月F臓、腎II、畔臓、副腎

及び精嚢の絶対及び比重量2

減少

体重増加抑市1
VヽTC増 力‖、月酸球比減少
BUN増 加、 ク ローフレ減り>

尿中ナ トリウム減少、尿PH
L昇

胸腺、昴1腎、卵巣及び子官の

絶対及び比重量減少

3∞ p p l l l以上
・AυG比 、Glu及び TP増 加、カリ

ウム減少

・TP増 カロ(3tXl ppm投与群のみ)

100 ppm l)t ・Glu増加 (1∞及び 1,0∽ppm
投与群)、 カリウム減少

30 lprn B I- 。赤血球ChE活 性阻害 (20%以上) 〃G上ヒ増加

Chol増加 (30及び 1,lX10 ppln

投与群)

赤血球CllE活性阻害 (20%以上)
1 0  p p l n以下 毒性所見なし 毒性所見なし

2体 重比重量を比重量という (以卜同じ)



(2)90日 間重急性毒性試験 くマウス)

ICRマ ウス (一群雌雄各 10匹)を 用いた混fII(原体 :0、5、10、30、100、300

及び 1,000 ppln)投与による90日間亜急性毒性試験が実施された。

各投与群で認められた毒性所見は表 18に示されている。

本試験において、100 ppm以上投与畔の雌雄で赤血球 ChE活 性阻害 (20%以上)

が認められたので、無毒性量は雌雄で30 ppm(雄 :4 16 mgAg体重/日、雌 :443

mg/kg体 重/日)で あると考えられた。 (参照 8)

表 18 90日間亜急性毒性試験 (マウス)で 認められた毒性所見

投与群 雄 雌

1,tl!)o ppm 体重増加抑制

RBC及 びHb増 加、好酸球比減

少

Glu増 加

体重増加抑制

好酸球比減少

んGlヒ及びαul曽加

TP、 Chol及 びカリウム減少

尿タンパク増力u

lllKl opnl以」1 ・赤血球 ChE活 性阻害 (20%以 L) ・赤血球 ChE活 性阻害 (20%以 上)

30 oom ll lT 毒性所見なし 毒性所見なし

(3)00日 間m性 毒性風験 (イヌ)

ビーグル人 ( 群雌雄各4匹 )を 用いた混餌 (原体 :0、10、30及 び 100 ppm)

投与による90日 間亜急性毒性試験が実施された。

30 ppm以 卜投与群の雌洋で赤血球ChE活 性阻害 (20%以 上)が 認められた。脳

ChE活 性に検体投与の影響は認められなかった。その他の検査項日に、検体投与の

影響は認められなかった。

本試験における無毒性量は、雌141で10 ppm(雄 :0 32 mg■g体 重′H、 雌 1033

mglkg体 」 日)で あると考えられた。 (参照8)

(4)90日 間三急性神経毒性試験 (ラット)

SDラ ット〈 群 ll雄各 10匹 )を用いた混EII(原体 :0、10、100及 び 1,000 ppm)

投与による90日 間亜急性神経毒性試験が実施された。

1,000 ppm投 与群の雌雄で赤血球 ChE活 性阻害 (約20%以 上)が 認められた。
一般状態、機能観察総合検査 (FOB)、 神経病理組織学的検査その他の検査項目

には、検体投与の影響は認めらオしなかった。

本試験における一般毒性の無毒性量は、雌雄で 100 ppm(雄 :5 70 mglkg体 J

日、雌 :646 mg/kg体 J日 )で あると考えられた。神経毒性は認められなかった。

(参照 8)

11.慢 性轟性賦験及び発がん性試験

(1)2年 間慢性毒性試験 (イヌ)

ピーグル大 ( 群 雌雄各4匹 )を 用いた混餌 (原体 :0、 10、30及 び 100 ppm)

投与による2年 間慢性毒性試験が実施された。

10 ppm投与群の雌 1例が偶発的に死亡した。

本試験において、30 ppm以上投与群の雌雄で赤血球Cl■E活 性阻害 (200/。以 L)

が認められたので、無毒性量は雌雄で10 ppm(雄1029m♂贈体重/日、雌 033

mg/kg体 コ 日)で あると考えられた。 (参照 8)

(2)2年 間慢性W発 がん性併合試験 (ラット)①

SDラ ット(一群雌雄各8076)を 用いた混餌 (原体 :0、3、10、100及 び 300 ppm)

投与による2年 間1曼性毒性/発がん性併合試験が実施された。

死亡率に検体投与の影響は認められず、脳及び赤血球 ChE活 性を含む検査項目

すべてにおいて、検体投与の影響は認められなかった。検体投与に関連して発生頻

度の増加した腫瘍性病変も認められなかった。

本試験における無毒性量は、雌雄で本試験の最高用量300 ppm(雄 :16 2 mg/kg

体重、雌 1220 mg/kg体 重/1)で あると考えらオした。発がん性は認められなかっ

た。(参照 8)

(3)2年 間慢性●L/発 がん性併合試験 (ラット)② く0考 データ>:

SDラ ット (一群雌雄各60匹 )を 用いた混餌 (原体 :0、20、100及 び500 ppm)

投与による2年 間1曼性毒W発 がん性併合試験が実施された。

本試験において、死亡率に検体投与の影響lt認められなかつた。500 ppm投 与群

で、脳 ChE活 性が対照群に対し約20%阻 害された。赤血球 ChE活 性は、20 ppm

投与群の雌で対照群に対し22～25%阻 害された。検体投与に関連して発′L頻度の増

カロした腫瘍性病変は認められなかった。

本試験の結果から、フェントエートに発が●鍵 は認められなかつた。 (参照5)

(4)18か 月間発がん性試験 (マウス)

ICRマ ウス (―群雌雄各 75匹 )を用いた混pII(原体:0、32、320及 び 1,00o ppm)

投与による 18か月開発がん性試験が実施された。

死亡率に検体投与の影響は認められなかった。各投与畔で認められた毒性所見は

表 19に 示されている。検体投与に関連して発生頻度が増加した腫瘍性病変はなか

った。

本試験において、320 ppm以 上投与群の雌雄で赤血球 ChE活 性「Il害 (20%以上)

等が認められたので、無毒性量は雌雄で32 ppm(雄 :54 mg/kg体 コ 日、雌 :67

mgな g体 重/日)で あると考えられた。発がん性は認められなかつた。 (参照8)

3本試験の詳細は不明であるが、ラット2年間慢性毒出発がん性併合試験Э
の妥当性の参考として記革した。

[11(2)]に おける用量設定



表 19 18か 月開発がん性試験 (マウス)で 認められた毒性所見

投与群 雄 雌

1,000 ppur 精巣上体間質性腺維化
精巣び漫性間質細胞過形成

精巣胚上皮歩縮

・体重増加抑11
・脳 ChE活 性阻害 (2(M以上)

320 pplr L)lI 体重増加抑制

赤血球及び脳 ChE活 性阻害

(20%以 上)

精巣上体上皮空胞化

・赤血球ChE活 性l■害 (20%以上)

32 pprn tlT 毒性所見なし 寺性所見なし

12.生 菫発生毒LEn

(1)2世 代奮殖"験 (ラット)

SDラ ット (P世代 :一群雌雄各 30匹 、Fl L代 :一群雌雄各25匹 )を 用いた混

餌 (原体 :0、10、100及び300 ppm)投 与による2世 代繁殖試験が実施された。

親動物では、300 ppm投 与群のP lutで体重増カロ抑制が認められた。

児動物では、検体投与の影響は認められなかった。

本試験における無毒性量は、親動物の雄で本試験の最清ifll量300 ppm(P雄 :212

mg/kg体 コ ロ、Fl雄 :257 mg/kg体 動 日)、 雌で 100 ppm(P雌 :84 mgと g体

重′日、Fl雌 :96 mg/kg体 重ノロ)、 児動物で本試験の最高用量300 ppm(P雄 :

212 mg/kg体 重/日、P雌 :248 mg/kg体 重′口、Fl雄 :257 mg′kg体 電′日、Fl雌 :

232 mgノkg体 重/日)で あると考えられた。繁殖能に対する影響は認められなかっ

た。 (参照8)

(2)発 生毒性試験 (ラツト〉

SDラ ット (一群雌 25匹 )の 妊娠 6～15日 に強制経日 (原体 :0、10、30及 び

90 mgノkg体 重/H、溶媒 :05%CMC)投 与し、発生毒性試験が実施された。

母動物では、90 mg/kg体 重/日投与群で振戦、流涎、眼球突出、着色尿等がみら

れ、2例 の死亡が認められた。さらに、体重増加抑制及び摂餌量減少が認められた。

胎児では、90m♂ 峰 体重/日投与群で骨格変異として、舌骨未骨化、l14骨分節未

骨化、尾椎骨化遅延又は第 14肋骨を有する胎児の総数に布意な増加がみられたが、

各変異を有する胎児及び腹の発生頻度には有意差は認められなかった。

本試験における無毒性量は、1サ動物及び胎児で30 mglkg体申/Hであると考えら

れた。催奇形性は認められなかった。 (参照8)

(3)発 生毒性試験 (ウサわ

NZWウ サギ (一群雌 18～20νし、80 mg/kg体 動 H群 のみ 33匹 )の 妊娠 6～18

日に強制経口 (原体 :0、10、40及 び80 mg■g体 コ 日、溶媒 :1%CMC)投 与し、

発生毒性試験が実施された。なお、80 mgrkg体 重′日群でlt不妊及び死亡動物が多

くみられたため、交配確認動物が迫力‖された。

母動物では、80 mg/kg体型 Π投与群で 17例が死亡した。さらに同群では体重増

力Π抑制、摂pII量減少及び全胚死亡 (2例)力'認められた。

胎児では、検体投与に関連した毒性影響は認められなかった。

本試験における無毒性量は、母動物で401■19■g体コ 日、胎児で本試験の最高用

量80 mg/kg体重/日であると考えられた。催奇形性は認められなかった。 (参照8)

13 遺 伝毒性試験

フェントエートの細菌を用いた DNA修 復試験、復帰突然変異試験、チャイニー

ズハムスター卵巣由来培養細胞 (CHO)を 用いた染色体異常試験、マウス及び細菌

を用いた宿主経由試験、マウスを用いた小核試験が実施された。

結果は表 20に 示されており、すべて陰性であつたので、フェントエートに遺伝

毒性はないものと考えられた。 (参照8)

代謝物Bの 細菌を用いた復帰突然変異試験及びマウスを用いた小核試験が実施さ

れた。

結果は表 21に示されているとおり、すべて陰性であつた。 (参照8)

表 20 遺 伝毒性試験概要 (原体)

試験 処理濃度 ・投与量 i果

“Ⅵι″

DNA修 復
試験

拐 洲 ″s sυι“Is

(H17、 M45株 )

245～ 24,51Xl μglT・ィスク

陰性

復帰突然

変異試験

&カ ヮ“α吻 みphhじ 口助ロ

0ヽ98、
'1■

l tXl、
'1｀
A1535、

働咀537、ヽヽ1538株)

E,αbθ″οb力αι

lWP2カ ″棟 )

①5CXl～5,CXXl llB・● レート

(‐S9)

② 10～1,αЮ llg77レ
ーl

(+′S9)

陰性

染色体異常
試験

チャイニーズハムスター

卵巣由来4111胞(CHO)

502～ 201 μg′mL(+/S9)

llXlへ20111g7111L (+S9) 陰性

力 ″′″ 宿主経由

試験

iCRマ ウス (~群 雄 6匹 )

S`ヮ カル″:″」四″

(G46株 )

100、31Xl mg77kg体重

(2い1腹腔内投与) 陰性

小核試験

ICRマ ウス (骨髄細胞)
(一群雄G匹)

75、150、300 mgrkg体 重

(単回強制経口投与)

(投与 24時 間後と期

陰性

十′S9:代 謝活性化系存在下及び非r7在下



表 21 遺 伝毒性試験概要 (代謝物)

試 験 対象 処理濃度 結果

代謝物

B

復帰突然

変異試験

S,2カ 」″υガ““

(TA98、TA100

TA1535、 ウ 1ヽ537株 )

488～ 5,lX10 μF/7叶ト

(+′も9) 陰性

小1/x試験

ICRマ ウス (骨髄細胞)

(一群雄 6 PL)
3∞ 、6∞ 、1,200 mg/kg極

(単回強制経 日投り

(投与 24時 間後と殺)

陰性

+′S9;

14。 その他の試験

(1)澤 毒試験 〈マウス)

ICRマ ウス (一群雌雄各 10匹)に フェントエー トを単回経日投与し、投与 10分

後にアトロピンを腹腔内 (0、60 mg/kg体重)投 与して、フェントエー トの解毒試

験が実施された。フェントエー トの投与量は、ア トロピン投与群では 347～1,040

mg/kg体重、ア トロピン非投与群では289～600 mgl■g体重とした (溶媒 :コーン

油)。

各投与群におけるLD厠は表22に示されている。

アトロピン投与群で、非投与畔に比べ LD50が高かったことから、アトロピンが

本剤の解毒剤として有効であることが示唆された。 (参照8)

表 22 解 毒試験 (マウス)に おけるLD“

ア トロピン非投与群 ア トロピン投与群

比局j 雄 雌 雄 雌

LD"(mg/kg体 重) 403

(2)解 毒試験 (ラット)

SDラ ット (一群雄 10匹 )に フェントエー トを単回経口投与 (原体 :400及 び

1,000 mg/kg体重、溶媒 :コーン油)し 、投与直後、1、3及 び6時 間後にアトロピ

ン単独又ltアトロピンとプラリドキシム (PANII)を併用投与して、フェントエート

の解毒試験が実施された。ア トロピンの投与量は、0、01、 1及び 10 mg/kg体重、

PAMの 投与量は0、25、 25及び 250 mglkg体重とし、腹腔内投与した。

各投与群における死亡率は表 23に示されている。フェントエー ト400 mg/kg体

童投与畔での、ア トロビン (10 mg/kg体重)と さ慰  (250 mg/kg体重)の l■H投

与における死亡は、PALIIの大量投ケが原因と考えられた。フェントエー ト 1,000

m♂ 峰体重投与群では、ア トロピン〕lt独又はア トロピンとP劇Ⅵの併用投与では死

亡率に差は認められず、これらの解毒剤は、致死量のフェントエー ト投与時の救命

効果は認められなかった。

臨床症状は、フェントエー ト400 mgな g体重投与群においては発現頻度が低く、

ア トロピン又は■Nの 効果が明らかではなかつたが、フェントエー ト1,000 mg/kg

体重投与群では、ア トロピン単独又はアトロピンとPANIの 併用投与により、振戦

等の症状の減少が認められた。体重変化に対する解毒作用は明らかではなかった。

(参照 8)

表 23 解 毒試験 (ラット)に おける死亡率

(3)解 毒試験 (ラット:迫詢試験)

SDラ ット (一群雄 10匹)に フェントエー トを単日経口投与 (原体 :780 mg/kg

体重、溶媒 :コーン油)し 、投与直後、1、3及び6時 間後にア トロピン単独又はア

トロピンと'Nを 併用投与して、フェントエートの解毒試験が実施された。ア ト

ロピンの投与量は、0、01、 1及び 10 mg/kg体重、P劇Ⅵの投与量は0、25、25

及び250 mg/kg体重とし、腹腔内投与した。

各投与群における死亡率は表 24に 示されている。アトロピン単独投与群では、

全群で解毒剤非投与群より1)死亡率の減少が認められたが、ア トロピン及び PAM

併用投 与群では、死亡率の減少は明らかではなかった。            、

臨床症状に関しては、ア トロピン単独投与群又はア トロピンとP畑 〔併用投与Ill

で発現頻度の減少又は発現時間の遅れの傾向が認められたが、体重に関する影響は

明らかではなかつた。 (参照8)

ア トロピン 10 mg′1颯体重+1)AN125(

1回のみ投与された。他の投与群は、

ng′℃
フェントエー ト投与後 4回 投与された。

フェントエー ト41Xl mg/k瞑体重投与群

アトロピン (nlglkc体重) 1 1

PAN4(nlg/kg体 重) 0 0

死亡率 (%) 0 0 0 0

フェントエー ト1000m質 /k質体重投与群

アトロピン (mF/kg体 コ 1 1

ごN (mR/k質 体重) 0 0

死亡率 (%) 80 η 100 100

表 24 解 毒試験 (ラット:追加試験)に おける死亡率

フェントエー ト780 mglkg体 重投与群

アトロピン (mglkg体 重) 0 1 10 01 1

PrtM(Il“lkg体重) 0 0 0 0

死亡率 (%) ∞

ア トロ ピン 10m質 ′蹴 体重+1)AN1250 m引 L体 童投 与群 は、 フェ ン トエー ト投与 l



Ⅲ 食 ●●H"

参照に挙げた資料を用いて、農薬 「フェン トエー ト」の食品健康影響評価を実施し

た。
MCで 標識 したフェントエー トを用いた動物体内運命試験の結果、経口投与された

フェントエー トの吸収率は798～ 873%と 算出された。血中におけるTttxは 2～4時

間であり、その後血中濃度は速やかに減少した。体内では腎臓及び肝臓に比較的多く

分布したが、組織残留性は認められなかつた。主要排泄経路は尿中であつた。尿中に

親化合物は検出されず、尿中の主要代謝物はFで あった。糞中では親化合物が最も多

しヽ成分であった。
MCで 標識したフェントエー トを用いた植物体内運命試験の結果、水稲では親化合

物は速や力ヽ こ代謝され、主要代謝物 B並 びにその他の代謝物 D及 び Cが 検出された

が、処理 1日 後には 10%TRR以 下となった。みかんでは、試料中の主要成分は親化

合物であり、代謝物はいずれも10%TRR未 満であった。

フェントエー トを分析対象化合物として作物残留試験が実施された。フェントエー

トの最高値は、最終散布 28日 後に収模した温州みかん (果皮)の 465 mg/kgで あっ

た。

各種毒性試験結果から、フェントエー ト投与による影響として、主に ChE活 性阻

害が認められた。発が■ミ 、繁殖能に対する影響、催奇形性及び遺伝毒性は認められ

なかつた。

各種試験結果から、農産物中の暴露評価対象物質をフェントエー ト(親化合物のみ)

と設定した。

各試験の無毒性量等は表 25に 示されている。

食品安全委員会は、各試験で得られた無毒性量のうち最小値がイヌを用いた2年 間

1曼性毒性試験の029m♂ 峰 体コ 日であつたので、これを根拠として、安全係数 100

で除した0 0029 mg/kg体 重′日をADIと 設定した。

ADI

(ADI設定根拠資料)

(動物種)

(期間)

(投与方法)

(無毒性量)

(安全係数)

0 0029 mg/kg体コ ロ

慢性毒性試験

イヌ

2年間

混餌

029m♂唯 体重/日

100

暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際に確認する

こととする。



表 25 各 試験における無毒性量等の比較

動物種 議
投与量

lulg/kg体]日 )

無毒性量 (mg/kg体 」 口)

諏 PR 食品安全委員会
参考資料

(農薬抄録)

ラット

90日 1間

亜急性

毒性試験

0、5、10、30、100、

300、100011υ:il

雄

雌

雌雄 :赤血球 ChE

活性阻害 (20%以

上)

雄 1069

1籠: 066

雌雄:赤血球 ChE

活性阻害
雄 :0、035、0('9、

205、700、223、

810

雄 :0、032、0“ 、

195 651、 2(,2、

690

90日間

虹創■

神経毒性

識

0、10、100、1,000

p p m

雄

雌

570

646

雌雄 :赤血球 ChE

活性阻害 (20%以

上)

(神経毒性は認

めらllない)

雄 :o58

雌 :065

雌雄:赤血球 ChE

活性阻害

(神経毒性は認

められない)

雄 :0、0田 、570、

575

雌 :0、065、646.

652

2年 間

慢性毒IL7

発がん性

併合試験

0、3、10、lKXl、3KKl 雄

雌

雌雄 :毒性所見な

し

(発がん性は認

められない)

雄

雌

162

220

雌雄 ;毒性所見な

し

(発がスソ性は認

められない)

雄 :0、02、05、54、

162

11: 0、02、07、72、

220

2世 代

繁殖試験

0、10、lCXl、300

pprn

親動物

P雄 :212

P雌 :84

Fl虚ヒ 257

Fl雌 ;96

児動物

P雄 :212

P雌 :248

F l 雄 2 5 7

Fl雌 :232

親動物

雄 :毒価所見なし

雌 :体重増加抑制

児動物 :毒LP/1見

なし

(繁殖能に対す

る影響は認めら

れない)

親動物

P雄 :212

P雌 :84

F l 雄 : 2 5 7

Fi雌 :282

児動物

P雄 :212

P雌 :248

F ! 雄 : 2 5 7

F l雌 1 2 8 2

親動物

P雌 :燿 動 琳 J

P tt「 1雌雄 :苺

性所見なし

児動物 :毒性所見

なし

(繁殖能に対す

る影響は認めら

れない)

P雄 : 0、0 7 7 1 、

212

P 雌 : 0、0 8、8 4、

248

Fl雄 :0、08、85、

257

Flコ淮:0、09、96、

282

動物種 敵
投与量

伍g/ k g体衝 日)

無毒性量 (mg/kg体 宙 日) 1 '

`JIPR 食品安全委員会
参考資料

(農薬抄録)

発生毒性
試験

0、10、30、90 物

１

動

児

母

胎

母動物 :体重増力n

抑制等

胎児 :骨格変異を

有する胎児の総

数増力Π

(催奇形性は認

められない)

物

―

動

児

母

胎

母動物 :体重増カロ

抑制等

胎児 :骨格変異を

有する胎児の総

数増カロ

(催奇形性は認

められない)

マウス

90日間

亜急性

毒性試験

0、5、10、30、100、

300、l Cll10 pplll

雄

雌

416

443

雌雄 i赤血球 CllE

活性阻害

(20%以上)

雄

雌

416

443

雌雄 :赤血球 ChE

活性阻害

雄 :0、072、130、

416、141、434、

142

雌 :0、073、132、

443、141、499、

153

18か月間

発がん性

試験

0、32、320、1,CX10

ppm

雄 154

雌 :67

雌雄 :赤血球 ChE

活性阻害 (20%以
上)等

(発がん性は認

められない)

雄 : 5 4

雌 :67

雌雄 1赤dlltt ChE

活性阻害

(発がん性は認

めらオτない)

雄 :0、54、545、

171

雌 :o、67、701、

228

ウサギ

発生毒性

試験

0、10、40、80 母動物 :40

胎児 :80

母動物 :体重増加

抑制等

胎児 :毒性所見な

し

(催奇形性は認

められない)

母動物 :40

胎児 :80

母動物 :体重増カロ

抑制等

胎児 :毒性所見な

し

(催奇形性は認

めらオτない)

イ ヌ

90日 間

亜急性

毒性試験

0、10、30、100 ppm 雄 :032

雌 :033

雌雄 :赤血球 ChE

活性阻害 (2(階以

上)

雄 :032

雌 :033

雌雄:赤血球ChE

活性阻害

雄 :0、032、096、

3 1 7

雌 :0、033、098、

338



く別紙 1:代 謝物′分解物略称>

":無 毒性量欄には、最月ヽ毒性量で認められた主な毒性所見等を記した。
′:JMPRで は 1980年にフェントエー トの評価がなされているが、評価に用いた試験はそれ以前に実施さ

れたりF OLP試 験であつたため 食 品健康影響評価は抄録を用いることで可能と判断し、JNIPRに つい

ては 1984年の資料に記載されている結論 いDl)の みを参照した

動物種 敵
投与量

l m g / k g体型 日)

無毒性量 (mg/kg体 」 日) 1 )

」MPR 食品安全委員会
参考資料
(農薬抄鋤

2年 間

慢性毒性

試験

0、10、30、100 oDnl 雄

雄

雌雄 :赤血球 QE

活性阻害 (χ%以

上)

”

３３

雄

雌

雌雄 :赤血球 ChE

活性p■害

去[:0、 029、093、

3 1 6

雌 :0、033、0 8Ct、

303

ADI

NOttL:020

SF:10Э

DI10003

N O超 L : 0 2 9

SF: 100

ADI1 0 0029

NO旭 L i029

SF:100

DI:00029

ADI設 定根拠資料
イヌ 2年 間慢性

毒性試験

イヌ2年 P・l慢性

羞性試験

イヌ 2年 間慢性

毒性試験

AIII 一 量 NOAEL:無 ■llLtt SF:

記号 略称 化物

B PAP acid(PAPl俊 )
S-o-.fi )vrf,+/^y r)t-O,O- -) ), )v=
fr^rtrl l rl-ta- |

C Demethyl PAP
Sc‐ カルボエ トキシベンジル年0メ チル年

ホスホロジチオエー ト

D PAP oxon
S. q .7r )vd: x. F +ra>t/t-O,O't l r,I-
fiZih t] 7.2-r* l-

E PAP ox-rn acid
∫α カルボキシベンジル=αθジメチ/1Z

ホスホロチオエー ト

F
Demethyl PAP oxon
acid

Sα ・カルボキシベンジル=θ メチル=

ホスホロチオエー ト

G MPAE disulflde
ビスL(エ トキシカルボニノのベンジル]
ジスフレフィド

I I NIIPA disuFlde ビスは カルポキシベンジ′"ジ スルフイド

I S mctllvl ⅣPA α メチルチオフェニル酢酸

」
S'meth.yl MPA
sulfoxide

@ ' l7,vA 1v7 -t =)v7 r=IvYl&

K Etllvl mandelaに エチル=マンデラー ト

L Mandelic acid -? t/7 tv&
M Phenylslyoxylic acid フェニルグリオキシル酸

N Phenvlacetic acid フェ■ル酢酸



く別紙 2:検 査値等略称> <別 紙 3:作 物残留試験成績>

略称 名称

ACh アセチルコリン

A′Gルヒ アルプミン′グロプリン比

有効成分量

AUC 薬物濃度曲線 ド面積
BUN 血液尿素空素
ChE コリンエステラーゼ

Chol = v  77  r r - t v

CMC カルポキンルメチルセルロ‐―ス

Cmax 最高濃度
FOB 機能観察総合検杏
Glu グルコース (血糖)

ヘモグロビン (血色素)量
ヒスタミン

LC“ 半数致死濃度

LD60 半数致死量

NA ノルア ドレナリン

PA■1 プラリドキシム

PHI 最終使用から収模までのH数
RBC 赤血球数
T12 消失半減期

T 最信i濃度到達時間
′
rAR 総投与 (処理)放 射能

TP 総蛋自質
TRR 総残留放射能
WBC 白血球数

作物名

(分析部位)

実施年

試

験

口

場

数

使用晨

t a1/h0

回

数

(回)

PHl

(日)

残留値 (mg/kg)

フェン ユー ト

公的分析機関 社内分析機関

最高値 平均値 最高値 平均値

水稲

(玄米)

21X17年度

1

938EC

7

11

21

0008

く0005

<0005

O Ⅸ爵

く0∞ 5

くO IX15

く0005

く0005

く0005

く0005

く0005

く0(■)5

1
13

20

くO CЮ5

くOα,5

(0∞ 5

(0005

(0∞ 5

くO CX15

くO rX15

く0005

水稲

(玄米)

1994年度

1

41 6EC

7 00“ 0006 0006

1 7 0009 00C18 0007

1 7 く0005 く0005

1 7 0006 0006

水稲

(玄米)

1993年度

1

41('EC
7 く0005 く0(X)5

1 7 0013 0012

水稲

(玄米)

1990年度

1

1別 じ 2

7 0013 0013 0008

1 7 0006 0嘔 く0∞ 5 く0咄

水稲

(玄米)

2∞7年 度

1

1,2∞DL 2

7

1 4

21

く0005

く0005

く0005

く0005

くO CK15

てO CK15

く00D5

て0005

てO tK15

く0005

く0005

く0005

1
13

20

て0005

く00D5

く0005

く0005

く0005

く0005

く0005

くOⅨ〕5

水稲

(玄米)

1979年度

1

875nc 1

く00t14 く0004 く0∞ 5 くO tlt15

1 <0004 く0004 く0005 く00D5

水稲

(玄米)

1988年度

1 500BC

( 空中散布)
1

く0005 く0005 く0005 く0005

1 くO OD5 く0∞ 5 く0005 く0005

1 50σC

(地上散布)
1

77 く0005 く0∞ 6 く0005 く00ひ5

1 く0∞ 5 く0∞ 5 く0005 く0005

水稲

(玄米)

1974年度

1

500EC

2 18 o orn 00∞ く00αヽ く0005

1
1

0002 00の 0014 0012

1 102 (O CX12 く0032 く0005 くO αD5

水稲

(稲わら)

2∞7年 度

1

938EC 2

7

14

21

066

014

022

066

01`1

022

097

011

009

096

0 1 1

009

1
13

20

020

018

020

018

032

0 3 1

032

030

水稲

(稲わら)

lrJJ4年度

1

4 16EC 2

7 0299 0287

1 7 110

水稲

(稲わに,)

1998年 度

1

41('EC 2

7 0335

1 7 0755 0754



作物名

(分析部位)

実施年

試

験

回

場

数

使用量

t aИlo)

回

数

＜―ロー

1 ) 1 1 :

( 口)

残留値 (Illg/kg)

フェン エー ト

公的分析機関 社内分析機関

最高値 平均値 最高値 平均値

水稲

(稲わら)

p∞ 年度

1

1,2∞D 2

7 0578 0574 06“ 0044

1 7 0253 0252 0130 0128

水稲

(稲わら)

2007年度

1

938E`] 2

7

14

21

016

く005

く006

016

く005

く005

025

く005

005

024

く005

005

1
13

20

016

009

015

009

011

006

010

006

水稲

(稲わら)

1 9 7 9年度

1

87rC 1

0118 0114

1 1" く0005 <O IXb くO llllo

水稲

(稲わら)

1988年度

1 50"C

(空中散イi)
1

●001 く001 0011 0010

1 (001 く001 0016 0014

1 500「C

(地上散布)
1

く001 く001 く0005 く0005

1 く001 く001 <0005 く0005

水稲

(稲わら)

1"4年 度

1

50の C
06Jう 0620 056

1
1

05∞ 0474 033 032

1 くO CX15 く0∞ 5 く001 く001

小麦

(種「)

1釘9年 度

1

750FC

7

14

21

0015

く0晰

く0∞ 6

0015

くO CX15

く0005

0012

く00D5

くO tX15

0011

く0005

く0005

1
13

20

0019

0αお

0019

0006

0015

く0005

0014

<0005

小麦

(種子)

1979年度

1

500D3 1

9

16

23

16

0023

0007

0026

0008

0021

0006

0022

0008

0034

0 ∝婦

く0005

く000.5

0034

0005

く0005

て0005

1

13

20

30

20

0005

く0035

く0005

くO lll15

0005

(O αD5

く0005

てO lll15

く0005

く0∞ 5

くO IX15

くO llC15

くO CX15

くO CX15

くO IX15

く0005

小麦

(麦わら)

1979年 度

1

750■C

7

14

21

120

0040

0 0 3 4

108

0040

0 0 M

0891

0132

0019

0870

0116

0016

1
13

20

1 1 2

0 3 1

108

030

102

0326

0972

0304

とうもろこし

(生子カ

196年 度

1
5 1 X l ～

7 5 0 C
くO tX14 く0004 く0005 くO CЮ5

1 3 1XltlEC 4 く0004 ・r0004 くO u15 く0005

とうもろこし

織 燥子勤

1976年度

1
5(Ю～

750EC
くOIX 4 く0004 く0(Ю5 く0005

1 3.∞びC くO X14 く00D4 く0幅 くO IX15

十物 名

(分析部位)

実施年

試

験

口

場

数

使用量

can縄 )

回

数

個

PHI

( 日)

残留値 (m″蹂)

フェン エー ト

公的分析機関 社内分析機関

最高値 平均値 最高値 平均値

とうもろこし

(生食用子実)

1985年度

1

60(りC 1

14

30

く0005

く0005

く0005

く0005

く0001

く0∞ 1

く0001

くO CX11

1
14

30

くO tK15

くO CЮ5

く0005

くO αD5

く0001

(O GЮl

くO αDl

くO ODl

1

66TC 1

14

30

くO CX15

く0006

くO O D 5

く0005

く0001

く0031

<0 0Dl

く0001

1
14

30

くO IX15

くO t105

・r0005

くO t105

くOCXll

く0001

く0∞ 1

くO I Kll

とうもろこし

(飼料用茎業部)

1985年度

1

600EC 1

14

30

く0005

て0005

く00115

く0005

てO IXll

0001

<0∞ 1

0001

1
14

30

く0005

くO CX15

く0005

く0005

くO IXll

● C K l l

く0∞ 1

く0001

1

66'C 1

14

30

く0∞ rJ

く0∞ 5

く0005

くO IX15

0001

く0∞ 1

0001

く0001

1
14

30

く0005

く0005

く0005

く0∞ 5

く0001

く0001

て0001

(O CKll

だいず

(未熱子実)

191年 ■

1

50"C

2 7 0002 0醜

だいず

(乾燥子実)

1971年度

1 2 く0001 く0001

だいず

(乾燥子実)

1987年度

1

75げ C 2

く0∞ 5

く0∞ 5

<0005

く00D5

1 14 //`
く0005

く0005

く00D5

く0005

だいず

(乾燥子実)

1"1年 度

1 50"C 1 く0005 く0005 く0∞ 5 くO CЮ5

だいず

(乾燥子実)

1990年度

1

50"C 2 く0005 くO IX15

75σ C 2 く0006 く0∞ 5

だいず

(乾燥子実)

2CX12年度

1 1,000Eじ 2

7

14

21

28

0010

0010

く0006

(0006

0010

0010

く0006

く0006

0010

0000

く0005

く0005

0010

0 0 0 8

く0005

く0006

1 750EC 2

7

14

21

28

く0005
・7 0 0 0 5

く0005

<0005

(0005

く0005

0 0 0 5

く0005

く0∞ 5

(0∞ 5

く0005

く0005

てO IX15

くO FX15

く0005

く0005



4物 名

(分析部位)

実施年

試

験

口

場

数

使用量

t u177ha)

回

数

個

PIu

( 日)

残留値 (m♂聴)

フェン エー ト

公的分析機関 社内分析機関

最高値 平均値 最高値 平均値

だいず

(乾燥子実)

2∞7年 度

1

1,330pし

7

14

21

28

く0005

く0∞ 5

く0005

く0005

く0005

く0005

くO KK15

(0005

Ю KX15

(0∞ 5

くt10D5

く0035

くO tX16

くO GЮ5

て0005

くO CЮ5

1

7

14

21

28

く0005

(0005

く0∞ 5

くO ljC15

く0005

(0005

く0005

く0005

く0∞ 5

(O IX15

くO IX15

(0005

く0∞ 5

くO CX15

く0∞ 5

く0005

あずき

範 燥子実)

1988年度

1

750EC

7

14

く0005

0012

く0005

0010

1

８

１５

く00D5

くO tll15

くO CЮ5

くO CX15

あずき

(乾燥子実)

2CX13年度

1 750C

7

14

21

く0幅

て0005

く0005

く0005

<0005

く0005

く0005

くO IX15

くO IX15

く0005

くO CX15

くO lll15

1 1,000暉 C

7

14

21

0018

く0∞ 5

く0005

0018

く0005

て0005

0010

くO IX15

く0∞ 5

0010

く0005

く00D5

いんげんまめ

(乾燥子実)

19884F度

1

75"C

7 く0005

く0005

く0005

く0005

1
8

1 5

く0005

くO IX15

くO CX15

くO CX15

いん:ずんまめ

(軋燥子鶏

2∞3年 度

1 75(PC 2

7

14

2 1

00(冷

て0005

く)005

00C16

く0005

く0005

0005

くO tX15

く0∞ 5

0005

てO IX15

く0005

1 1,160EC 2

7

14

21

く0005

(0005

(0005

く0005

(0005

く0005

く0005

く0006

<0005

く0005

く0005

く0005

えんどうまめ

(乾燥子実)

1988、1989年 度

1
1,650-

1 ,Юい。 2
7

14

0012

く0035

0012

くO CX15

1 75σ C 2
7

14

くO CX15

くO IX15

く0005

<O CX15

えんどうまめ

餞 燥子実)

2005、2∝鴫年度

1 75∝ C 2
7

14

0007

0 αЮ

0007

000G

1 1,lXlttC 2
7

14

く0005

く0005

くOCll15

く0005

そらまめ

乾 燥子実)

1988年度

1 75"C 2
7

14

く0∞ 5

く0005

・tKI CX15

く0005

1 1,fXXPC 2
7

14

く0005

く0005

く0005

く0∞ 5

イロ物名

(分析部位)

実施年

試

験

囲

場

数

使用量

t a17ha)

回

数

徊

PHl

( 日)

残留値 (m「lkg)

フェン エー ト

公的分析機関 社内分析機関

最高値 平均値 最高値 平均値

“けしい しょ

(塊茎)

1987年度

1

750EC 2

CIX15 く0005

1 ● C X 1 5 く0005

| まれヽヽしょ

(塊茎)

2003年度

1 750EC 2

7

14

21

く0005

くOCX15

く0∞ 5

O CX15

く0005

0 ∞ 5

くO CX15

く0005

く000「」

く0005

く0005

く00D5

1 1,∞yc 2

7

14

21

く0005

く0∞ 5

(0005

く0005

くO CK16

くO IX15

く00D5

くO CXD5

くOIX 5

く0006

く0005

くO l10r。

ばれいしょ

(塊茎)

1992年

1

800W「 2

7

14

く0005

(0005

く0005

く0005

く0005

く0005

(0006

て0005

1
7

14

0 0α7

くO αD5

0 0 “

く0005

00∞

く0005

00(10

て0005

さといも

(塊茎)

1"1年 度

1 1,∞びC 1

7

14

21

くO IX15

くO IX15

(0005

くO OЭ5

く0 00rJ

く0005

1 1,511KIRC 1

7

14

21

く0005

く0005

く0∞ 5

く0006

くO CK15

く0005

さといも

(児茎)

2∞5年度

1

1,51XPC 1

7

14

く0005

くO IX15

く0006

<0005

く0005

<0005

く0005

く0005

1
7

14

く0005

く0005

く0鰤

く0∞ 5

く0∞ 6

く0∞ 5

く0005

く0005

かんしょ

(塊根)

2∞5年 度

1 1,500じじ 4
7

14

く0∞ 5

くO CX15

くO IX15

く0005

<0∞ 5

くo m5

く0005

く0005

1 1,lXlびC
7

14

く0005

く0005

く0005

く0035

く0005

く0005

く0005

くO IX15

かんしょ

(可食部)

1972年度

1

1,330Mじ

て0005 くO tX15 く0∞ 5 く0005

て0∞ 5 <0∞ 5 (0005 くOα)5

1

く0005 `0005 く0005 く0005

くO CK15 く0005 く0005 く0005

だいこん

(根部)

1987年 度

1

75σ C 2

く0005 く0005 く000う て0005

1 くO CX15 くO CX15 く0005 く0005

1 くO IX15 く0∞ 5

だいこん

(葉部)

1987年度

・tKl∞5 く0005 く0005 くO CX15

1 く0005 く0∞ 5 く0005 くO tK15

1 ∞ (0005 く0005


